


[image: ]







[image: ]






[image: ]





[image: ]





[image: ]






[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















Contents






伝説１　出会いはドラゴンスレイヤー

伝説２　魔人たちの生きる道

伝説３　僕が僕であるために



あとがき









[image: 竜と勇者と可愛げのない私 before レミエルの伝説]







[image: 伝説１　出会いはドラゴンスレイヤー]







　僕ぼくは焦あせっていた。

　それはもう、焦っていた。

　焦りのあまり店のドアを必要以上に勢いよく開けてしまって店主に睨にらまれてしまったりもしたけれど、怯ひるんではいられない。

　元よりここは荒あらくれ者の集まる場所だ。睨まれた程度で怯おびえていたりしたら、なめられてしまう。

　僕は一度深呼吸をして逸はやる気持ちを抑おさえると、店主を睨み返しつつカウンターに近づいた。

「店主！」

「あん？」

　ギロリと見下ろされる。

　店主は禿はげ頭あたま・ひげ面づらの巨きよ漢かんだった。剝むき出しの太い腕うでにも、おそらくは本人の意志とは無関係に剝き出しになってしまっている頭にも、普ふ通つうに生活していては絶対につかないような傷きず痕あとが見える。

　迫はく力りよく満点である。

　恐こわい。

　さっきは距きよ離りがあったからなんとか睨み返せたけれど、こんな至近距離では無理だった。

「あ、ああ、あの」

　思わず、声が震ふるえてしまった。

「あ、あの、あのですね。ぼ、ぼぼ、僕、僕に、そ、その──」

　店主は黙だまって僕を見下ろしている。

　恐い。正直、今すぐ逃にげ出してしまいたい。

　だけど、逃げるわけにはいかなかった。

　だって、僕の肩かたには──どちらかというとなで肩気味の僕の双そう肩けんには、大切な人たちの命がかかっているんだから。

　僕は胸むね一いつ杯ぱいに息を吸い込むと、なけなしの勇気を振ふり絞しぼって、熊くまよりもいかつい店主に用件を告げた。

「僕に仕事を紹しよう介かいしてください！　できるだけ、お金になる仕事を！」




　仕事を紹介してくれといっても、別に酒場の従業員になりたいとか、そういうことじゃない。

　たしかに、ここは酒場ではあるのだけれど、同時に冒険者ギルドでもあるのだ。

　冒険者ギルドとは、要するに冒険者の仕事の斡あつ旋せん所じよだ。国や街によってギルドの概がい念ねんが多少変わる場合もあるけれど、少なくともこのガ・ダーンの街では、それ以上の意味は持たない。

　村を苦しめるマモノを退治してもらいたい。どこそこの街までの護ご衛えいを頼たのみたい。財宝探しに協力してほしい。等々、冒険者の力を必要とする人たちがギルドに依い頼らいを預け、ギルドが仕事を求める冒険者に依い頼らいを紹しよう介かいするって寸法だ。

　そして、今、僕ぼく──クロード＝レンブラントは、そんな冒険者ギルドに生まれて初めて足を踏ふみ入れていた。

「できるだけ、金になる仕事だぁ？」

　店主は訝いぶかしげに片方の眉まゆを持ち上げると、僕の頭のてっぺんから爪つま先さきまで、視線を往復させた。値踏みしているんだろう。

「なぁ、坊ぼう主ずよ。知らないようだから教えてやるが、冒険者の仕事の依頼料ってのは、危険の大きさに比例するんだ」

「し、知ってます。それぐらいは……」

「なら、話は早い。おめぇさんにデカい仕事は紹介できねぇよ」

「ぼ、僕、弱そうですか」

「少なくとも、強そうには見えねぇな。筋肉なんてロクについてなさそうな薄うすっぺらい体付きに、何不自由なく育ちましたって感じのおっとりした顔付き。荒あら事ごととは無む縁えんに生きてきたお坊ぼつちゃんにしか見えないな」

「う……」

　ズバリだった。

　商家の三男として生まれた僕は、実家の商売が上う手まくいっていたこともあって、生活に不自由したことはない。つまりは、お坊ちゃんだ。

　商売は兄たちが継つぐことになって、僕は魔ま法ほう学院に入れられた。

　魔法が使えれば、なにかと潰つぶしが利きく。それに、首しゆ尾びよく王宮魔ま術じゆつ士しにでもなってくれれば王宮との縁えん故こを結べると、父さんは考えていたみたいだった。

　僕自身は、別に魔法使いになりたかったわけじゃない。でも、魔法学院の授業料がとんでもなく高いことは知っていたから、勉強は真ま面じ目めにやった。

　おかげで、「僕は魔法使いです」と胸むねを張って言える程度には、魔法が使えるようになった。

「ぼ、僕は魔法使いです！」

　胸を張って言ったものの、声が裏返ってしまった。

「魔法使いねぇ……」

「ほ、ほらこれ、魔導器です」

　店主の鼻はな先さきに、僕は左手の人差し指につけた指輪を突つきつけた。

　魔導器は魔法に指向性を与えるための、魔法使いには欠かせない道具だ。

「僕はたしかにお坊ちゃんですが、魔法はちゃんと使えます。だから、どうか仕事を！　できるだけお金になる仕事を紹介してください！」

　唾つばがかかったらしく、店主が顔を顰しかめた。

「まあ、やる気だけはあるみてぇだな」

「あります！　やる気は、それはもう有り余るほどにあります！」

「わかったよ！　わかったから、唾つば飛ばすなって！」

　店主は分厚くて硬かたい手で僕ぼくの顔を押おし退のけると、テーブルの下から取り出した手て拭ぬぐいで自分の顔と、ついでに光る頭を拭った。

「ほ、本当ですかっ！」

「ああ。ただし、今はちょうど割のいい仕事がねぇ。ついさっきまでデカい仕事があったんだが、別の冒険者が引き受けちまったんだ」

「そんな……」

「まあ、そう肩かたを落とすな。話は最後まで聞けって。仕事を受けた冒険者ってのがよ、魔ま法ほう使いの仲間を欲しがってるんだ」

　それって、つまり。

「僕に、その冒険者の仲間になれってことですか？」

「察しがいいな」

　店主の迫はく力りよくのある顔に浮うかんだ笑みは、やっぱり迫力があった。熊くまは笑っても熊だ。

「仲間になって仕事を成功させりゃ、報ほう酬しゆうは頭割りかそれ以下になるだろうが、それでもかなり稼かせげるんじゃねえか」

「仲間……」

　考えたこと、なかったな。

　冒険者はパーティーを組むのが普ふ通つうだ。僕みたいな魔法使いは、呪じゆ文もんを唱えている間、敵を引き受けてくれる前ぜん衛えいがいなければ実力を発はつ揮きするのは難しい。逆に、剣けん士しだけでは剣の効かない敵と遭そう遇ぐうした場合にお手上げになってしまう。だから、冒険者は普通、二人から六人程度のパーティーで仕事をこなす。

　冒険者稼か業ぎようを長く続けるつもりなんてなかったから、仲間を作ることなんて全然考えていなかったけれど……。

　報酬が高い仕事は、危険度も高い。危険度の高い仕事を成功させるには、やっぱり、しっかり前衛を務めてくれる仲間が必要不可欠かもしれない。

「あ、あの、その、魔法使いを欲しがってるっていう冒険者は、今どこに？」

「素直だな。けっこうけっこう。あいつなら、もうぼちぼち──」

　バタン！

　僕が開けた時よりもさらに勢いよく扉とびらを開けて、誰だれかが店内に入ってきた。

「お？　噂うわさをすればなんとやらだ」

「ちょっと、どういうことよ！　あんたが紹しよう介かいした素材屋、とんだインチキ野や郎ろうだったわよ！　これのどこが雷らい晶しよう石せきだっての！　どう見たって、ただの水晶じゃない！」

　少女だった。

　だった、と思う。

「あたしの目は節穴じゃないってーの！」

　断言できなかったのは、その少女（と思おぼしき何者か）が、少女だと確信できる前に、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが僕ぼくの頭を襲おそったからだ。

「ふぎゃっ！」

　ヒヨコが見えた。

　頭の周りを、ピヨピヨと可愛かわいらしく鳴きながらぐるぐる回っていた。

　僕はヒヨコをつかもうと虚こ空くうに手を伸のばし、ただ空気だけをつかんで、その場に倒たおれた。

　これが、レミエルと僕の、（物理的に）衝撃的な出会いだった。




　店主が貸してくれたおしぼりをおでこに押おし当てつつ、僕は目の前の少女を注視していた。

　少女と思しき何者かは、少女で間ま違ちがいなかった。

　年の頃ころは十一か十二か……まだ子供だ。

　銀色がかった黒くろ髪かみは長く、赤いリボンが鮮せん烈れつなまでに映はえている。

　目め鼻はな立だちは非の打ち所がないほどに整っていて──つまり、少女は美少女だった。

　空色の大きな瞳ひとみで僕の視線を真っ向から受け止め、桜色の唇くちびるをへの字に固く引き結んで、少女は右手に持った皮かわ袋ぶくろを玩もてあそんでいた。

　なにか硬かたくて小さな物がぎっしり詰つまっているらしいその皮袋が、僕の意識を木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだき、おでこにでかいたんこぶを作ってくれた犯人だった。

　もちろん、より正確に言えば、その皮袋を投げつけた少女が犯人なわけだけれど。

　扉とびらを壊こわさんばかりの勢いで店内に入ってきた少女が、怒ど鳴なりながら皮袋を店主めがけて投げつけ、それが不幸にも少女と店主の間にいた僕の頭を直撃した──というのが、事の詳しよう細さいだ。

　少女の名は、レミエル。店主が教えてくれた。

　そして、これも店主が教えてくれたことなのだけれど……魔ま法ほう使いの仲間を欲しがっている冒険者というのが、彼女──レミエルだというのだ。

　正直、信じられなかった。こんな子供、それも女の子が冒険者だなんて。

　たしかに、それらしい格好をしてはいる。

　身につけているのは、リボンと同じ赤色のコットン・アーマーに、丈の短いスカート。非常に軽装だけれど、コットン・アーマーの袖そで口ぐちには護ご符ふが縫ぬいつけられていた。右と左で、護符の種類が違っている。

　記された魔法文字から判断するに、右袖の護符は物理的な攻こう撃げきに対する防ぼう御ぎよ力りよくを、左袖の護符は魔法に対する耐たい性せいを高める力を持っているようだ。

　三十年前の人じん魔ま戦争の際に考案された、この衣服に護符を縫いつける手法は、軽装を好む剣けん士しや、そもそも重い防具を身につけられない魔法使いに愛好されている。僕も同様の護符をマントの裏地に縫ぬいつけてある。

　レミエルの装備に話を戻もどそう。彼女は、腰こしに剣けんを帯びていた。……いや、鞘さやの形状からして、あれは剣じゃなくカタナかな。

　男が使う分には決して長大な武器じゃない。ただ、レミエルの小さな身体からだには些いささか長すぎるように見える。

「なに、さっきからじーっと見てるのよ」

　大きな目を半眼にして、レミエルが棘とげのある声を出した。

「キミが冒険者だって話が、信じられないんだ。キミみたいな子供が……」

　レミエルは形の良い眉まゆの片方をピクッと動かして、言った。

「あたしは十六よ。子供じゃない」

「十六!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。

「い、いや、噓うそは良くないよ。キミ、どう見たって十一とか十二とか──いでっ！」

　向こう脛ずねに衝しよう撃げきが走った。レミエルに蹴けられたのだ。

「噓つき呼ばわりはやめて。あたし、噓は大っ嫌きらいなの」

「ご、ごめん……」

　思わず謝ってしまったけれど、いきなり蹴るほうがひどくないか？　そういえば、気絶させられた件も、まだ謝ってもらってないぞ。

「坊ぼう主ず、レミエルを怒らせるんじゃねえぞ」

　店主が両手に一つずつジョッキを持って、僕ぼくとレミエルのテーブルに近づいてきた。

「こいつぁ、怒らせるとドラゴンよりおっかねえぜ」

　ジョッキがテーブルに置かれる。中身はエール酒だ。

「エールなんて、頼たのんじゃいないわよ」

「酒場で酒を飲まねぇバカがいるかよ。そいつは、俺おれのおごりだ。ハズレの素材屋を紹しよう介かいしちまった詫わびだよ」

「安い詫びね」

「そう言うなって。これでも一応、反省してるんだからよ。坊主も、盾たてになってもらっちまって悪かったな」

「はぁ……まあ、それはもういいです」

　僕はエール酒のジョッキとレミエルを見比べた。

　……ミルクのほうがお似合いだよな、絶対。

「……なによ、その目は」

　僕の視線に気づいたレミエルが、軽く睨にらんできた。

「い、いや、別に……」

　店主が言った。

「大方、おまえさんにはエールよりミルクのほうがお似合いだ、なんて思ってたんだろうぜ、この坊ぼうやはよ」

　僕ぼくの心を読まないでください。

「おい、レミエル。どうやらこの坊や、おまえさんを見くびっているらしいぜ。腕うで前まえ、見せてやれよ」

　レミエルはつまらなそうな顔でパタパタと小さな手を振ふった。

「一ひと目めで相手の技量も見み抜ぬけないような半人前に見せてやるものなんて、なにもないわよ」

　これには、温厚な僕もカチンときた。

「半人前とは、言ってくれるね。そりゃあ冒険者としての経験はまだないけれど、こう見えて、クライス魔ま法ほう学院では三年連続で次席だったんだ。フルブライトの魔法技術大会では八位入賞だってした」

　レミエルが目を大きくした。

　さすがに驚おどろいたらしい。そりゃ、そうだろう。

　クライス魔法学院は、魔法使いの聖地である学術都市フルブライトでも三番目に大きな魔法学院だ。そこで、三年連続次席。フルブライトの全魔法学院が参加する魔法技術大会で、八位入賞。

　自分で言うのもなんだけれど、これは立派な成績だと思う。

　レミエルが驚くのも、無理は──。

「ぷっ」

　笑った。

「あっはははははは！」

　レミエルが驚いた顔を見せたのは、一いつ瞬しゆん。直後、彼女は声をあげて笑い出していた。

「な、なにがおかしいんだ！」

「おかしいわよ！　だって、あんた、次席だの八位だの、自分の負け犬っぷりを自じ慢まんげに語るんだもの」

「ま、負け犬!?」

「だって、次席も八位も一番じゃないじゃん」

「そ、それはそうだけど……」

　次席だって、八位だって、楽になれたわけじゃないんだ。

　苦労したんだ。努力したんだ。

　一番じゃないからって、あの頃ころの苦労と努力を認めてもらえないのは、否定されてしまうのは、悔くやしい。

「一番じゃないことを、誇ほこるんじゃないわよ」

　レミエルは腕うでを組み脚あしを組み、見下ろすような目をして言った。

「そりゃあ、あんただってそれなりに苦労も努力もしたんでしょうよ。でも、一番じゃないってことは、あんたは一番苦労したわけでも一番努力したわけでもないのよ」

「そ、そんなのわからないじゃないか！　僕ぼくより苦労せずに、努力せずに、僕より上の実力を身につけたヤツだっているかもしれないじゃないか！」

　いるかも、ではなく、そういうヤツが間ま違ちがいなく存在していることを、僕は知っていた。

　クライス魔ま法ほう学院で三年間ずっと次席だった僕は、嫌いやというほどに思い知らされた。

　努力では絶対にひっくり返せない、『才能の差』というものを──。

「それでも、キミは一番じゃなきゃ意味がないって、負け犬だって、そう言うのか！」

「そうよ」

　レミエルはあっさりと首しゆ肯こうした。

「一番じゃなきゃ、意味がない。だって、自分より上の相手がいるってことは、自分の大切なものが、もしかしたらそいつに奪うばわれたり壊こわされたりしちゃうかもってことだもの」

「大切な、もの？」

「物かもしれないし、人かもしれない。プライドって場合もあると思う」

「プライド……」

　胸むねに、嫌な痛みが甦よみがえった。

　成績発表の日。

　勉強して勉強して勉強して、それでも勝てなかったあの日。

　今年こそはと思ったのに。それでも負けた、三年目のあの日。

　がんばっても駄だ目めだったんだから仕方がない、彼女は天才なんだから仕方がない、と自分自身に言い聞かせて悔くやしさを嚙かみ殺した。

　それだけじゃない。

　僕は自分でも気づかないうちに頭を抱えていた。身体からだが震ふるえていた。

　レミエルの言うとおりだった。僕は一番じゃない。一番じゃないから、大切なものを奪われたり壊されたりしてしまう。

　だから、町はあんなことになってしまって。

　僕はお金のために冒険者なんてやるハメになって。

　こんな場所で、年下の女の子に偉えらそうに説教されている。

「あたしは、一番になりたい。誰だれにも、あたしの大切なものを奪われたくないから。壊されたくないから」

「……見せて、くれよ」

　僕は頭を抱えたまま、目の前の少女を睨ねめ上げた。

「キミの実力、見せてくれよ」

「おう、見せてやれ見せてやれ」

　店主が囃はやし立てた。

　多くの冒険者を見てきたはずの店主がここまで言うってことは、レミエルの実力は本物なんだろう。

　でも、ちょっとやそっとじゃ驚おどろかないぞ。

　我われながら、小物だと思う。

　僕ぼくはこの時、レミエルの実力に驚かないことで、プライドを保とうとしていたのだ。

　でも、レミエルは。

　一番じゃなきゃ意味がないと言いきった少女の実力は、そんな僕の安っぽいプライドを易やす々やすと粉ふん砕さいしてみせたのだった。

「……しょうがないわね」

　レミエルはため息交じりにさっき僕の頭を直ちよく撃げきした皮かわ袋ぶくろを開けると、中から小さな石を一つ、取り出した。

　水すい晶しようだ。それも、安物の。

　体格に見合ったレミエルの可愛かわいらしい指が、水晶を真上へと弾はじいた。僕の頭より少し高い位置にまで上がった水晶は、そのまま何事もなくテーブルの上に落ちて──。

　僕は、息を吞のんだ。

　目の前にいたはずのレミエルの姿が、消えていたのだ。

　一体どこに。

　僕は首を動かそうとして、全身を凍こおりつかせた。否いな、凍りつかされた。

　喉のど元もとに、抜ぬき身のカタナが添そえ当てられていた。

　カタナを手にしているのは、言うまでもなくレミエルだ。

「……っ」

　声も出なかった。

　弾いた水晶がテーブルの上に落ちるまでのほんの一いつ瞬しゆんの間に、レミエルは僕の背後に回り込んでいたのだ。

　それだけじゃない。実際には、そこにカタナを抜いて僕の喉元に添えるという動作も加わる。

　かなわない。そう、思った。

　このレミエルという少女は、あらゆる意味で僕の常識を超こえている。

「ま、まいった……」

　強こわ張ばっていた全身を一気に弛し緩かんさせる僕の傍かたわらで、レミエルはカタナを鞘さやに収めた。

「別に、勝負をしたつもりはないけどね」

　店主は腕うでを組んでニヤニヤと笑っていた。放心している僕の顔が面白いらしい。

　腹も立たなかった。笑いたければ笑ってくれとも思った。

「で、あんた、あたしの仲間になりたいんだって？」

　エールを一息に飲み干して、レミエルが言った。椅い子すには戻もどらず、テーブルに腰こし掛かけている。

「え……？　あ……」

　そうだ。そうだった。

　手っ取り早く大金を稼かせぐために、僕ぼくは報ほう酬しゆうが高額な仕事を受けた冒険者の仲間になろうとしていたんだ。

　そのあたりの事情は、最初に店主がレミエルに話していた。

　レミエルの仲間になって仕事を成功させれば、大金を稼げる。レミエルは魔ま法ほう使いの仲間を探している。そして、僕は魔法使いだ。利害は一いつ致ちしている。でも。

　レミエルと僕とでは、実力に大きな開きがある。痛感した。レミエルにだってわかっているはずだ。

　果たして、自分と比べて実力の劣おとる僕を、レミエルが仲間として認めてくれるかどうか。

　そもそも、僕は彼女の仲間になりたいのか。

　レミエルと一いつ緒しよにいたら、ただでさえ粉々な僕のプライドは、砂すな粒つぶよりも細かく砕くだかれて風に飛ばされてしまうんじゃないだろうか。

「どうなの？」

　はっきりしない僕に苛いら立だったんだろう。再度問うてきたレミエルの声には棘とげが生えていた。

「ぼ、僕は……」

　どうしよう。

　レミエルは、僕を──。

　僕は、レミエルと──。

　どうしよう、どうしよう。

　その時、耳の奥おくにあの男の声が甦よみがえった。

　町を──町のみんなをあんな目に遭あわせた、あの男の声が。

　逃にげるわけにはいかない。

　国は当てにならない。雇やとった冒険者も、返り討うちにあった。

　僕しかいないんだ。町のみんなを助けられるのは。僕のプライドなんて、些さ末まつな問題だ。

　僕は拳こぶしを握にぎりしめて、レミエルを見上げた。覚かく悟ごを嚙かみしめて言った。

「僕を、仲間にしてください」

「お断りよ」

　即そく答とうされて、僕は思わずテーブルに突つっ伏ぷした。

「そ、そんな！」

「だって、あんた、情けないもん。弱そうだし」

「うぐ……っ」

　反論できなかった。

　レミエルの価値観で計れば、僕ぼくは情けないし弱いだろう。

　僕を仲間にするかどうかの決定権はレミエルが持っていて、だから、この場で物を言うのは彼女の価値観だ。

　僕が僕の価値観で反論したところで意味はない。それどころか恥はじの上うわ塗ぬりになるだけだ。

「お願いしますっ！」

　僕は両手をテーブルについて、一度上げた頭を、すぐにまたテーブルに擦こすりつけた。たんこぶが痛くて、涙なみだが滲にじんだ。

「僕を仲間にしてください！　お金が……どうしてもお金がいるんです！」

　諦あきらめるわけにはいかなかった。

　町のみんなを助けるために、僕は僕にできることをする。それが年下の女の子に頭を下げることだというのなら、いくらだって下げてやる。

「ふーん……。頭、下げちゃうんだ」

　まずい、と思った。

　見下げ果てられてもかまわない覚かく悟ごで頭を下げはしたものの、見下げ果てられてしまったら、いよいよ仲間にしてもらえないんじゃあ……。

「チャンスをあげても、いいわよ」

　その言葉に、僕は頭を上げた。

　レミエルは半眼で僕を見下ろし、短いスカートから伸のびる細い脚あしをぷらぷらと揺ゆらしていた。

「あたしたちが引き受けた仕事に同行して、活かつ躍やくしてみせなさい。自分は仲間にする価値のある人間だって、証明してみせるの。それができたら、仲間にしてあげる。仕事の報ほう酬しゆうも頭割りで払はらってあげる。どう？」

「や、やります！　やらせてください！」

　僕は即そく答とうしていた。

　年下の女の子に試されることへの抵てい抗こうは、もちろんある。でも、人間はいつだってどこだって誰だれかに試されているものだ。

　そして、レミエルはただの女の子じゃない。凄すご腕うでの剣けん士しなんだ。

　試してもらおうじゃないか。次席で八位の男だって、決して役立たずじゃないってところを見せてやる。

「いい返事ね。じゃあ、明日の朝、またここにきて」

　レミエルはそう言うと、僕の分のエールまで一気に飲み干して、テーブルからぴょんと飛び降りた。

　グラス一いつ杯ぱいのワインでへべれけになってしまう僕には、できない真ま似ねだ。

「んじゃ、おっちゃん。あたし、二階に上がってるわね。適当な時間になったら、晩ばんご飯持ってきて」

「おうよ」

　どうやら、レミエルはこの店の二階に宿しゆく泊はくしているらしい。

「ああ、そうだ。仕事の内容、言ってなかったわね」

　去り際ぎわ、レミエルはさらりととんでもないことを言った。

「ドラゴン退治だから。一応、死ぬ覚かく悟ごはしておいて」

　二階へと上がっていくレミエルの後ろ姿を──揺ゆれる赤いリボンを見送りながら、僕ぼくの耳にはこの時、僕自身の決意と覚悟が崩くずれていく音が、はっきりと聞こえていたのだった。




「うっわ、なにこいつ！　超ちよう弱そう！」

　翌日──。

　僕はまたしても、年下（と思われる）女の子に見下されていた。

「こんなヤツ、なんでテストしようなんて思っちゃったんです？　おねーさま」

　アルマ＝ヴィオレッタ。

　年は……知らない。

　僕が彼女について知っていることは、名前と、レミエルの仲間であるということと、職業は僧そう侶りよであること、の三つだけだ。

　白を基調とした法衣の胸むな元もとには、六大神の主神である天空神ハルディーンの紋もん章しようが刺し繡しゆうされている。

　淡あわい菫すみれ色いろの髪かみを二つ結びにして背中側に垂たらし、目は左が淡い翠玉エメラルド色いろ。

　左が、なんて表現だと、まるで右目の色は左と違ちがうのか？　と思われてしまうかもしれない。でも、別にそういうわけじゃない。いや、もしかしたら左右で瞳の色が違うのかもしれないけれど、僕にはわからない。

　アルマの右目は、眼帯で覆おおわれていたから。

　背丈は、普ふ通つう。高くも低くもない。ただ、隣となりに立つレミエルが小こ柄がらなせいか、相対的に高く見える。

　顔立ちは、まあ可愛かわいいほうだろうと思う。いや、十分、美少女の範はん疇ちゆうに入るだろう。

　ただ、今まさに僕に向けられている芥ごみを見るような目が、どうにも可愛くないのである。

「こんなヤツ置いて、アルマたちだけでさっさと行っちゃいましょうよ、おねーさま～」

　アルマは自分を名前で呼び、レミエルをおねーさまと呼ぶ。

　レミエルが十六歳さいだから、彼女をおねーさまと呼ぶアルマの年は、レミエルより少し下。十五か十四といったところだろう。

　体格のせいで、どうしたってレミエルのほうが年下に見えてしまっているけれど……。

「テストはする。女に二言はない。どうしても嫌いやなら、アルマ、あんたが残りなさい」

「いや～ん。イジワル言わないで、おねーさま～」

　アルマはレミエルに抱きついて、愛いとおしげに頰ほおずりした。

　なんなんだ、この娘こは。本当に僧そう侶りよなのか？

　レミエルは、そんなアルマの行動には慣れっこなのか、偉えらそうに腕うで組ぐみしたまま表情を動かさない。

「とにかく、その、あの、よろしくお願いします……」

　ため息をぐっとこらえて、僕ぼくは頭を下げた。

「んべーだっ」

　レミエルに抱きついたまま、アルマが僕に向けて舌を出した。

「アンタ、わかってる？　アルマたちはこれからドラゴン退治に行くんだよ？　ドラゴンだよ？　ドラゴンって知ってる？」

「……知ってますよ」

　クライス魔ま法ほう学院で次席だった僕が、ドラゴンを知らないはずがない。

　旧世界のさらに以前から存在しているとされる、巨きよ人じんと並ぶ古いにしえの種族。

　空を飛び、鉄をも溶とかす炎ほのおを吐はく、恐おそるべき蛇じや神しん。

　並の冒険者が敵かなう相手じゃない。

　そんな桁けた違ちがいの化け物相手に、果たして僕が活かつ躍やくできるのか。一ひと晩ばんじっくり考えてみたけれど、自分が活躍できるイメージはどうしても湧わいてこなかった。

　それでも、僕はレミエルに言われたとおりに店にきた。

　お金のためだ。もちろん、それが一番の理由ではある。でも、同じぐらいに大きな理由がもう一つあった。意地だ。

　次席で八位の男にだって意地はあるんだということを、レミエルに見せたかったのだ。

「知ってるんならさ、尻尾しつぽを巻いて逃にげちゃいなよ」

「……逃げませんよ」

　僕はアルマの隻せき眼がんを見み据すえて言った。

「ドラゴンだろうとなんだろうと、僕は戦ってみせます」

　ふんっ、とアルマは鼻はなを鳴らした。

「弱いくせに、バッカみたい。アンタみたいに力もないくせに粋いきがってるヤツ見ると、アルマ、反へ吐どが出るのよね」

「やめてよ。今吐かれたら、あたしにかかる」

「安心して、おねーさま。おねーさまに反吐をかけたりなんて、アルマ、絶対にしないもの。へっぽこ野や郎ろうにはかけちゃいますけどね、ぺっぺっぺっ」

「うわっ、汚きたない！」

　僕に向けて、反吐ならぬ唾つばを吐きかけてくる。

　この娘こが僧そう侶りよって、絶対になにかの間ま違ちがいだろ!?

「そもそもおねーさまってば、なんだってこんなへっぽこっぽいヤツをテストするんです？　結果なんてわかりきってるのに」

　アルマが口にしたその問いの答えは、僕ぼくも知りたいところだった。

「あたし、昨日、間違ってそいつを気絶させちゃったのよ。だから、まあ、その詫わび代わりってところ。あたしが他人に借りを作ったままにしておくのが嫌きらいだって、知ってるでしょ？」

　レミエルの答えに、僕は少しがっかりした。

　年下の女の子にさえ頭を下げることを厭いとわなかった僕の必死さを評価してくれたのかも、なんて思ったりもしたのだけれど、どうやら違うらしい。

「ぶー」

　アルマにとっても、レミエルの答えは嬉うれしいものではなかったらしい。こんなヤツに借りを返す必要なんてないのに、と隻せき眼がんが雄ゆう弁べんに語っていた。

「で、あんた、名前は？」

「え？」

「あたしたち、まだあんたの名前知らないんだけど」

　そういえば、レミエルの名前は店主から、アルマの名前はレミエルから聞いたけれど、僕は名乗っていなかったような。

「クロードです。クロード＝レンブラント」

「うわっ、名前からしてもう弱そう」

　アルマはどこまでも嚙かみついてくる。

　僕は歯を食いしばり拳こぶしを握にぎりしめて、言い返したい気持ちを抑おさえつけた。

　どんな言葉を返したところで、アルマが僕を認めてくれるはずがない。

　アルマに、そして誰だれよりレミエルに認めてもらうためには、ドラゴンとの戦いで活かつ躍やくするしかないんだ。




　レミエルが仕事の詳しよう細さいを教えてくれた。

　ヴィーグル山にドラゴンが棲すみつき、麓ふもとのオーキド村の畑や家か畜ちくが襲おそわれるようになった。

　ドラゴンは赤せき火か竜りゆう・ファイアー・ドレイクと思われる。

　ファイアー・ドレイクは、赤火竜の別名のとおり全身を赤い鱗うろこに覆おおわれたドラゴンで、炎ほのおのブレスをなによりの武器とする。

　知能は低く、それ故ゆえにドラゴン族の中では下位種に分類されてはいるが、強さは下位種の中では頭一つ抜ぬけている……と習った。

　依い頼らい主ぬしはオーキドの村長で、報ほう酬しゆう額がくは小さな村が払はらえるものとしては破格だった。なんでも、村長の父親だか祖父だかが趣しゆ味みで集めていた骨こつ董とう品ひんを全すべて売り払って作ったお金らしい。それだけ必死だということだ。

　ガ・ダーンの街からヴィーグル山までは、徒歩で半月ほど。ただし、それは比ひ較かく的安全な街道を使えばの話で、レミエルは最短距きよ離りでヴィーグル山を目指すと言った。

　最短距離を往いけば、街道を使った場合の半分の日数──七日前後でヴィーグル山に着ける。けれど、最短距離を往くということは、人じん魔ま戦争以降マモノの巣そう窟くつになっているシーズ湿地やラニアンの樹海を突つっ切っていくことを意味していた。

「そんな、なんでわざわざ危険な道を……」

　と疑問を口にした僕ぼくに、レミエルが返した答えは、こうだ。

「あたしたちがヴィーグル山に着く前に、村が全ぜん滅めつしちゃったらどうすんのよ」

　たしかに、のんびりはしていられない。オーキド村の村長は私財を擲なげうってまで村を守ろうとしている。それはつまり、村の状じよう況きようがそれだけ切羽詰つまっているってことだ。村が滅ほろぼされてしまったら、報ほう酬しゆうも得られない。それは、僕にとっても都合が悪い。

　村を守りたい村長の気持ちは痛いほどに理解できたし、最短距離を往くことに反対することはできなかった。僕が反対したところで、レミエルが道を変えたとは思えないけれど。

　そして、僕らはガ・ダーンを発たった。

　結論から言うと、僕らは五日後には無事、オーキド村に到とう着ちやくすることができた。

　無事だからといって平へい穏おんな道程だったわけじゃ、もちろんない。

　マモノ、マモノ、またマモノ。

　シーズ湿地でも、ラニアンの樹海でも、マモノは息つく間もなく襲おそいかかってきた。

　それは、僕が役に立つことをアピールするチャンスでもあったわけだけれど、この五日間で僕がやっつけたマモノの数は、たった一匹……。キノコに擬ぎ態たいして通りかかった人間を襲うイビルトリュフを踏ふんづけて潰つぶしただけだ。それも、偶ぐう然ぜん。

　初めての実戦。生まれて初めて間近に見るマモノに戸と惑まどって身体からだが思うように動かなかった……というのも、もちろんある。最初の二日間は、そんな感じだった。

　三日目からはマモノを前にしても腰こしが抜ぬけるようなことはなくなっていたけれど、それでも僕がまったく活かつ躍やくできなかったのは、活躍する『間』がなかったからだ。

　どんなマモノが出てきても、レミエルとアルマが、僕が魔ま法ほうを使う間もなくやっつけてしまうのだから、どうしようもない。

　レミエルが強いことは、知っていた。身を以もつて思い知らされた。けれど、マモノ相手にカタナを振ふるうレミエルの姿は、僕の認識を超こえて鮮せん烈れつだった。

　疾しつ風ぷうの身のこなしに、迅じん雷らいの斬ざん撃げき。

　迅雷の斬撃、は比ひ喩ゆでもなんでもない。

　レミエルのカタナは、振るう度たびに刀身から青白い稲いな妻ずまを放っていた。

　妖よう刀とう・ライジン。

　百年以上前の伝説の名めい匠しようにして魔ま法ほう使い、カネサダの作品だというそれは、普ふ通つうの方法では手入れができないらしく、ひどく刃こぼれしていた。

　東方諸島の騎き士し剣けんであるカタナは、重量のある刃で『叩たたき斬きる』アデール大陸の騎士剣と違ちがって、研とぎ澄すまされた鋭えい利りな刃で『切り裂さく』武器だから、刃こぼれは天敵だ。

　そんな、切れ味を大きく落としたカタナで──切れるはずのないカタナで、レミエルはマモノを切っていた。

　僕ぼくは剣術に関しては素人しろうとだ。それでも何度も目にしているうちに、切れないカタナでどうやってレミエルがマモノを切っているのかは、理解できた。

　圧あつ倒とう的な剣速で、マモノのやわらかい部位を正確に攻こう撃げきしているのだ。

　狙ねらった部位に、寸分違たがわず最速の一撃を見み舞まう。それがとてつもなく難しい業わざであることは間ま違ちがいなかったし、それを顔色一つ変えずにやってのけてしまうレミエルは間違いなく達人だった。

　そして、さすがは妖よう刀とう・ライジン。斬ざん撃げきとともに刀身から放たれる稲いな妻ずまは、マモノの肉だけでなく骨までをも容よう赦しやなく灼やいた。

　巨きよ大だいな一本角を武器にする猛もう虎こ、ランスタイガーですら一撃で仕留めてしまったのには、感心を通り越こして呆あきれてしまった。

　呆れたといえば、もう一人。

　僧そう侶りよのアルマにも、色々な意味で呆れさせられた。

　マモノを倒たおした数でいえば、彼女もレミエルに負けていない。

「なーにがマモノじゃボケェ！」

　ゆったりした法衣のどこからか取り出したモーニングスターを振ふりかざし、怒ど鳴なりちらすアルマは、マモノたちと、ついでに僕を恐きよう怖ふのどん底に突つき落とした。

　ちなみに、モーニングスターとは、鋭利なトゲトゲのついた金属球を頭に備えた、見た目からしてもうなんか色々とアレげな打撃武器である。

「耳から手ぇ突っ込んで奥おく歯ばガタガタいわしたるぞコラァ！」

　翠玉エメラルド色いろの目を剝むいてモーニングスターを振り回し、微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなくマモノを撲ぼく殺さつしていくアルマの姿は、僧侶というより狂きよう戦せん士しのそれに近かった。
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　天空神ハルディーンは法と正義を司つかさどる神だから、ハルディーンの信徒には僧侶ながらに武器の扱あつかいに長たけた僧侶戦士が多い。

　けれど、アルマの戦いぶりは、僧侶戦士の範はん疇ちゆうを思いっきりはみ出していた。

　そもそも、彼女は本当に僧侶なのだろうか。

　五日の間、彼女がマモノをトゲトゲ鉄球で叩き潰つぶす様は何度も目にした。ところが、神しん聖せい魔法を使っているところはただの一度も見かけなかった。天空神に祈いのりを捧ささげている姿すら見たことがない。

　僧そう侶りよの神しん聖せい魔ま法ほうは、魔法使いの魔法──正しくは、元素魔法という──とは違ちがって、勉強と修練によって使えるようになるものじゃない。

　神聖魔法を使うには、聖せい痕こんがいる。

　どんなに信しん仰こう心しんが篤あつくても、聖痕を持って生まれなかった者には神聖魔法は決して使えない。逆に言えば、聖痕さえあれば信仰心がなくても神聖魔法を使えるようになる。もちろん、一定の修練が必要ではあるけれども。

　あるいは、アルマもそのクチなのかもしれなかった。

　アルマに訊きいてみたいことは色々とあった。ところが、迂う闊かつに話しかけようものなら、やたらと攻こう撃げき的な態度を取られるか無視されるかのどちらかで、まともな会話にはならなかった。

　レミエルに訊くという手もあるにはあった。けれど、アルマ本人の前で、アルマのことをレミエルに訊たずねるのは、さすがに憚はばかられた。

　それに、アルマは僕ぼくがレミエルに話しかけようとしても、ガルルル……と、まるで狂きよう犬けんの如ごとく唸うなってくるから、レミエルと話をするのも簡単じゃなかったのだ。

　そんなわけで、五日も一いつ緒しよにいたのに、僕は彼女たちのことをほとんどなにも知らない。どこの出身で、いつから冒険者をしているのか。なぜ、冒険者になったのか。

　ただし、僕が冒険者になった理由は、知られてしまった。訊かれて、話した。

　あれは、三日目の夜。干し肉と干し飯いいだけの味気ない食事を済ませて、あとはもう寝ねるだけとなったところで、レミエルが僕ぼくに話しかけてきた。

「あんた、冒険者になったのはお金のためなのよね？　なんでお金がいるの？」

　アルマは食事が終わるや否いなや、レミエルの膝ひざに頭を載のせて幸せそうな顔で寝ね息いきをたてていた。もし、彼女が起きていたら、「そんなヤツの目的なんて、どーでもいいわよ、おねーさま！」とでも言っていたに違ちがいない。

「町を、助けたいんだ。僕が生まれ育った町を」

　僕が生まれ育った町──ラークは、アイビス公国の東南に位置する養よう蚕さんの町だ。

　決して大きくはないけれど、平和な町だった。

　あの日、あいつが現れるまでは。

　魔ま人じんハオス。

　三十年前の人じん魔ま戦争に於おいて、魔界の第一王女・ロザリンデの右腕うでを務め、人間側の連合軍に多大な損害を与えた魔軍の勇者。

　魔王メイ＝ヘムを撃げき退たいし、人間側に勝利をもたらした救世の英えい雄ゆう・竜りゆう騎き士しレイジャックにロザリンデもろとも倒たおされ、死んだと思われていたハオスは、生きていた。

　人魔戦争から三十年の間、ハオスがどうやって生きてきたのかは、知らない。

　そもそも、あいつが本当にハオスなのかどうかも、実のところはわからない。

　けれど、あの日、ラークの町に現れた自じ称しようハオスが恐おそろしい力の持ち主であったことは、事実だ。

　ハオスを名乗ったあいつは、その恐るべき魔力で町のみんなを石に変えた。そして、あいつはただ一人、石化を免まぬがれた僕にこう言ったのだ。

「『天使の涙なみだ』を持ってこい」

　と。

　僕だけが無事だった理由は、わからない。

　魔法抵てい抗こう力りよくを高める護ご符ふを身につけていたから、そのおかげだったのかもしれない。

　ハオスは僕が魔法使いであることを知っていて、僕を利用するために、あえて僕だけ石にしなかったのかもしれない。

　後者の可能性が高いように思えるけれど、正解はわからない。

　腰こしを抜ぬかし、一歩も動けなかった僕に、ハオスはさらにこう言った。

「『天使の涙』を持ってくれば、全員、元に戻もどしてやる。俺おれは南の森にいる」

　と。

『天使の涙』は、不純物を一切含ふくまない完全な雪ゆき水すい晶しように与えられる、ある種の称号的な呼び名だ。

　簡単に手に入れられる代しろ物ものじゃなかった。

　雪水晶は、それ自体が非常に稀き少しようで高価な鉱こう物ぶつだ。不純物を含まない完全な雪水晶となると、その値段は城一つ分にさえ匹ひつ敵てきする。

　うちはそれなりに商売で成功していたけれど、だからといって『天使の涙なみだ』をポンと買えてしまえるほどの現金はなかった。

　屋や敷しきや商売そのものを売ろうにも、三男の僕ぼくにその権利はない。

　国は、役に立たなかった。

　魔ま人じんハオスが現れたという話をまともには信じてくれず、いかにも練度の低そうな兵士が数人、送られてきただけだった。

　彼らはハオスがいる町の南の森へと向かい、帰ってこなかった。

　次に僕が頼たよったのは、冒険者だった。それなりに名の通った二組の冒険者を雇やとって、南の森に向かわせた。結果は、先の兵士たちと同じ。一人として帰ってこなかった。

　国が頼りにならず、冒険者でも駄だ目め……となると、もうハオスの言い分を飲むしかなかった。

『天使の涙』を手に入れるしかなかった。

　幸い、『天使の涙』を売っている素材屋はすぐに見つかった。屋敷にあった金目の物を売れるだけ売って、手付け金にした。

　手付けの有効期間は半年。半年以内に残りの金を用意できなければ、手付け金が無駄になってしまうだけでなく、他の誰だれかに『天使の涙』を買われてしまう恐おそれがある。

　ハオスだっていつまでも待ってはくれないだろう。

　時間がなかった。一刻も早く、大金が必要だった。手早く大金を稼かせぐために僕は冒険者になって……そして今、年下の女の子たちに、試されている。

　僕の長い話を聞いて、レミエルが返してきた言葉は、

「ふーん」

　だけだった。本当にそれだけだった。

　優しい言葉をかけてほしかったわけじゃない。

　レミエルからしたら、ハオスの言いなりになっている僕は情けない男だろう。

　でも、それでも、ここに至るまでの僕の恐きよう怖ふや絶望や苦労を、「ふーん」の一言で済まされてしまったのは、悔くやしくて、悲しくて……僕は、泣ないてしまった。

　立てた膝ひざの間に顔を埋うめて泣く僕に、レミエルはなんの言葉もかけてこなかった。

　一度だけ顔を上げて見たレミエルの顔は、眉み間けんに皺しわを寄せ唇くちびるをへの字に曲げて、怒っているようにも困っているようにも見えた。

　涙はいつまでも止まらなくて、僕はそのまま──泣きながら、眠ねむりに落ちてしまった。

「泣かないでよ……。どうしていいか、わからないじゃない……」

　眠りに落ちる間ま際ぎわ、レミエルのそんな声が聞こえたような気がしたけれど、現実……じゃないよな、たぶん。




　泣ないたのは、町を出てから初めてだった。

　精神的に、限界だったんだろう。年下の女の子の前で泣くなんて情けないにもほどがあるけれど、でも、おかげで気持ちはすっきりしていた。改めて、腹を括くくることができた。

「うわっ！　なにこいつ、目、赤っ！　泣いたの？　もしかして泣いたの？　ママのおっぱいが恋こいしくなっちゃったの？　きっもーい！」

　案の定というかなんというか、アルマには好き放題に言われてしまったけれど、なんかもう彼女の悪態にも慣れてきてしまった。

　レミエルは、昨夜僕ぼくが泣いたことに、一言も触ふれなかった。それがレミエルの優しさなのか、情けない僕に心底呆あきれ果てていたのかは、わからない。

　その日のうちに僕たちはオーキド村で村長に会い、休む間もなくヴィーグル山へと向かった。

　レミエルとアルマの足取りは、一向に鈍にぶらない。とんでもない体力だ。

　人並みの体力しかない僕は、ついていくのが精せい一いつ杯ぱい……というか、完全に足を引っ張っていた。レミエルに言わせれば、僕がいなければここまで三日とかからなかった、らしい。

　ヴィーグル山は乾いた岩山で、緑の少ない灰色だらけの光景は、身体からだだけでなく心の疲ひ労ろうをも加速させた。つくづく、昨夜のうちに泣いておいてよかったと思う。

「意外と粘ねばるわね……」

　息も絶え絶えになりながら、それでもついてくる僕に、アルマが歯は痒がゆそうな顔を向けてきたのには、少しだけ溜りゆう飲いんが下がった。

　アルマは、僕がもっと早くリタイアすると思っていたらしい。

　村長の話では、ドラゴンは山頂近くの切り立った崖がけの上に巣を作っているらしかった。

　五合目で夜を過ごし、翌朝、日の出と同時に移動を再開した。

　ドラゴンに恐おそれをなして逃にげたのか、マモノの姿はほとんどなかった。一度〝岩食みロツクバイト〟に襲おそわれた程度だ（アルマのモーニングスターの一いち撃げきで、粉ふん砕さいされた）。

　そして、太陽が空の一番高みに届く頃ころには、僕たちは山頂付近へと到とう達たつし──ドラゴンとの対決を迎むかえていた。

　ドラゴン。

　生まれて初めて目にする古いにしえの幻げん獣じゆうは、書物で学んだとおりに巨きよ大だいだった。

　赤せき火か竜りゆうの名のとおり、厚みのある鱗うろこは燃え盛さかる火の如ごとく赤い。

　剝むき出しの牙きばと四し肢しの先から突つき出た鉤かぎ爪づめは、鋼鉄さえも容易たやすく嚙かみ砕くだき引き裂さいてしまえるだろう、圧あつ倒とう的な破は壊かい力りよくを窺うかがわせた。

　ドラゴンの武器は、他にもある。

　丸太よりも太い尻尾しつぽはもちろん、壁かべのように僕たちの視界を塞ふさいでいる翼つばさだって、強風を巻き起こす恐ろしい武器だ。

　そして、炎ほのお。ドラゴンにとっての最大最強の武器である炎のブレスは、大型のマモノですら瞬またたく間に灼やき尽つくす。

　わかっていたはずだった。

　ドラゴンが巨きよ大だいで恐おそろしい存在だということは。僕ぼくの手には負えない相手だということは。

　十分に理解した上で、覚かく悟ごしたはずだった。

　それでもなお、立ち向かってみせると。

　だけど。

　いざ目まの当たりにしたドラゴンは、知識でも想像でもない本物のドラゴンは、そんな僕の覚悟を鼻はなで笑って踏ふみ潰つぶした。

　僕は逃にげ出すことさえできなかった。

　見開いた目を乾かせて、「あ……あ……」と呻うめくことしかできなかった。

　でも、レミエルは違ちがった。

　銀色がかった黒くろ髪かみに赤いリボンを飾った小こ柄がらな少女は、雷いかずちの力を宿した妖よう刀とうを鞘さやから解き放ち、ドラゴンへと歩み寄っていく。

「狩からせてもらうわ。覚悟して」

　レミエルには、恐きよう怖ふという感情が存在しないのだろうか。

「抵てい抗こうしても、無む駄だ。でも、抵抗するなとは言わない。全力で抗あらがいなさい」

　殺意に充みち満ちたドラゴンの眼を、空色の瞳ひとみで真っ向から睨にらみ据すえる。

「あんたの持てる全すべての力を、あたしにぶつけてきなさい」

　そう言って、薄うす紅べに色いろの唇くちびるを笑みの形にした。

　ドラゴンが、眼を逸そらして巨体を一歩、引いた。

　怯ひるんだのだ。ドラゴンが。

　怯ませたのだ。ドラゴンを。

「死にたくなかったら、逃げちゃいなよ」

　すぐ隣となりで声がした。

「ア……ルマ……」

「アルマは、アンタが死のうがどうなろうが、知ったこっちゃないけどさ」

　モーニングスターの柄えを握にぎりしめるアルマの手は、震ふるえていた。

　恐こわいもの知らずに見えた彼女も、さすがにドラゴンは恐いのだろうか。

「違うよ」

　僕の視線に気づいたアルマが、震える手を軽く持ち上げて言った。

「アルマが恐いのは、ドラゴンじゃない。本気になったおねーさまだよ」

　ドラゴンが、吼ほえた。

　乾いた空気がビリビリと震えて、僕はたまらず耳を塞ふさいだ。腰こしが抜ぬけて、尻しり餅もちをついた。

　アルマがなにかを叫さけんで駆かけ出したけれど、耳を塞いでいた僕には聞き取れなかった。

　戦いは、始まっていた。

　巨きよ体たいに似合わず、ドラゴンの動きは疾はやい。

　牙きばも、爪つめも、尻尾しつぽも、目にも留まらぬ疾さで空を切り続けている。

　人間がくらって生きていられる攻こう撃げきじゃない。

　でも、それは空を切り続けている。

　ドラゴンも疾いけれど、レミエルはさらに疾かった。

　ドラゴンの猛もう攻こうをかすらせもせずに、妖よう刀とう・ライジンを特定の部位に繰くり返し繰り返し叩たたきつけている。

　特定の部位とは、飛ひ膜まくと頭だ。

　ドラゴンの鱗うろこは、鋼鉄よりも硬かたい。カタナとしてはなまくらなライジンでは、いくらそこにレミエルの力と技が加わったとしても、鱗を完全に砕くだくことは難しい。刀身からほとばしる稲いな妻ずまも、鱗に阻はばまれてしまえばたいして効きはしない。闇やみ雲くもに攻撃しても、ドラゴンを倒たおすことは難しい。

　飛膜は、ドラゴンの体表でほとんど唯ゆい一いつ鱗に覆おおわれていない部位だ。傷つけやすいし、飛膜をズタズタにしてしまえば、ドラゴンは飛ぶことも羽ばたきで風を起こすこともできなくなる。

　レミエルが優先的に狙ねらっているもう一いつ箇か所しよ──頭は、鱗に覆われてはいるものの、どうやら他の部位と比べて鱗が薄うすいらしかった。

　妖刀・ライジンが頭部を打ち据すえる度たびに、ドラゴンは呻うめくような声を発し、あるいは巨体を竦すくませている。

　銀色がかった黒くろ髪かみを躍おどらせ、白い脚あしを惜おしげもなくさらして、レミエルという名の少女は太古の幻げん獣じゆうに立ち向かう。

　アルマは、本気になったレミエルはドラゴンよりも恐こわいと言った。

　気持ちは、わかる。正しよう真しん正しよう銘めいの化け物であるドラゴンよりも、人の身でありながらドラゴンと渡わたり合ってしまえるレミエルのほうが、よほど化け物だ。

　それでも、僕ぼくはレミエルを恐いとは感じなかった。

　きっとそれは、レミエルが笑っていたからだろう。

　ドラゴンの尻尾を、鉤かぎ爪づめを、牙をかいくぐりながら、レミエルは笑っていた。

　暴力を愉たのしむ狂きよう気きじみた笑みじゃない。大きな壁かべに挑いどみ、それを乗り越こえることに無上の悦よろこびを覚える。レミエルという少女は、そういう少女なのだ。

　そんなレミエルの笑顔に、いつしか僕は恐怖を忘れて見み惚とれていた。

　アルマも戦っていた。

「おりゃー！　いい加減にくたばれや、このトカゲがあああああ！」

　彼女はドラゴンの脚に狙いを定め、モーニングスターを繰り返し叩きつけている。

　ドラゴンは素速く動き回るレミエルに気を取られて、アルマへの攻撃は手薄だ。

　悪く言えばレミエルを囮おとりにしているということになるけれど、ここは見事な連れん携けいと称しよう賛さんすべきだろう。

　この戦いで、ついにアルマの僧そう侶りよとしての力を見ることもできた。

「神様神様、崇あがめてあげるから、おねーさまを守りなさい！　──〝太陽の盾ソル・アイギス〟！」

　信しん仰こう心しん？　なにそれ？　な口調でアルマが現出させた黄金色に輝かがやく障しよう壁へきが、灼しやく熱ねつのブレスからレミエルを守ったのだ。

　信仰心はなくとも、アルマはたしかに僧侶だった。

　レミエルはドラゴンの注意を引き寄せつつ頭と飛ひ膜まくを攻こう撃げき。アルマはしつこく脚あしを殴なぐりつつ、ドラゴンがブレスを吐はいたら〝太陽の盾〟でレミエルを守る。

　ふたりは息の合った連携で、着実にドラゴンを追い詰つめていく。

　しかし、ドラゴン族の中では下位種のファイアー・ドレイクとはいえ、やはりドラゴン。飛膜をボロボロにされても、弱点の頭をしつこく攻せめられても、なかなか倒たおれてはくれない。

　……弱点？

　僕ぼくは、大事なことを二つ、思い出した。

　一つは、この戦いで……というより、この戦いでも、僕がなに一つ活かつ躍やくできていないという致ち命めい的な現実。

　もう一つは、ドラゴンの弱点。

　鱗うろこの薄うすい頭がドラゴンの弱点部位であることは、間ま違ちがいない。でも、僕はもう一いつ箇か所しよ、ドラゴンの弱点部位を知っていた。魔ま法ほう学院時代に学んだ。

「レミエル！」

　僕は叫さけんだ。

　ついさっきまでの、ドラゴンの迫はく力りよくに圧あつ倒とうされていた僕なら、大きな声を出すことさえできなかっただろう。

　でも、今の僕は、『ドラゴンに圧倒されている僕』ではなく、『レミエルに見み惚とれている僕』だった。いや、それもなんだか情けないけれど。とにかく、僕は叫んだ。

「首の後ろっ側の付け根だ！　そこに、逆げき鱗りんが……ドラゴンの弱点がある！」

　逆鱗は、一部の種を除のぞいたドラゴン族の共通の弱点部位だと習った。

　迂う闊かつに触ふれれば激げつ昂こうさせてしまうだけだが、強きよう烈れつな衝しよう撃げきを与えれば、一撃で昏こん倒とう、あるいは絶命させることさえ可能。

　ドラゴンと戦う日がくるなんて、夢にも思わなかった。だから、ドラゴンの弱点なんて無む駄だな知識だと、授業を聞きながら思っていた。でも、高い授業料を無駄にしたくなかった僕は、貧びん乏ぼう性しような僕は、そんな無駄な知識さえ、一応憶おぼえていたのだった。

　叫んだ僕を、レミエルはほんの一いつ瞬しゆんだけ見た。そして、ドラゴンの嚙かみつきをかわすと、がら空あきの頭に斬ざん撃げきを見み舞まうのではなく、頭を蹴けって高く跳とんだ。

「どっせーい！」

　ちょうどその時、アルマのモーニングスターがドラゴンの脚あしを捉とらえて、巨きよ体たいが傾かたむいた。

　脚に蓄ちく積せきしたダメージが、ついにドラゴンを立っていられなくしたのだ。

　小さな身体からだを宙高く舞まわせたレミエルは、頭を地上に、足を空へと向けると、妖よう刀とう・ライジンの切っ先をドラゴンの首の後ろっ側の付け根に──逆げき鱗りんに定めて、降下。

　ライジンは逆鱗を貫つらぬいてドラゴンの首に深々と突つき刺ささり、そこで稲いな妻ずまをほとばしらせた。

　ドラゴンは──太古の幻げん獣じゆうは、再び咆ほう吼こうを轟とどろかせると、敷しき詰つめられた草の上にゆっくりと巨体を横たえ、動かなくなった。

「倒たお……した……」

　妖刀・ライジンを引き抜ぬき、ドラゴンの上から飛び降りたレミエルが、僕ぼくのほうに歩み寄ってくる。そして、言った。

「あんたの助言、役に立ったわ」

　刃についた血ち糊のりと脂あぶらを軽く払はらって、峰みねを肩かたに載のせた。

「ま、ほんのちょっとだけ早く倒せたってだけだけどね」

「う……」

　レミエルの言葉は、事実だった。僕の助言がなくても、レミエルの勝利は揺ゆらがなかっただろう。

「あ、あの、試験は……」

「合格だと思ってるの？」

　容よう赦しやのない答え。

「いや、あの、それは、その、駄だ目め、ですよね。やっぱり……」

「なんで、ボサッと見てたのよ。あんた魔ま法ほう使いでしょ？　魔法使いが魔法を使わなくてどうすんの」

　言えない。言えるわけがない。

　キミに見み惚とれてた、だなんて。

　試験の不合格は、仕方がない。活かつ躍やくできなかったんだから。

　レミエルの後ろでは、アルマが僕に向けてあっかんべーをしていた。

　ため息をつきつつ、僕はドラゴンの死体に目を向けた。

　違い和わ感があった。

「草……？」

　ドラゴンの死体の下には、乾いた草が敷き詰められていた。

　ヴィーグル山は岩山で、植物はほとんどない。

　ということは、おそらく、ドラゴンが巣を──卵を産み、育てる場所を作るために運んできたものだろう。

　巣？

　卵？

　一つの可能性が僕ぼくの脳のう裏りを駆かけ抜ぬけた。

「まだ、かもしれない」

　僕がそこまで口にして、レミエルが「ん？」と眉まゆ根ねを寄せた時にはもう、可能性は現実と化していた。

　レミエルとアルマの背後に横たわるドラゴンの死体の、さらに背後から、新たなドラゴンが現れたのだ。

　赤い鱗うろこのファイアー・ドレイク。そのドラゴンの頭には、眼の少し上のあたりから一本ずつ、短い角が生えていた。

　最初のドラゴンにはなかったものだ。

　僕の知識が、告げていた。ファイアー・ドレイクの角の有無は、雌し雄ゆうの差だと。角が生えているのが雄おすで、生えていないのが雌めす。

　ヴィーグル山に棲すみついたドラゴンは、一体ではなかったのだ。つがいだったのだ。

「アルマ！」

　気配を察知して振ふり返ったレミエルがアルマを突つき飛ばすのと、ドラゴンが眼を剝むき、大きく口を開いたのは同時だった。

　ドラゴンの喉のどの奥おくから噴ふき出した炎ほのおが、レミエルの小さな姿を紅ぐ蓮れんに染めた。

　レミエルが炎に吞のまれる瞬しゆん間かん、青白い光が弾はじけるのが見えた。稲いな妻ずまだ。

　レミエルは咄とつ嗟さに、妖よう刀とう・ライジンの稲妻を盾たて代わりにして、耐たい火かを試みたのだ。

　けれど、妖刀の稲妻も、鉄さえ溶とかすファイアー・ドレイクの炎にはかなわなかった。

「おねーさま！」

　アルマの悲鳴にドラゴンの咆ほう吼こうが重なった。

　反射的に耳を塞ふさぎながら、僕は見た。

　炎から飛び出してくるレミエルの姿を。

　レミエルは地面を転がり、岩にぶつかって、動かなくなった。

　モーニングスターを投げ捨てたアルマが駆け寄って、レミエルの小さな身体からだを抱え起こした。

　地面を転がった際に火は消えている。が、首も腕うでも力なく垂たれ下がっていて、焦あせりが僕の心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにした。

「生きてる！」

　アルマが叫さけんだ。

「おねーさま、生きてるよ！」

　僕に言ったわけじゃないだろう。

　アルマは僕になんの期待もしていない。

　でも、アルマに期待されていないからといって、なにもしないわけにはいかない。

　僕ぼくは、僕にできることをしなければならない。

　この六日間、僕はなにもできなかった。

　レミエルとアルマが戦うのを、ただ見ているだけだった。

　今こそ、見せるんだ。

　次席で八位の男の意地を。

「アルマ！」

　僕は叫さけんだ。

「ドラゴンは僕が引き受ける！　その間にレミエルを！」

　叫びながら、精神の糸を編む。

　アルマが戸と惑まどいに満ちた目で僕を見た。

　戸惑うのも無理はない。アルマは僕を能なしだと思っている。事実、この六日間、僕はどうしようもなく能なしだった。

　編み上げた精神の糸を〝世界の傷〟へと突つき刺さし、向こう側の世界──すなわち魔ま界かいから、あちらの元素を招き寄せる。

　レミエルとアルマに殺意の眼を向けつつ伴はん侶りよの骸むくろに鼻はな先さきを寄せていたドラゴンが、殺意の眼に僕を映して牙きばを剝むいた。

　僕は歯を剝き返して、呪じゆ文もんを唱える。

　恐こわかった。ドラゴンに目の前で牙を剝かれて恐くないわけがない。でも、僕の声は震ふるえることなく呪文を紡つむいでいた。

　レミエルのおかげだった。

　どんな巨きよ大だいな敵にも、笑みさえ浮うかべて立ち向かっていくレミエルの、その戦いくさ乙女おとめのような姿を思い出すと、勇気が湧わいてくる。

　レミエル──！

「〝雷電ナルカミ〟！」

　心の中で少女の名前を叫びながら、僕は力ある言葉を叫んだ。

　突き出した両手の先──虚こ空くうに生まれた小さな青白い光の球が弾はじけて、閃せん光こうがドラゴンを打ち据すえた。

　倒たおれているほうの、雌めすのドラゴンを。

　傍かたわらのもう一体──雄おすのドラゴンの眼が、今にも火を噴ふきそうなほどに灼しやく熱ねつしたのがわかった。

　確信する。

　雄のドラゴンの怒いかりは僕に向いた。

「こい！」

　僕ぼくはドラゴンに背を向け、走り出した。

　ドラゴンが怒いかりの咆ほう吼こうを轟とどろかせた。

　咆吼を予測して予あらかじめ耳を塞ふさいでいた僕は、怯ひるむことなく走った。

　走りながら、再び精神の糸を編み、〝世界の傷〟へと投げかける。

　ちらりと振ふり返る。ドラゴンが、僕を追うべく翼つばさを広げているのが見えた。

　ドラゴンは怒っていた。怒いかり狂くるっていた。

　当然だ。伴はん侶りよを殺され、あまつさえその骸むくろを痛めつけられたのだから。

　僕が雌めすの骸を魔ま法ほうで攻こう撃げきしたことで、雄おすの怒りの矛ほこ先さきは、僕に向いている。僕の、思おも惑わくどおりに。

　これで、アルマはレミエルを治ち療りようできる。

　アルマは僧そう侶りよだ。神しん聖せい魔法の代名詞ともいえる治ち癒ゆの魔法〝癒し手ヒーリング〟なら、レミエルを助けられるはず。

　呪じゆ文もんを唱える。

　僕の力でドラゴンを倒たおすことは、できない。

　でも、囮おとりになって時間を稼かせぐことなら、できる。やってみせる。

　振り向くと、ドラゴンが口を開けているのが見えた。ブレスを吐はく気だ。

　前方には、崖がけが迫せまっている。

　僕は足を止めず、崖から身を躍おどらせると同時に力ある言葉を解き放った。

「〝風魔カマイタチ〟！」

　風音が、痛いぐらいに僕の鼓こ膜まくを叩たたいた。

　魔界から導いた風に乗って、僕は高く舞まい上がった。

　刹せつ那な、ドラゴンの吐き出した炎ほのおのブレスが僕の足の下を紅ぐ蓮れんに染めた。間かん一いつ髪ぱつ。

　僕はもう一度〝風魔〟を使い、巻き起こした風を、今度はクッションの代わりにして崖の下に着地した。

　身体からだ中に鋭するどい痛みが走った。

　仕方がない。烈れつ風ぷうで標的を切り裂さく魔法である〝風魔〟を、自分自身にくらわせたわけだから。威い力りよくを限界まで落としていたとはいえ、無傷ではいられない。

　痛みをこらえて、次の魔法の準備に入る。

　見上げると、ドラゴンの姿が見えた。

「〝風魔〟！」

　ドラゴンが炎のブレスを吐くのと同時に、僕は三度魔界の風を導いた。

　魔界の風は烈風と化して炎を煽あおり、そして、僕がさっきまでいた──レミエルとアルマが今もいる崖の岩いわ肌はだに、叩たたきつけた。

　炎は爆はぜて、火の粉の雨を僕の頭上に降り注がせた。

　──上う手まくいった。

　僕ぼくの魔ま力りよくで、ドラゴンのブレスをまともに防ぐことはできない。

　でも、風の力なら。

　風は火の勢いを強めもするが、大気の流れを変えることで、火の流れを変えることもできる。

　簡単な業わざじゃない。意図した方向に火の流れを変えるためには、正確に風を操る技術が必要になる。

　僕の魔力は、弱い。

　魔力は筋肉みたいなものだ。鍛きたえることは可能だけれど、いくら鍛えてもなかなか筋肉がつかない人がいるように、どんなに修練を積み重ねても魔力が強くならない人もいる。僕が、まさにそれだった。

　それでも僕がフルブライトの魔法技術大会で八位になれたのは、魔法に指向性を与える技術に長たけていたからだ。

　魔力は、鍛えても強くならなかった。けれど、技術は違ちがった。技術を磨みがく修練は、無む駄だにはならなかった。だから、僕は技術を磨みがいて磨いて、八位になった。

　技術は、知識と並んで、僕のなによりの武器だ。

　努力を重ねて磨き込んできた武器だからこそ、絶体絶命のこの状じよう況きようでも、駆く使しできる。

　ドラゴンが立て続けに三度、吼ほえた。

　──ごめんな。

　僕は呪じゆ文もんを唱えながら、心の中でドラゴンに詫わびた。

　怒るのも、無理ないよな。

　奥おくさん、殺されたんだもんな。死んだ奥さんの身体からだ、傷つけられたんだもんな。

　でも、僕だってなりふりかまっていられないんだ。

　次席で八位の男にだって、譲ゆずれないものがあるんだ。

　ドラゴンの赤い巨きよ体たいが迫せまってくる。真っ逆さまに降下してくる。

「〝風魔カマイタチ〟！」

　ブレスがくることを想定して準備していた烈れつ風ぷう魔法を、僕はドラゴンに叩たたきつけた。

　ドラゴンは、止まらない。やっぱり、僕の魔力じゃ、ドラゴンの硬かたい鱗うろこを切り裂さくことはできない。

　激しく地を揺ゆらして、赤い巨体が目の前に降り立った。

　後ろは切り立った岩いわ肌はだ。逃にげ場はもうない。

　ドラゴンが低く唸うなりながら首を下げ、頭を近づけてくる。牙きばの隙すき間まから洩もれ出ている火が、熱い。

　ドラゴンは、勝利を確信していた。完全に、僕を追い詰つめたと思っている。

　その認識は、間違っちゃいない。僕は絶対に勝てないし、追い詰められているのもたしかだ。

　それでも、僕ぼくは、僕の心は、自分でも不思議なぐらいに絶望してはいなかった。

　恐きよう怖ふで感覚が麻ま痺ひしてしまったのだろうか？

　それは、間ま違ちがいなくあるだろう。

　でも、それだけじゃない。

　たぶん、僕は信じているんだ。

　レミエルを。

　今この瞬しゆん間かんを耐たえ抜ぬけば、回復した彼女が必ず助けてくれる、と。

　いや、助けてくれるかどうかは、怪あやしいな。

　それでも、レミエルは必ず颯さつ爽そうと現れて、そして、ドラゴンを倒たおす。

　だから、僕は諦あきらめない。

　呪じゆ文もんを唱える。

　勝利を確信して、ドラゴンは油断していた。とどめを刺さすことをもったいつけてくれたおかげで、呪文を唱えきることができた。

「〝土竜槍ヒメヒミズ〟！」

　ドラゴンがブレスを吐はこうと口を開けたタイミングで、僕は力ある言葉を解き放った。

　目の前の地面から勢いよく突つき出てきた砂さ礫れきの柱が、ドラゴンの下顎あごを打ち据すえ、頭を天へと向けさせた。

　吐き出された炎ほのおが、空へと伸のびていく。

　ドラゴンの殺気が、殊こと更さらに膨ふくれ上がったのがわかった。

　頭を上げたまま、目線だけを僕へと落とし、鉤かぎ爪づめを振ふりかぶる。

　呪文は間に合わない。

　ドラゴンが鉤爪を振り下ろせば、僕の人生はそれで終わる。

　暴悪なドラゴンの鉤爪の前では、僕の命なんて紙切れみたいなものだ。

　反射的に閉じそうになった目を、僕は逆に見開いた。怯おびえた気持ちで死にたくない。そう思った。恐怖に歪ゆがんだ死に顔をレミエルに見られたくない。そう思った。

　見開いた目に、少女が映った。

　赤いリボンを飾った長い髪かみを靡なびかせ、カタナを振りかぶったレミエルの姿が。

「っりゃあああああああああああっ！」

　レミエルが雄お叫たけびと共に突き下ろしたカタナが、今まさに鉤爪を振り下ろそうとしていたドラゴンの首の付け根に、深く突き刺ささった。

　咆ほう吼こうを──いや、悲鳴をあげたドラゴンの全身を覆おおう赤い鱗うろこが、青白く光った。それは、ドラゴンの巨きよ体たいを内側から灼やいた、稲いな妻ずまの色。

　ドラゴンの逆げき鱗りんに渾こん身しんの一いち撃げきを突き立てたレミエルは、大きな空色の瞳ひとみを僕に向け、笑った。

　たぶん、僕も笑っていたと思う。




「立てないの？　だらしないわね」

「は、はは……」

　足にも腰こしにも、これっぽっちも力が入らなかった。

　体力も気力も、すっからかんになっていた。

「キミは元気だね……」

「そりゃあ、あんたとは鍛きたえ方が違ちがうもの」

　ポンポンとカタナの峰みねで肩かたを叩たたいているレミエルは、ついさっきまでドラゴンのブレスに焼かれて死にかけていたとは思えないほどに、活力に満ちていた。

　あれだけの深手を短時間で完治させてしまったのだから、アルマの治ち癒ゆ魔ま法ほうはたいしたものだ。

　そのアルマは、レミエルの後ろに横たわるドラゴンの骸むくろの上に腰こし掛かけ、立てた自分の膝ひざに頰ほお杖づえをついて、なぜか僕ぼくに不満げな視線を向けていた。

「ほら」

　カタナを鞘さやに収めたレミエルが、右手を僕に差し出してきた。そして、言った。

「合格よ」
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　へ？　と僕は間ま抜ぬけな声を出していた。

「聞こえなかったの？」

　レミエルの声は鮮せん明めいだった。しっかりと聞き取れた。

「合格って……それって……」

「あんたが囮おとりになってくれたおかげで、アルマはあたしを助けることができた。十分な活かつ躍やくよ」

　右手を差し出したまま、レミエルは身を屈かがめた。瑞みず々みずしいふとももが、惜おしげもなく目の前にさらされる。

　ほんのちょっと首を傾かたむければ、ふとももの奥おくにあるはずの布まで見えてしまいそうだったけれど、今は大事な話をしている最中だ。

　目線をレミエルの顔に固定する。

「次席で八位の男も、やるじゃない」

　レミエルはニッと歯を見せて笑った。

　つられて、僕ぼくも笑っていた。

「レミエルの、おかげだよ」

「あたしの？」

「レミエルの戦いぶりが、僕に勇気をくれたんだ」

　レミエルはまず目を丸くして、それから「へぇ～」と言って、目を細めた。

「そんなの言われたの、初めて」

「そうなのかい？　意外だな」

　レミエルは苦笑交じりに小さく肩を竦すくめた。

「あたし、ちょっと事情があって八歳さいから親しん戚せきの家に預けられてたんだ。その親戚ってのが、まあ悪い人じゃないんだけど、あたしみたいな女の子が剣けんを持つのが嫌いやだったらしくてさ、イヤミばっかり言われてたんだ。だから、戦って褒ほめられたことなんて、なくってさ」

「冒険者になってからも？」

「依い頼らいをこなせば、感謝はされるよ。ただ、みんな微び妙みような顔するんだよね。こんな小こ娘むすめが、本当にあのマモノを退治したのかーって感じの顔。悪党をのしても、のした相手から褒められることなんて、ないしね。だから、あんたに褒めてもらえて、嬉うれしいよ」

　晴れやかに、涼すずやかに、笑う。

　その笑顔はとんでもなく可愛かわいくて、僕はまばたきも呼吸も忘れて見入ってしまった。

「どしたの？　顔、真っ赤だよ」

　小首を傾かしげて問うてくる顔がまた可愛くて、僕は慌あわてた。

「な、なんでもないよ。なんでもない」

　ぶるぶると首を振ふって、一度深呼吸をして、それでようやく落ち着いた。

「なんかあんまり大だい丈じよう夫ぶそうじゃないけど……まあ、いいや。とにかく、よろしくね。クロード」

　改めて、右手を差し出される。

　名前で、呼ばれた。

　六日間一いつ緒しよにいて、初めて、レミエルに名前で呼ばれた。

　仲間として認めてもらえたのだという実感が込こみ上げてきて、涙なみだが出てきた。

　レミエルに泣なき顔を見られるのは、これで二度目だ。

　男として情けないにもほどがあるけれど、嬉うれし涙は悔くやし涙より、こらえるのが難しかった。

「こ、こちらこそ、よろし──」

「おねーさま！」

　鼻はなを啜すすりながら右手を持ち上げた僕ぼくの言葉を、アルマの声がかき消した。

「本当に、そんなへっぽこを仲間にしちゃうの!?」

「もちろんよ」

　レミエルはしゃがんだまま顔だけを振ふり向かせて、言った。

「あたしは、約束したの。活かつ躍やくしたら仲間にするって。クロードは活躍した。あたしは、約束は破らない。だから、クロードはあたしたちの仲間よ」

「うーっ……」

　アルマは唇くちびるをへの字に曲げて、僕を睨にらみつけてきた。

「ふたりっきりだったのに！　せっかく、アルマとおねーさま、ふたりっきりだったのにっ！　男が……よりにもよって男が入ってくるなんて……」

　立ち上がったアルマは、左右の手を拳こぶしの形にして、ぷるぷると震ふるわせていた。

「認めないんだから！　アルマはアンタみたいなへっぽこ、絶対に──」

「アルマ！」

　レミエルが鋭するどい声でアルマの言葉を遮さえぎった。

「あたしの仲間を、侮ぶ辱じよくしないで」

　レミエルのその言葉に、アルマは左目を丸くして拳を解いた。

「お、おねーさま……」

　よろよろと後ずさったアルマは、ドラゴンの血に足を取られて、赤い巨きよ体たいの上からずるずると滑すべり落ちた。

「ア、アルマ、ずっと、アルマだけがおねーさまの仲間だって……思って……ずっと、ふたりっきりで……」

　アルマは尻しり餅もちをついたまま、今にも泣き出しそうな顔になって震えた声を出した。

「おねーさまは、アルマの……アルマだけの、居場所、だって……」

　レミエルはやれやれといった感じでため息をつくと、立ち上がって振り返り、両腕うでを広げた。

「アルマは、大切なあたしの仲間だよ。それは、世界がひっくり返ったって変わらない」

　優しい声音で、言う。

「おいで」

「うわーん！　おねーさまーっ！」

　駆かけ寄ってきたアルマが、体当たり同然の勢いでレミエルに抱きつき、押おし倒たおした。

「アルマは、アルマは、一生おねーさまについていきますーっ！」

　泣なきじゃくるアルマの頭を、レミエルが微び苦く笑しようを浮うかべて優しく撫なでる。

　レミエルとアルマの見た目は、似ても似つかない。それでも、そうしている姿は、仲の良い姉妹のように見えた。

「ねえ、アルマ」

　アルマの泣き声が静まってきたところで、レミエルが言った。

「クロードの怪け我がを、治してあげて」

　言われて思い出した。僕ぼくは、自分の魔ま法ほうで全身に傷を負っていたんだった。

　思い出すと、あちこち痛くなってきた。

「アルマがへっぽこの怪我を治したら、おねーさま、喜んでくれる？」

　ぐずっと鼻はなを啜すすって問いかけたアルマに、レミエルは頷うなずきで答えた。

「なら、治す」

　アルマは身を起こすと、手の甲でゴシゴシと涙を拭ぬぐって、真っ赤な目を僕に向けた。

「ありがと、アルマ」

　感謝を口にしたレミエルに、「へへっ」と無む邪じや気きな笑みを見せて立ち上がったアルマは、僕の傍かたわらにやってきて、地面に膝ひざをついた。

「動くな」

　命令口調で言うと、アルマは仏ぶつ頂ちよう面づらで僕の背中と胸むねに左右の手をかざした。

「神様神様、崇あがめてあげるから、へっぽこの怪我を治して。──〝癒し手ヒーリング〟」

　アルマの手がやわらかな白い光を放ち、ぬるま湯に浸つかっているような感覚が僕の全身を包み込んだ。……気持ちいい。痛みが解けていく。

「はい、終わり」

　手と腕うでを確認する。無数にあった傷が綺き麗れいに消えていた。

「すごいな、アルマの力は……」

　瀕ひん死しだったレミエルを短時間で治してみせた時点で、アルマの僧そう侶りよとしての力が凄すごいことはわかっていた。

　でも、こうして自分で体感してみると、改めて感心せざるをえない。

「ふんっ。へっぽこに褒ほめられたって、嬉うれしくなんかないんだから」

　腕組みしてぷいっとそっぽを向いたアルマの顔は、ほんのりと朱を帯びていた。

　……照れ屋、なのかな？

「ありがとう、アルマ」

　お礼を言うと、ますます赤くなった。

　うん。間ま違ちがいない。アルマは、照れ屋だ。

「い、要らないわよ礼なんて。アンタじゃなく、おねーさまのためにやったんだから」

「アルマは、本当にレミエルが好きなんだね」

「当たり前でしょ。……おねーさまは、アルマの命の恩人なんだから」

　そっぽを向いたまま、アルマは空を見上げた。

「ううん。命だけじゃない。おねーさまは、アルマの全部を助けてくれたの。おねーさまが、アルマは生きていてもいいって言ってくれたから、アルマは生きていられるの」

　隻せき眼がんを眩まぶしげに細めて、やわらかく微笑ほほえむ。

　ああ、この子はこんな表情もできるんだな。

　命だけじゃなく全部を助けられた。それはきっと、心まで救われたってことなんだろう。

　詳くわしく聞いてみたい。でも、今はその時じゃないだろう。

　レミエルは僕ぼくを仲間として認めてくれたけれど、アルマはそうじゃない。

　アルマが僕を仲間として認めてくれる日が、果たしてくるのか。……まあ、これは僕の努力次第ということになるのだろうか。

「よっしゃあ！」

　レミエルが甲かん高だかい声をあげて、僕とアルマの間に小さな身体からだを割り込ませてきた。

「剣けん士し、僧そう侶りよ、魔ま法ほう使いが揃そろったわ。パーティーとしては、申し分なし！」

　僕とアルマの首に腕うでを絡からめて、引き寄せる。僕の頰ほおに、レミエルの頰が当たった。

「伝説、作るわよ」

「伝説!?」

　レミエルの唐とう突とつな宣言に、僕は素すっ頓とん狂きような声をあげていた。

「そう、伝説。レミエルとその仲間たちの伝説を、世界中に残すの」

　レミエルの声は、熱かった。重なっている頰も熱かった。

「あたしたちが、伝説になるのよ」

「さっすが、おねーさま！」

　アルマからは称しよう賛さんの声があがったけれど、僕はただ戸と惑まどうばかりだ。

「伝説って、一体、なんのために……」

「決まってるじゃない」

　レミエルがニッと歯を剝むいたのがわかった。

「楽しいから、よ」




　正直に言うと、僕はこの時、レミエルの仲間になったことを少しだけ後こう悔かいしていた。

　でも、後悔以上に胸むねの高鳴りを覚えていたことも、たしかだ。

　僕ぼくは、伝説を作りたいなんて思わない。僕みたいな凡ぼん才さいが伝説を作れるとも、思わない。

　でも、レミエルなら。

　レミエルなら、本当に、とんでもない伝説を作ってしまうかもしれない。

　伝説に、なってしまうかもしれない。

　そう思わせるだけのものを、レミエルという少女は持っていた。

　見たいと思った。レミエルの作る伝説を。伝説になるレミエルを。誰だれよりも、一番近くで。

　次席で八位の男がどこまでついていけるかわからないけれど、ついていける限りついていきたい。そう、思った。

　うっかりとそう思ってしまったのが、レミエルに振ふり回される僕の人生の、大いなる（？）第一歩なのだった。







[image: 伝説２　魔人たちの生きる道]







　自由都市ガ・ダーンと交こう易えき都市ハルーンを結ぶ街道は、二つある。

　遠回りだが安全なネール街道と、最短距きよ離りではあるが危険なカンタレラ街道だ。

　行商人も旅行者も、冒険者でさえも、大半はネール街道を往いく。見晴らしの良い草原が続いているためにマモノの襲しゆう撃げきに備えやすく、またガ・ダーンの自警団やハルーンの警備兵が絶えず巡じゆん回かいしているおかげで盗とう賊ぞくも少ない。

　一方のカンタレラ街道は、周辺の山脈から吹き下ろしてくる風のせいで年間を通して寒く、土地も瘦やせている。土地が瘦せているから農村も宿場町もなく、村も町もないから警備も手て薄うすで、警備が手薄だから盗賊が多い。三十年前の人じん魔ま戦争以来、マモノも増えている。

　そんな危険極まる街道で、僕ぼくたちは夜営をしていた。

　季節は、夏の終わり。

　温暖なネール街道ならまだまだ薄着でも夜を過ごせる時期だけれど、カンタレラ街道はそうはいかない。

　もう既すでに、吐はく息が白い。日が沈しずんで、冷え込みが厳しくなってきた。

　首が冷えないようにマントの襟えりを立てつつ、隣となりで寝ね息いきをたてている少女に目を向ける。

　銀色がかった長い黒くろ髪かみに真っ赤なリボンを飾ったその少女の名は、レミエル。

　見た目は十一、二歳さいにしか見えないけれど、本人曰いわく、十六歳とのこと。

　顔は、はっきり言って、可愛かわいい。

　仕立てのいい華やかな、あるいは清せい楚そなドレスでも着ようものなら、どこのお姫ひめ様さまかと誰だれもが目を奪うばわれることだろう。

　けれども、彼女が身につけているのはドレスではなく、冒険者用のコットン・アーマーだった。傍かたわらには黒い鞘さやに収められた一ひと振ふりのカナタが置かれている。

　女の子と思って、侮あなどってはいけない。

　レミエルは、「伝説を作る」と公言して憚はばからない、凄すご腕うでの剣けん士しなのだ。

　僕がレミエルと出会ったのは、三み月つき前。

　とある事情で大金を必要としていた僕は、手っ取り早く稼かせぐために冒険者になった。

　僕は魔ま法ほうが使える。

　由ゆい緒しよあるクライス魔法学院で三年連続次席。学術都市フルブライトの魔法技術大会で八位になったこともある。

　自分で言うのもなんだけれど、僕の魔法使いとしての実力は、悪くはない。

　とはいえ、魔法使い一人では、危険な仕事はこなせない。

　僕は仲間を求めた。危険だけれど、その分、報ほう酬しゆうが高額な仕事をこなせるだけの腕前を持った剣士を。

　一方のレミエルは、魔法使いの仲間を探していた。

　僕はレミエルの試験を受けて辛からくも合格し、彼女の仲間になった。

　なぜ、僕ぼくが彼女を試すのではなく彼女が僕を試す立場なのかというと、理由は単純。レミエルのほうが、僕よりも圧あつ倒とう的に強いからだ。

　レミエルの仲間になってから三み月つき、その力関係はこれっぽっちも変わっちゃいない。

「うんっ……」

　可愛かわいらしい声を出して、レミエルが寝ね返がえりを打った。

　カタナを振ふるっている時の彼女は、戦いくさ乙女おとめの顕けん現げんだ。凜りんとしていて力強く、見る者の勇気を奮ふるい立たせる。

　でも、寝顔はひどく無防備で、年相応……どころか、まるっきり子供だ。庇ひ護ご欲よくを搔かき立てられる。

「肩かたを出して寝ると、風か邪ぜをひくよ」

　寝返りを打った際に、レミエルは毛布をはぐってしまっていた。

　小声をかけてみたけれど、反応はない。

「しょうがないな……」

　毛布をかけ直してやろうと手を伸のばした、その時。

「なにやっとんのじゃ、おんどれはーっ！」

　怒ど号ごうが冷えた夜気を劈つんざいて、目の前をなにかが矢の勢いで通り過ぎていった。

　それは、近くにあった木の幹を直ちよく撃げきして、ゴトリと落ちた。

　自分の顔からもの凄すごい勢いで血の気が引いていくのがわかった。

　僕の目の前を通り過ぎ、木に激げき突とつした物の正体は、トゲトゲの鈍どん器き──モーニングスターだった。

　木は幹がばっくりと割れていて、衝しよう撃げきの凄すさまじさを物語っている。頭に当たっていたら、間ま違ちがいなく僕はこの世の住人ではなくなっていた。

　ガルルルル……。

　獣けものの如ごとき唸うなり声を食いしばった歯の隙すき間まから洩もらしつつ、法衣姿の少女が近づいてくる。

「へっぽこの分際で、おねーさまの寝込みを襲おそおうだなんて……」

　少女の左目は怒いかりに見開かれていた。眼帯に隠かくされている右目も同じだろう。

「ア、アルマっ。誤ご解かいだ！　誤解！　僕はただ毛布をかけ直そうとしただけでっ」

「おねーさまを……アルマのおねーさまを、よくも……」

　駄だ目めだ。聞いちゃいない。

「耳から手ぇ突つっ込んで奥おく歯ばガタガタ言わしたるぞコラァ！」

　飛びかかってきた、少女──アルマの手は、僕の文字どおり目と鼻はなの先で、止まった。否いな、止められていた。レミエルの手によって。

「アルマ、落ち着きなさい。あたしは大だい丈じよう夫ぶだから」

　レミエルに微笑ほほえみかけられたアルマは、

「おねーさまぁ……」

　電気が走ったようにぶるぶるっと全身を震ふるわせた後、ぺたんとその場に座り込んだ。

　と、とりあえず助かった……か？

「へっぽこが、寝ねているおねーさまに悪戯いたずらをぉ……」

「へーきへーき。クロードに夜よ這ばいをかける度ど胸きようなんてあると思う？」

　アルマはふるふると首を横に振ふった。

「ない……と、思う。へっぽこは、へっぽこだから……」

「でしょ？」

　誤ご解かいは解けたものの、酷ひどい言われ様だ。

　そりゃあ、夜這いなんてかけたことはないし、そんな大それた真ま似ね、僕ぼくには絶対にできないけれども……。

　それにしても……。

　バクバクいっている心しん臓ぞうを鎮しずめるべく深呼吸をしながら、僕は横目でアルマを見た。

（アルマの見ている前じゃ、うっかりレミエルに触さわることもできないな……）

　レミエルとアルマは、血が繫つながっているわけでもなければ義理の姉妹というわけでもない。

　にもかかわらず、レミエルをおねーさまと呼んで慕したうアルマは、レミエルが自分以外と親しくするのが許せないらしく、ふたりきりの旅路に割って入った僕に対する態度は、相変わらず辛しん辣らつだった。

「見回りは、どうだった？」

　レミエルに問われて、アルマはまた首をふるふると振った。

「誰だれも、いなかった」

　僕たちは交代で見張りをしていた。

　一人が眠ねむっている間に、一人は火の番、もう一人は周辺の見回り、といった具合に。

「今日も現れないのかな……」

　僕は火の傍そばに腰こしを下ろして、薪まきを一本、くべた。

　僕らが危険なカンタレラ街道で夜営をしているのには、理由があった。

　仕事だ。

　依い頼らい人にんは、アンジェリカ＝エルスティン。素材屋だ。

　ハルーンで主にアクセサリーの素材になる鉱こう石せきを取り扱あつかっている彼女は、今回の依頼人であると同時に、僕が『天使の涙なみだ』を買うための手付け金を支し払はらっている相手でもあった。

『天使の涙』は稀き少しよう品ひんであり、販売価格の相場はアデール金貨で千枚。城が一つ買えるだけの値段だ。

　そんな『天使の涙』を、僕はどうしても手に入れなければならなかった。

　僕の生まれ育った町──ラークの人々の命が、かかっているのだ。

　エルスティンに仕事の話をされたのは、五日前。

　手付け金の有効期間を延えん長ちようしてもらえないかと相談に行って、逆に「困っていることがあるのよ」と相談されてしまったのだ。

　カンタレラ街道に現れる盗とう賊ぞくを退治してほしい。

　それが、エルスティンの依い頼らいだった。

　盗賊による冒険者や隊商の襲しゆう撃げき事件は、カンタレラ街道では珍めずらしくない。が、あえてこの道を選ぶ冒険者や隊商は、腕うでに自信があるか、あるいは護ご衛えいを雇やとうなどして、盗賊を返り討うちにしてしまうケースも少なくなかった。

　ところが、最近現れるようになった盗賊は非常に腕が立つらしく、無事に街道を抜ぬけられる冒険者も隊商も、皆かい無むになってしまったというのだ。

　エルスティンも、商品を載のせた荷馬車が一度ならず襲おそわれ、多大な損害を被こうむっていた。

　安全なネール街道を使えばいいだろう、という単純な話じゃない。

　時は金なり。商人には安全性よりも時間を重視せざるをえない時がある。冒険者も同じだ。とはいえ、肝かん心じんな商品が奪うばわれてしまったのでは話にならない。

　そこで、僕ぼくたちにお鉢はちが回ってきたというわけだ。

　エルスティンから仕事を受けるのはこれが初めてだけれど、彼女はレミエルが凄すご腕うでの剣けん士しであることを知っていた。

　ドラゴン退治をやってのけたことで、レミエルはガ・ダーンではすっかり有名人になっていた。その噂うわさがハルーンまで伝わっていたとしても、不思議はない。

　提示された報ほう酬しゆう額がくは、アデール金貨で二百枚。盗賊退治の報酬としては、破格だ。しかも『天使の涙なみだ』の売値を一割、引いてくれるという。

　僕にとっては、この上もない好条件。

　仕事を受けるか受けないかの決定権は、レミエルにある。リーダーは彼女だ。

　果たして、レミエルは仕事を引き受けた。

『天使の涙』の値段を割り引かれても、レミエルとアルマに得はない。アルマにはその点で文句を言われたけれど、レミエルが引き受けると決めた以上、アルマは逆らえない……というか、逆らわない。

　仕事を受けると決めた時のレミエルの態度は、淡たん泊ぱくだった。

「いいわ。やってあげる」

　発したのは、その一言だけだった。

　正義感に燃えていた風でもない。報酬に目が眩くらんでいた風でもない。

　レミエルは、彼女自身が『面白そう』と思った依頼しか引き受けない。

　だから、仕事を引き受けると決めた時のレミエルは、たいてい、楽しげな、あるいは不敵な笑みを浮うかべている。

　でも、今回は笑っていなかった。無表情だった。

　レミエルが乗り気じゃない理由は、わからない。

　どちらかというと、レミエル好みの仕事だと思うのだけれど……。

　ともあれ、盗とう賊ぞく退治を引き受けた僕ぼくたちは、カンタレラ街道へとやってきた。

　敵てき襲しゆうを待ちわびながら夜を過ごす、というのは初めての経験だ。

　盗賊たちが身を隠かくしやすいように、あえて雑木林のすぐ近くを夜営の場所に選んだ。

「じゃあ、次は僕が見回る番、か……」

　立ち上がって、マントをはたく。

「敵が現れたら、声をあげなさい。そうしたら、まばたき三つの間に駆かけつけるから」

「了解」

　敵と遭そう遇ぐうしたところで、僕に勝ち目はない。戦せん闘とうは、苦手だ。

「へっぽこはへっぽこらしく、きゃーきゃー女の子みたいな悲鳴をあげればいいんだわ」

　レミエルにぴったりと身体からだをくっつけた体勢のアルマが、僕に向けてべーっと舌を出した。

　アルマのこういう態度は今いま更さらなので、別段、腹も立たない。

　無視して歩き出そうとすると、足元に違い和わを感じた。

「レミエル……？」

　見ると、レミエルの手が僕のズボンの裾すそをつかんでいた。

「きた」

　鋭するどい、だけど静かな声で、言う。

　雑木林がざわざわと揺ゆれた。──風は吹いていない。

　僕はゴクリと喉のどを鳴らしつつ、魔ま法ほうを使うために必要な精神の糸を編んだ。

　レミエルがカタナを手に立ち上がり、アルマがモーニングスターを拾ひろいに走る。

　その動きに、もう奇き襲しゆうは成功しないと悟さとったのだろう。

　雑木林から、無数の影かげが飛び出してきた。

　盗賊だ。

　いや。

　あれ？

　盗賊……じゃない？

　現れたのは、全員、子供だった。

　男の子が四人、女の子が二人。

　年は、十歳さい前後。一番年長に見える女の子が十一歳か、十二歳。一番年下に見える男の子は六歳か七歳……といったところだろうか。

　どの子も灰色のマントを纏まとい、手には抜ぬき身の短たん剣けんを携たずさえている。

　表情は、バラバラだ。狂きよう犬けんさながらに目と歯を剝むいている子もいれば、今にも泣なき出しそうな顔をしている子もいる。

「あの子たち……」

　呆ほうけた声を出したのは、アルマだ。

　隻せき眼がんはいっぱいに見開かれ、モーニングスターを持つ手は震ふるえているように見える。

「……アルマ？」

　小声で呼びかけてみても、返事はない。

「武器を捨てて、金を出せ」

　子供たちの一人、攻こう撃げき的な目をした少年が言った。

「有り金全部だ。抵てい抗こうすれば、殺す」

　殺意が本物であることを証明するかのように、少年は短たん剣けんで鋭するどく空を切ってみせた。

「盗とう賊ぞく……なのか。この子たちが……」

　俄にわかには信じられない。いや、信じたくなかった。

　だけれど、そんな僕ぼくの思いはあっけなく打ち砕くだかれた。

「早くしろ！」

　苛いら立だった叫さけびをあげてマントを脱ぬぎ捨てた少年の身に、驚おどろくべき変化が訪れたのだ。

　顔、首、そしてマントを脱いだことで露あらわになった腕うで。

　つまりは露ろ出しゆつしている肌はだが、皮ひ膚ふの下から浮うかび上がってきた深緑色の鱗うろこに覆おおわれたのだ。

「魔ま法ほう……？　いや、でも……」

　少年が呪じゆ文もんを唱えていた様子はなかった。それ以前に、体表を鱗で覆う魔法なんて聞いたこともない。

「まさか……」

　変化は、少年だけに留とどまらなかった。

　少年の隣となりにいた年長の少女が、肩かたにかかる長さの銀ぎん髪ぱつを逆立たせ、全身から青白い火花をほとばしらせていた。やはり、呪文を唱えていた様子はない。

　一番小さな男の子は、傍かたわらに犬を象かたどった青い炎ほのおを揺ゆらめかせている。

「この子たちは……」

　まさかが確信に変わる。

「魔ま人じん、ね」

　静かに言ったレミエルは、カタナの柄つかに手を掛かけていた。

　盗賊の正体は、魔人の子供たちだった。

　それは、意外な、だけど納得のいく事実だった。

　本来、魔界の住人であるはずの魔人は、人間離ばなれした身体能力を持つだけじゃなく、呪文なしに魔法めいた力を使うことができる。

　子供とはいえ、盗賊の正体が魔人だったのなら、並の冒険者や傭よう兵へいが太た刀ち打うちできなかったのも道理だ。

「でも、どうして子供が……」

「察しはつくけどね。それは、後。とりあえず、戦うわよ」

　レミエルが刃を鞘さやから解き放つと、鱗うろこの少年が怪け訝げんな顔をした。

　ボロボロに刃こぼれした刀身を、不ふ審しんに思ったのだろう。

　レミエルのカタナ──妖よう刀とう・ライジンは、普ふ通つうの方法では手入れができず、刃こぼれによって『切る』力をほとんど失ってしまっている。いわば、ナマクラだ。

　しかし、ナマクラといえど妖刀は妖刀。その刃は雷いかずちを生み、打ち据すえた敵を容よう赦しやなく灼やく。

「おねーさま、お願い」

　アルマが神しん妙みような声で言った。

「あの子たちを、殺さないで」

　普段、キャンキャンと喧やかましい彼女にしては珍めずらしい……というか、初めて聞く声だった。

「わかってる」

　答えて、レミエルは浅く腰こしを落とした。

　子供たちが、一人を除のぞいて一歩、二歩と後ずさった。

　レミエルの研とぎ澄すまされた闘とう気きに怯ひるんだのだ。

　怯まなかった鱗の少年は──おそらくは彼がリーダーなのだろう──目に、断固たる決意を漲みなぎらせていた。

　レミエルの闘気に圧あつ倒とうされているのは、彼だって同じなのだ。でも、彼には絶対に退けない理由があるのだ。でなければ、あんな悲ひ壮そうな目はできない。

「うわあああっ！」

　戦いの口火を切ったのも、彼だった。

　短たん剣けんを振ふりかぶり、レミエルに飛びかかる。

　疾はやい。

　けれど、少年が短剣を振り下ろした時にはもう、レミエルはそこにはいなかった。

　鋭するどくも流れるような動きで、レミエルは少年の背後に回り込んでいた。

　妖刀の刃──ではなく峰みねが、少年の肩かたを打ち据すえる。

　もんどり打って倒たおれた少年は、歯を食いしばり呻うめきながらもすぐに立ち上がった。

　振り返り、短剣を構える。

　驚きよう嘆たんに値する打たれ強さだ。峰打ちとはいえ、レミエルの一いつ閃せんは気合いだけで耐たえられるものじゃない。

　体表を覆おおう深緑色の鱗が、鎧よろいの役目を果たしているのだろう。

「負けるもんか！」

　少年の雄お叫たけびが、他の子供たちを動かした。

　逃にげずに、向かってくる。──切羽詰つまった表情で。

　子供たちは、強かった。

　少女が全身から放った雷らい撃げきは、僕ぼくの〝雷電ナルカミ〟よりも数段、強力だった。

　犬を象かたどった炎ほのおは、僕の水流魔ま法ほうを一いつ瞬しゆんにして蒸発させてしまった。

　目にも留まらぬ疾はやさで虚こ空くうを駆かける無数の白い光の球はアルマを翻ほん弄ろうしていたし、周囲の木々の根を操り、地中から攻こう撃げきしてきた子もいた。

　それでも、勝ったのは僕たちだった。

　僕は自分の身を守るので精せい一いつ杯ぱいで、実際に勝ったのはレミエルとアルマなわけだけれど、それはもういつものことなので引け目には思わないことにする。

　子供たちは、一人を除のぞいて取り押おさえられた。

　といっても、武器を取り上げただけで、これといって拘こう束そくはしていない。

　武器を取り上げた意味も、あまり、ない。短たん剣けんを取り上げたところで、彼らの魔法めいた力を封ふうじられるわけじゃない。

　抵てい抗こうしようと思えば、できたはずだ。でも、抵抗を試みる子供はいなかった。抵抗しても無む駄だだと、レミエルには絶対に勝てないと、痛感したのだろう。

　リーダー格だった鱗うろこの少年だけは、取り押さえられなかった。逃にげられてしまった。

　少年を逃がしたのは、電撃を操っていた年長の少女だ。

（カイム、逃げて！）

　自らを盾たてにして少年を庇かばった少女は、レミエルの峰みね打うちをもらって苦しげに呻うめきながらも、少年に逃げろと訴うつたえた。

（バカ言うな！　おまえたちを置いて逃げられるか！）

（私たちが誰だれも戻もどらなかったら、アスナが殺されちゃう！）

　自分だけ逃げることを初めは拒きよ否ひしていた少年は、しかし、少女のその言葉に顔色を変え、逃げ出した。

（必ず、必ず助けてやるからな、おまえたちも！）

　子供たちが盗とう賊ぞくをやっている理由は、戦っている間に、察しがついた。

　彼らはおそらく、魔ま人じん狩がりで親を失った子供たちなのだ。

　元来、魔界の人間である魔人は、こちらの世界では異い端たんの存在だ。

　三十年前の人じん魔ま戦争で、ただでさえ異端の存在だった魔人は、こちらの世界での立場を完全に失った。

　魔人は、敵。たいていの人間は、そう思っている。

　僕だって例外じゃない。事実、僕にとって魔人は敵だった。魔人はみな敵……とまでは思わない。ただ、魔人という単語を聞いて真っ先に脳裏に浮うかぶ相手は、敵以外の何物でもなかった。

　魔ま人じんは、敵。敵なのだから、排はい斥せきしてもかまわない。

　そんな考えを持つ人間が人じん魔ま戦争以降増え、大陸各地で魔人狩がりが行われるようになった。

　多くの魔人が殺され、あるいは奴ど隷れいとして売られた。

　一応、現在ではどの国でも魔人狩りは法によって禁じられてはいる。とはいえ、死に法になっている国も少なくなく、魔人狩りは一向に絶えない。

　カンタレラ街道のように治安の悪い土地には、魔人の集落ができやすい。

　子供たちはそういった集落で生まれ、そして、魔人狩りによって親を失ったのだ。

「さて、と。なんであんたたちが盗とう賊ぞくをやってるのか、聞かせてもらいましょうか。大体、察しはつくけど」

　レミエルが年長の少女の前に身を屈かがめて、問いかけた。

　少女は目を逸そらし、答えない。

「魔人狩りに親を殺されて、盗賊になった……違ちがう？」

　少女は、やはり答えない。他の子供たちも、同様だ。

　なにを訊きかれても黙もく秘ひを貫つらぬき通すのだという覚かく悟ごが、引き結ばれた唇くちびるに表れていた。

「アスナって、誰だれ？」

　その問いを口にしたのは、アルマだ。

　レミエルの後ろにいたアルマは、ふらつきながらもレミエルの隣となりに立った。

　なぜふらついているのかといえば、怪け我がをしているからだ。

　無数の光の球を操っていた女の子との戦いで、アルマは身体からだ中のあちこちに傷を負っていた。

　妙みよう、だった。

　子供たちは、たしかに強かった。

　でも、アルマの実力なら、楽勝……とはいかなくても、あんなに傷だらけにならなくても勝てたはずだ。

　思い返してみると、アルマはモーニングスターを一度も攻こう撃げきに使っていなかったような気がする。

　万が一にも子供たちに重大な怪我をさせないよう、恐おそる恐る戦っていたように見えた。

「アンタたち、そのアスナって子を人質に取られて、盗賊をやらされてるんじゃないの？」

　少女が、ハッと目を見開いた。

　他の子供たちも、顔を見合わせている。

　図星だったらしい。

「詳くわしく、話して」

　アルマは身を屈めて、少女と目の高さを同じにした。
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　ここはアルマに任まかせたとばかりに、レミエルが立ち上がって後ろに下がった。

　アルマの隻せき眼がんにまっすぐ見み据すえられた少女は、またしても目を逸らし、唇を引き結んだ。

　少女が葛かつ藤とうしていることは、表情が雄ゆう弁べんに語っていた。

　少女は、話したくないのではない。話したいのだ。だが、事情を打ち明けることで、アスナという子が傷つく、あるいは命を落とすことを恐おそれている。

　それに、僕らに対する信しん頼らいもない。子供たちにとって、僕らは得体の知れない冒険者でしかないのだ。

「アルマもね、魔ま人じん狩がりで家族を無くしたの」

　アルマのその言葉に、少女は再び目を見開いた。

　驚おどろいたのは、少女だけじゃない。他の子供たちも、僕ぼくも、驚いていた。

　魔人狩りで家族を無くした……ということは、アルマも魔人……なのか？

　僕はレミエルを見た。アルマ本人を除のぞけば、ただ一人驚いていないレミエルは、僕の視線に気づくと、アルマの言葉が真実であることを保証するように頷うなずいた。

「この目がね、アルマが魔人だって証しよう拠こ」

　アルマはそう言って、眼帯に覆おおわれた自身の右目を指差した。

「魔眼。見せてはあげられないけどね。見たら、死んじゃうから」

　アルマの口くち許もとに、自じ嘲ちようめいた笑みが浮うかんだ。

「この眼のおかげで、アルマは殺されずにすんだの。パパとママと妹たちを殺した奴やつら、みんな、この眼で殺してやったから」

　アルマがおもむろに振ふり向き、僕ぼくを見た。

　目が合う。

　思わず息を吞のみ後ずさってしまった僕に苦笑して、アルマは少女に向き直った。

　そして、語った。

　凄せい惨さんな過去を。

　六歳さいにして家族を失ったアルマは、ある男に拾ひろわれ、餓が死しを免まぬがれた。

　だが、それは決して幸福な出会いではなかった。

　男は、邪じや神しんを崇あがめる邪教の教祖だったのだ。

　アルマの力を知った教祖は、アルマを暗殺者として利用することを考え、実行した。

　教祖に従わなければ、アルマは生きていけなかった。生きる糧かてを得ることが、できなかった。

　生きるために、飢うえて死なないために、アルマは教祖に従った。

　魔ま眼がんを使い、大勢、殺した。

「アルマにだって、人殺しはよくないことだって意識はあった。でも、飢えるのは嫌いやだった。ねえ、へっぽこ」

　アルマが振り向かないまま、声をかけてきた。

「アンタに、わかる？　飢えの苦しみが」

「……いや」

　今でこそ金策に苦労する日々を送ってはいるけれど、商売が成功していた実家はそれなりに裕ゆう福ふくだったから、飢えた経験は僕にはない。

「お腹なかがね、焼けたみたいに痛くなるの。……ううん。お腹だけじゃない。喉のども、胸むねも、頭も……痛くて、痛くて、痛くて、それが、ずっと続くの。心にあるのは、絶望だけ。……あの苦しみだけは、もう二度と、味わいたくない」

　飢えから逃のがれるために、アルマは殺人を繰くり返した。

　そのうちに、初めのうちはたしかに感じていた良心の呵か責しやくも、感じなくなっていったという。

「あの頃ころのアルマは、人じゃなかった。ただの、道具だった。人を殺すための……」

　うつむいたアルマの菫すみれ色いろの髪かみに、レミエルがぽんと手を載のせた。

　アルマは振り向いて、小さく笑った。

「アルマを助けてくれたのは、おねーさまだった」

　アルマが所属していた教団は、ある日、突とつ然ぜんに終わりを迎むかえた。

　たった一人の冒険者によって、壊かい滅めつさせられたのだ。

　その冒険者の名は、レミエル。

　恐きよう喝かつ、強ごう盗とう、殺人、違い法ほうな薬物の売買、人身売買……あらゆる悪事を行っていた教団には、多た額がくの賞金がかけられていた。

「あたしの、冒険者としての初仕事だった」

　教団の施し設せつに乗り込んだレミエルは、そこで、アルマと出会った。

「目を合わせただけで相手を殺せる魔ま眼がんの使い手がいるって話は事前に聞いてたから、苦戦はしなかった。あたしはアルマを取り押おさえて、首にカタナを突つきつけた。そしたら、この子、どうしたと思う？」

「……暴れた？」

　レミエルは首を横に振ふって、苦笑めいた笑みを浮うかべた。

「笑ったのよ、この子。嬉うれしそうに、幸せそうに。で、言ったの。殺してくれて、ありがとう……って」

　戦っていた間のアルマは、感情のすべてが欠落してしまったかのように無表情だったという。言葉を発することもなかった。

　それが、戦いに敗やぶれ、死を目前にしたとたん、笑みを浮かべ……あまつさえ、首に刃を突きつけている相手に感謝の言葉を述べた。

「嬉しかったんだ」

　アルマは遠い目をして言った。

「ああもう誰だれも殺さなくていいんだって思ったら、嬉しくって……。飢うえて死ぬのは苦しいから嫌いやだったけど、首を切られて死ぬなら一いつ瞬しゆんだから……」

　アルマは、速すみやかで安らかな死を期待した。

　レミエルは、しかし、アルマを殺さなかった。

「おねーさまはカタナをアルマに渡わたして、死にたいなら自分で勝手に死んでって、そう言ったの」

　子供たちは、黙だまって話を聞いている。

「……アルマは、死ねなかった。カタナを首に当てて、何度も刺さそうとしたけれど、できなかったの」

　殺されると思った時は嬉しかったのに、自分で自分を殺すことは、できなかった。

「死にたくなかったの。本当は、生きていたかったの」

　それはそうだ。

　アルマが心の底から死を望んでいたのだとしたら、とっくに自殺していただろう。

「だったら、生きればいいじゃない」

　アルマがレミエルの声音を真ま似ねて言い、レミエルは苦笑した。

「死にたくない死にたくないって泣なきじゃくるアルマに、おねーさまはそう言ったの。言ってくれたの」

　死にたくないなら、生きればいい。

　それは、いかにもレミエルらしい言い回しだった。

「でも、生きればいいって言われても、アルマにはどうしていいかわからなかった。何年も、あの男の言いなりになって生きてきたから。だから、アルマは言ったの。生き方を教えて、って」

　アルマの手が、レミエルの短いスカートの裾すそをつかんだ。

　きっと、生き方を教えてと言ったその時にも、同じようにしたのだろう。

「そしたらね、おねーさまはこう言ってくれたの。だったら、あたしの仲間になりなさい、って。伝説を作るためにあんたの力を貸しなさい、って」

　レミエルの顔を見上げて、アルマはにっこりと笑った。

　なるほど、と思った。

　アルマにとって、レミエルは解放者であると同時に、生きる意味そのものなのだ。

　レミエルの仲間であるという事実が、レミエルに必要とされているという事実が、アルマを支える柱になっているのだ。

　アルマのレミエルに対する異常なまでの独どく占せん欲よくも、当然といえるのかもしれない。

「アンタたちも、昔のアルマと同じなんじゃないの？」

　過去を語り終えたアルマは、改めて子供たちに向き直った。ちなみに、手はレミエルのスカートをつかんだままである。

「誰だれかに、無理やり盗とう賊ぞくをやらされてるんじゃないの？」

　子供たちの一人が、「エミル」と年長の少女に呼びかけた。

　エミルと呼ばれた少女は、躊躇ためらいの色が濃こく浮うかんだ目をきつく閉じると、深くうつむいて語り始めた。




　アルマの予想は、当たっていた。

　魔ま人じん狩がりに親を殺された子供たちは、魔人狩りのリーダーだったザガートという男に拾ひろわれ、盗賊をやらされていたのだ。

　盗賊なんてやりたくない。逃にげ出したいと何度も思ったが、ザガートは子供たちの中でも一番幼いアスナという女の子を人質にしていた。

　逃げ出せば、アスナが殺される。非常に腕うでの立つ魔法剣けん士しであるザガートは、刃向かったところで勝てる相手ではない。

　子供たちの絆きずなは、強い。血は繫つながっていなくても、彼ら彼女らは、互たがいを兄弟だと思っている。家族だと思っている。もうこれ以上、誰一人として家族を失いたくはない。

　子供たちに、ザガートに従う以外の選せん択たく肢しはなかった。

　ちなみに、先程逃げた鱗うろこの少年──カイムは、アスナの実の兄だという。

　子供たちが長時間戻もどらなければ、ザガートは子供たちが逃げ出したと判断し、アスナを殺す。エミルがカイムを逃がしたのも、カイムが仲間を置いて逃げたのも、アスナを殺させないためだったのだ。

「おねーさま」

　エミルの話を聞き終えたアルマは、おもむろに立ち上がり、レミエルを振ふり返った。

「この子たちを、助けて。……アルマを、助けて」

　腕うでを組み、木に寄りかかっていたレミエルは、アルマの視線を空色の瞳ひとみで真っ向から受け止め、しばし──。

　アルマの表情に不安の色が浮うかぶのと同時に、ふっと相そう好ごうを崩くずした。

「おねーさま？」

「アルマ、実はね」

　レミエルは木から背中を離はなし、アルマに歩み寄った。

「あたし、ちょっとだけ心配してたんだ。この仕事を依い頼らいされた時から、さ」

「え……？」

「自分と同じような境きよう遇ぐうの子供たちと向き合った時、あんたがどんな反応をするのか、それが心配だった。昔を思い出して取り乱すかもしれない。子供たちを殺そうとするかもしれない。もし子供たちを操ってる誰だれかがいたら、あたしたちが止める声も聞かずに一人でそいつを殺しに行こうとするかもしれない。あんたの反応が、あたしには読めなかった」

　口振りから察するに、レミエルはエルスティンに仕事の話をされた段階から、盗とう賊ぞくたちの正体が魔ま人じんの子供であるとわかっていたようだ。

　たしかに、時勢や土地柄がら、並の冒険者や傭よう兵へいでは歯が立たなかったという事実を総合すれば、盗賊の正体は推測可能だ。

　初めから盗賊の正体がわかっていたから、レミエルはエルスティンの依頼を引き受けると決めた時に、珍めずらしく浮かない顔をしていたんだ。

「おねーさま……」

「でも、あんたは取り乱さなかった。一人で突つっ走りもしなかった。ちゃんと、あたしに……仲間に、助けを求めた。正解だよ、アルマ。それでいい」

　レミエルは口くち許もとには不敵な、目には優しい笑みを浮かべて、アルマに手を差し出した。

「あたしたちが出会ったあの日、あたしはあんたとなら伝説を作れるって思った。あんたとなら、一いつ緒しよに伝説を作りたいって思った。だから、手を差し伸のべたんだ。そして、あんたはあたしの手を取った。あたしたちは、仲間になった」

「うん……」

「あんたは仲間であるあたしに助けを求めた。なら、あんたの仲間であるあたしの答えは、一つだ。……力を貸すよ、アルマ」

「おねー……さま……」

　左目に涙なみだを浮かべて、アルマはレミエルの手を取った。

「あんたはどうする？　クロード」

　ぐずぐずと鼻はなを啜すするアルマの頭を撫なでつつ、レミエルが僕ぼくにウィンクをくれた。

　ちなみに、レミエルとアルマではアルマのほうが背が高く、レミエルはアルマの頭に手を届かせるために爪つま先さき立ちになっている。なんとも微笑ほほえましい？　光景である。

「……及およばずながら、協力させてもらうよ」

　僕の答えに、レミエルは「うん」と頷うなずき、アルマは赤らんだ左目を向けてきた。意外なものを見るように、その目は軽く見開かれていた。

「そんなわけだから、案内、よろしく頼たのむわね」

　レミエルが子供たちに向けて言った。

「あたしたちが、そのザガートって奴やつをぶちのめしてあげる」

　子供たちは顔を見合わせ……年長の少女、エミルが立ち上がった。倣ならって、他の子供たちも立ち上がる。

「……案内、します」

　胸むねに手を当て、一度深呼吸をしてからそう言ったエミルの目には、理り不ふ尽じんな運命に立ち向かい打ち勝ってみせるのだという、強い意志が感じられた。




「ねえ、へっぽこ」

　道すがら、前を歩いていたアルマが歩みを緩ゆるめて声をかけてきた。

「な、なに？」

　また嚙かみつかれるのかと反射的に身構えた僕に、アルマは神しん妙みような顔で問いかけてきた。

「アンタ、本当によかったの？　あの子たちは、魔ま人じんだよ？」

　アルマは視線で前を歩く子供たちを示した。

　レミエルは案内役のエミルと並んで先頭にいる。

「アルマだって……」

「それは、知ってる、けど……？」

　言わんとしていることが、わからない。

「だって、アンタ、魔人に恨うらみがあるんでしょ？」

　アルマは軽く顔を背けつつ、左目だけを僕に向けてきた。

「えっ？　あ、ああ、そういうことか……」

　理解、完了。

　アルマは、僕が冒険者になった理由を知っている。ドラゴン退治の後で、改めて話した。

「たしかに、僕は魔人に恨みがある。でも、それはハオスという一個人……というか、一魔人に対する恨みであって、魔人はみんな敵だなんて、思ってはいないよ」

「ふーん……。意外ね」

「そうかい？」

「アンタは、もっと器うつわの小さい男だと思ってたわ」

「そ、そう……」

　喜んでいいのか悲しむべきなのか、微び妙みような評価だ。

「アルマは、僕ぼくが嫌いや々いや協力していると思ったのかい？」

　アルマは顔を背けたまま、頷うなずいた。

「嫌々じゃないよ。あの子たちの境きよう遇ぐうは哀あわれだと思うし、どのみち、ザガートを倒たおさないと報ほう酬しゆうが貰もらえないしね」

　カンタレラ街道に現れる盗とう賊ぞくの退治。それが、今回の僕らの仕事だ。

　実行犯であるところの子供たちをどうするかは考えなければならないところだけど……子供たちを操っていたザガートは、見み逃のがせない。

　仕事は、絶対に成功させる。

　今回の仕事の報酬が入れば、値引きと併あわせて、ついに『天使の涙なみだ』を買うことができるのだ。

　石にされてしまったラークの町のみんなを、元に戻もどしてあげられるのだ。

　もちろん、町のみんなを石にした張本人、魔ま人じんハオスが約束を守ればの話だけれど。

「それに、アルマが僕をどう思っているかはともかく、僕はアルマを仲間だと思ってる。仲間の頼たのみは、断れないよ」

　アルマには、普ふ段だんからさんざん蔑さげすまれ、悪態をつかれている。

　アルマにとって僕は邪じや魔ま者ものでしかないんだろう。

　それでも、あの日──レミエルに仲間として認めてもらえたあの日、僕はレミエルだけじゃなくアルマのことも、仲間としてなにがあっても信じ抜ぬくと決めたのだ。裏切らないと決めたのだ。

　アルマが僕をどう思っているかは関係ない。仲間であるアルマが助けを求めているのなら、僕は自分にできる精せい一いつ杯ぱいで、助けるだけだ。

　戦せん闘とうがからっきしの僕にできることは、たかが知れている。それでも、レミエルとアルマにはできなくて、僕にならできることは、必ずある。

　レミエルが僕を仲間として認めてくれたのは、僕の境遇を哀れんでくれたからじゃない。伝説を作るという彼女の夢に、僕の力が役に立つと確信したからこそ、レミエルは僕を仲間にしてくれたのだ。

　そうだよな？　レミエル。

　僕は前を歩くレミエルの後ろ姿に、無言でそう問いかけた。

　と──。

　まるで、僕の心の声が聞こえたかのようにレミエルが顔を半分だけ振ふり向かせ、ニッと白い歯を見せた。

　驚おどろきつつも、僕は笑みを返す。

「あ……う……あ……」

　隣となりで、アルマが妙みような声を出した。

「アルマ？」

　アルマは相変わらずそっぽを向いたまま、両手の人差し指を胸むねの前でせわしなく擦こすり合わせていた。

「れ、礼なんて言わないわよ」

「えっ？」

「ア、アルマは、アンタみたいなへっぽこ、な、仲間だなんて思ってないんだから」

　アルマの左側に立っていた僕ぼくは右側にささっと回り込み、アルマの顔を覗のぞき込んだ。

「アルマ、顔が赤いよ」

「なっ……！」

　アルマは既すでに十分赤かった顔を、いよいよ湯気が立ちそうなほどに真っ赤にして、怒ど鳴なった。

「ア、アンタがクサイ台詞せりふを恥はずかしげもなく口にするからよっ！　仲間の頼たのみは断れないとかなんとか！」

「レミエルだって似たようなことを言ってたじゃないか」

「おねーさまはいいの！　アンタはダメっ！」

「差別だよ、それは」

「区別よっ！」

「いでっ！」

　思いっきり足を踏ふみつけられて、僕はたまらず悲鳴をあげた。

「あー、もうっ！」

　アルマは真っ赤な顔を自分でバシバシ叩たたくと、先頭へと戻もどっていった。

「素直じゃないな、まったく……」

　アルマは、きっと僕に礼を言いたかったんだろう。

　悪い子じゃ、ないんだ。

　素直に言葉に出せなくても、アルマには人に感謝する気持ちがある。

　自分と似た境きよう遇ぐうの子供たちを哀あわれみ、救いたいと思う優しさがある。

　邪じや教きようの教祖に殺人の道具として使役されながら、それでも完全には失われなかった善ぜん性せいは、尊とうとい。

　アルマが隣となりに並んだのと同時に、レミエルが足を止めた。

「おねーさま？」

　レミエルが無言で右方に面を向ける。

　同じ方向に目をやって、僕はレミエルが立ち止まった理由を理解した。

　少年が、そこにいた。

　鬱うつ蒼そうと生え並ぶ木々の合間から、悲ひ壮そうな表情でレミエルを睨にらみつけている。

「カイム！」

　エミルが少年の名前を叫さけんだ。

　少年──カイムは、エミルを一いち瞥べつしただけで、声を返しはしなかった。

　カイムの手には短たん剣けんが握にぎりしめられていた。肌はだは鱗うろこに覆おおわれている。

「あんたたちを殺さないと、アスナが殺される」

　肩かたで息をしながら、カイムは言った。

「ザガートって奴やつに、そう言われたわけ？」

　レミエルからの問いに、カイムは軽く目を見張って、その目をエミルに向けた。

「エミル！　裏切ったのか！」

　エミルは激しく頭かぶりを振ふって、訴うつたえた。

「カイム、聞いて！　この人たちは私たちを助けてくれるって言ったの！　ザガートをやっつけてくれるって！」

　が、カイムは頑かたくなだった。

「騙だまされるな、エミル！　そいつらは人間だ！　人間がオレたちを助けてくれるわけがない！」

　無理もない……か。

　人間はカイムにとって、家族を殺し、人質に取り、悪事を強要する、憎にくむべき敵だ。信じられるわけがない。

「アルマは、魔ま人じんだよ」

　アルマが敵意のないことを示すように両腕うでを広げて、レミエルの前に立った。

「アルマも、魔人狩がりで家族を殺されて、人間に利用されて……でも、おねーさまはアルマを助けてくれた！　人間にだって、助けてくれる人はいるんだよ！」

「うるさい、人間の犬め！」

　アルマの説得にも、カイムは応じない。

「人間が信じられないなら、それでもいい！　アルマだって人間は嫌きらいだよ！　信じられないよ！　でも、おねーさまは信じられる！　おねーさまは──」

「うるさいうるさいうるさいっ！　オレはアスナを守る！　おまえらを殺して、アスナを守るんだ！　そうするしかないんだ！」

　アルマの叫びをさらに大きな声でかき消して、カイムは身を躍おどらせた。

「アルマ、下がって」

　レミエルがアルマを押おしのけて前に出た。

　雷いかずちの力を宿した刃が、鞘さやから解き放たれる。

「人間なんかに、負けるもんかあっ！」

　泣なき叫ぶような雄お叫たけびとともに、カイムが短たん剣けんを繰くり出す。

　その場に立っているのが僕ぼくだったら、為なす術すべもなく首を切り裂さかれるなり腹を抉えぐられるなりしていただろう。

　けれど、レミエルには通じない。

　手の甲で短たん剣けんを持ったカイムの手を弾はじきつつ、レミエルが妖よう刀とう・ライジンを疾はしらせる。

　腹を薙ながれて、カイムは倒たおれた。

　峰みね打うちじゃなかった。なまくらとはいえ、刃による一いち撃げきをまともにくらいながら、しかし、カイムはすぐに立ち上がった。

　レミエルは驚おどろかない。僕もだ。

　それはもう、何度も見た光景だったから。

　カイムの体表を覆おおっている鱗うろこは、鋼鉄製の金属鎧よろいよりも、さらに高い防ぼう御ぎよ力りよくを持っている。レミエルの剣けん腕わんを以もつてしても、なまくらなライジンでは切り裂くことはできない。

　しかし、いくらレミエルの斬ざん撃げきに耐たえられる身体からだを持っているといっても、カイムとレミエルの実力差は、天地だった。

　カイムの短剣は振ふるえども振るえどもレミエルを捉とらえることはなく、短剣が空を切る度たびに、レミエルの斬撃がカイムを打ち据すえる。

　カイムは、倒たおされても倒されても立ち上がってきた。

　歯を食いしばり、よろめきながらもレミエルに向かっていく。

「カイム、もうやめて！」

　エミルの必死の訴うつたえにも、カイムは応じない。

「守、る……アスナを……妹を……オレが……」

　呻うめき交じりに言いつつ短剣を振りかぶったカイムの胸むねに、レミエルはライジンの切っ先を突つきつけた。

　ボロボロの刀身が青白い光を放って、カイムは糸の切れた操り人形のように、がっくりとその場に崩くずれ落ちた。

「く……そ……っ」

　立ち上がることは、もうできなかった。

　強固な鱗も、電撃は防げなかったというわけだ。

　これまでレミエルがカイムに電撃を使わずにいたのは、もちろん、致ち命めい的てきな怪け我がをさせないためだ。

　が、これ以上戦いを引き延のばすよりは、電撃を使ってでも立ち上がれなくしてしまったほうが軽傷で済むと、そう判断したんだろう。

「あんたは、アルマのことを人間の犬って言ったよね」

　レミエルがカタナを鞘さやに収めつつ言った。

「ザガートって奴やつの言いなりになってるあんたは、犬じゃないの？」

　カイムは地面を搔かいて、レミエルを睨ねめ上げた。

「うる……さい……」

「大切なものを奪うばった相手の言いなりになって、悔くやしくないの？　大切なものを奪われて、心まで踏ふみにじられて、どうして刃向かわずにいられるの？」

「うる……さい……っ！」

「あたしは、嫌いやだな。あたしは、大切なものを奪われるのも心を踏みにじられるのも、どっちも嫌。まっぴらご免めん。だから、大切なものも自分の心も、あたしは守り抜ぬいてみせる。誰だれにも奪わせやしない。踏みにじらせや、しない」

　それは……。

「アンタは強いからそんなことが言えるんだ！　オレは弱いから……アイツをやっつけられるだけの力がないから、言いなりになるしかないんだ！」

　カイムが叫さけんだのと同じ言葉を、口調は違ちがえど、僕ぼくも胸むねの内で口にしていた。

　彼と僕は、同じだった。

　カイムは妹を人質に取られ、盗とう賊ぞくをやらされている。

　僕は町のみんなを人質に取られ、『天使の涙なみだ』を持ってこいと言われている。

　悔しくないわけがない。

　それでも、カイムは妹のためにザガートに従うことを選せん択たくした。選択せざるをえなかったのだ。

　僕だって、本音を言えばこの手でハオスを打ち倒たおしたい。町のみんなを石に変えた奴やつの言うことになんて、従いたくない。

　でも、僕には力がない。ハオスは人じん魔ま戦争で魔人側の英えい雄ゆうだった男だ。戦って勝てる相手じゃない。

　ハオスに勝てない僕が町のみんなを助けるためには、言いなりになるしかなかったんだ。

　力がないから。

　弱いから。

「あんたは、弱くなんかないよ」

　レミエルが言った。

「倒されても倒されても、あんたは立ち上がってきた。歯を食いしばって、立ち上がってきた。あんたは弱くなんかない。十分、強いよ。カイム」

　カイムは唇くちびるを嚙かみしめ、ぎゅっと目を瞑つぶった。

　唇には血が、目には涙が滲にじんでいた。

「でも、勝てないんだ……！　オレ一人じゃ、どうやったって、アイツには勝てないんだ……っ！」

「目を開けなよ、カイム。目を開けて、よく見るんだ」

　レミエルは視線で、アルマの後ろに──僕ぼくの前に並ぶ子供たちを示した。

「あんたは一人じゃない。あんたには仲間がいる」

　鼻はなを啜すすって目を開けたカイムは、赤らんだ瞳ひとみに子供たちを──仲間を、映した。

「カイム！」

　エミルが涙なみだ声ごえでカイムの名前を呼んだ。他の子供たちも口々に同じ名前を叫さけんだ。

「それにね、カイム」

　見開かれたカイムの目の前に、レミエルの白い手が差し出された。

「今、あんたの目の前には、あたしが……あたしたちがいる」

　レミエルは微笑ほほえみ、カイムはレミエルの手を取った。

　エミルがカイムに駆かけ寄り、レミエルに手を引かれて立ち上がろうとしている彼を支えた。他の子供たちも、それに続いた。

　仲間たちに支えられて、カイムは泣なきながら笑っていた。

　その光景を見守りながら、僕はレミエルの言葉を反はん芻すうしていた。

　あんたは一人じゃない、か……。




　不敵にも、ザガートは子供たちがかつて親と暮らしていた集落を根城にしていた。

　案内してくれる子供たちがいなかったら確実に迷っていただろう鬱うつ蒼そうとした森を抜ぬけ、切り立った崖がけを越こえ、やっとの思いで──僕一人だけが息を切らせていたという事実は、忘れることにする──集落にたどり着いた僕らを待ち受けていたのは、ザガートの奇き襲しゆうだった。

「〝雷電ナルカミ〟！」

　降り注ぐ、雷いかずちの雨。

（ザガートは、きっと不意打ちを仕し掛かけてくるよ。アイツは、そういうヤツなんだ）

　けれど、その奇襲はカイムによって予言されていた。

「〝月の盾ルナ・イージス〟！」

　アルマが予あらかじめ準備していた神しん聖せい魔ま法ほうを解き放つと、雷の雨は淡あわい紫むらさき色いろの守しゆ護ご障しよう壁へきに阻はばまれ、かき消された。

「僧そう侶りよがいたか！　だがなぁ！」

　朽くちかけた小屋の陰かげから飛び出してきた男が、指輪だらけの左手を突つき出し、力ある言葉を響ひびかせた。

「〝煉獄ホムラ〟！」

　虚こ空くうに湧わきあふれた炎ほのおが、深い夜の闇やみを食らいつつ迫せまり来る。

　炎の向こうに、勝利を確信した男の歪ゆがんだ笑みが見えた。

　──この男が、ザガート……！

「へっぽこ！」

　アルマの叫さけびに、僕ぼくは力ある言葉で応こたえた。

「〝風魔カマイタチ〟！」

　アルマの〝月の盾ルナ・イージス〟と同様、集落に足を踏ふみ入れる前に準備を済ませておいた烈れつ風ぷう魔ま法ほうを発動させる。

　ザガートの魔法の腕うで前まえは、相当なものだ。

〝雷電ナルカミ〟を防がれた直後に〝煉獄ホムラ〟を撃うってきたのだから、とんでもない。呪じゆ文もんの詠えい唱しよう速度が並外れて速くなければできない芸当だ。

　威い力りよくも、凄すさまじい。羨うらやましいほどの魔力だ。

　僕のちっぽけな魔力では、ザガートの魔法を真っ向から受け止めることはできない。

　なら、どうするか。

　真っ向から受け止めなければいい。

　空気の流れを操って、炎ほのおの進行方向を変えてしまえばいい。

「なにっ!?」

　僕らを吞のみ込むはずだった炎が明後日あさつての方向に流れていく光景に、ザガートは裏返った声をあげた。

　よし、と僕は拳こぶしを握にぎりしめた。

　これが、僕の武器だ。魔力は弱くても、僕には魔法に精細な指向性を与える技術があった。

「レミエル！」

　僕が叫ぶよりも早く、レミエルは駆かけ出していた。

　アルマと僕とで、ザガートの奇き襲しゆうは防いだ。

　次は、こちらの番。すなわち、レミエルの番だ。

　銀色がかった黒くろ髪かみを靡なびかせ、白い脚あしを惜おしげもなく晒さらして、瞬またたく間にザガートに肉にく薄はくしたレミエルが、抜ばつ刀とう一いつ閃せん、妖よう刀とうを疾はしらせる。

「ええいっ！」

　ザガートの苛いら立だった声に、金属音が重なった。

　──止めた!?

　僕の目では捉とらえきれないほどに疾はやいレミエルの一閃を、ザガートは手にしていた長ちよう剣けんでしっかり受け止めていた。

　エミルの言っていたとおり、ザガートは魔法使いとしてだけでなく剣士としてもかなりの腕を持っているようだ。

「やるな、小こ娘むすめ！」

　ザガートの長剣が唸うなりをあげる。

　疾さと力強さを兼かね備えた斬ざん撃げきが怒ど濤とうの如ごとく繰くり出される。

　レミエルも負けてはいない。

　体格に見合わない長さのカタナを自分の手足のように巧たくみに操って、ザガートの剣けんをことごとく弾はじき返し、あるいは受け流している。

「すごい……」

　僕ぼくの隣となりで呆ほうけた声を出したのは、カイムだ。

「ザガートと、互ご角かくに戦ってる……」

　僕はカイムの肩かたに手を置いて、言った。

「互角じゃ、ないよ」

　レミエルとザガートの戦いは、一見、互角に見える。

　でも、僕にはわかる。レミエルは、まだ本気を出しちゃいない。

　本気で戦う時──本気で戦わなければならないほどの強敵と相対した時、レミエルは笑う。

　可か憐れんに、獰どう猛もうに、笑う。

　だけど、今、レミエルは笑っていない。

　レミエルにとってザガートは、本気を出さなければならないほどの相手ではないのだ。思わず笑みが洩もれてしまうような、戦っていて心底楽しい相手ではないのだ。

　対するザガートの表情に、余よ裕ゆうはない。

「この勝負、レミエルの勝ちだ」

　僕が断言するのと同時に、ザガートの長剣が宙を舞まった。

「く……ああっ！」

　利きき手から鮮せん血けつをほとばしらせながらも、ザガートは動きを止めなかった。

　もう片方の手で懐ふところからなにかを素速く取り出し、地面に叩たたきつけた。

　青白い閃せん光こうが──電でん撃げきが、レミエルに絡からみつく。

「レミエル！」

　叫さけんだ僕に、レミエルは背中を向けたまま親指をぐっと立てて応こたえた。

　レミエルは無事だった。盾たて代わりに構えたライジンから電撃を放って、ザガートの電撃を相殺したのだ。

「おねーさま、ザガートが！」

「わかってる！」

　一いつ瞬しゆんの隙すきに、ザガートは逃にげ出していた。

　レミエルが追いかける。僕たちも、後に続いた。

　ザガートが逃げ込んだのは、集落の中でも一番大きな石造りの建物だった。

　カビの臭においが鼻はなにつくその場所で、ザガートは会心の笑みを浮うかべていた。……小さな女の子を、血に汚よごれた腕うでに抱きかかえて。

　女の子が誰だれなのかは、明白だった。

「おにーちゃ！」

「アスナ！」

「動くな！」

　叫さけんで駆かけ出そうとしたカイムを、ザガートの声が硬こう直ちよくさせた。

「動けば、こいつの命がないぞ！」

　ザガートは、アスナちゃんの首をすっかり覆おおい隠かくしているごつい金属製の首輪をつかんで、僕ぼくらに見せつけるようにした。

「こいつはただの首輪じゃない。アクセサリーだ。俺おれがキーワードを口にしたら……どうなると思う？　なあ、どうなると思う？　教えてほしいか？　いいぜ、教えてやるよ。俺は優しいからな。……爆ばく発はつするんだ。ドッカーンってな。無理やり取り外そうとしても爆発するから、気をつけろよ？」

　まくしたてて、ザガートは「ヒヒッ」と悪党らしい笑い声をたてた。

　ハッタリ……じゃないな。首輪からは、たしかに魔ま力りよくを感じる。魔法の力を宿した装飾品、アクセサリーであることは間ま違ちがいない。

　レミエルを襲おそった電でん撃げきも、アクセサリーを使ったんだろう。

「三つ数えるうちに、全員、武器を捨てろ。……いーち……」

「こいつ、調子に……っ！」

　モーニングスターを振ふりかぶって突とつ撃げきしようとしたアルマを、レミエルが手で制した。

「おねーさま！」

　レミエルは手をかざした格好のまま、カタナを鞘さやに収め、鞘ごと脇わきに放り投げた。

「賢けん明めいだな。他の連中はどうした？　……にーぃ……」

　ぎりっと奥おく歯ばを嚙かみ鳴らしてアルマがモーニングスターを投げ捨てると、子供たちも次々に武器を捨てた。

「そうだ。それでいい。……おい、魔法使い。てめぇもだ。魔導器を捨てやがれ」

　僕は左手の人差し指に嵌はめていた指輪を外して、捨てた。

　僕の指輪は、魔法に指向性を与えるために必要な魔導器だ。魔導器がなければ、魔法に意図したとおりに効果を発はつ揮きさせることはできない。つまりは、魔法が使えない。

「全員、捨てたな。……おい、カイム」

　ザガートはカイムに向けた目を血走らせた。

「最低一人は差し違ちがえてでも殺してこいって言っただろうが」

「うるさい！　オレはもうおまえの言うことは聞かない！」

　震ふるえながらも、カイムは拒きよ絶ぜつの意志を示した。

「生意気言うんじゃねえよ、ガキが。たった今、俺の言うとおりに武器捨てたくせによ」

　呻うめいたカイムに、ザガートは言葉を重ねる。

「おまえは俺の支配から逃のがれられやしねぇんだよ。カイム。おまえの神は俺だ。俺がおまえの神なんだ。カイム。妹の命が惜おしかったら、俺おれに従え。クソみてぇな冒険者どもを、殺せ」

「オ、オレ……オレは……っ！」

　ぎこちなく首を横に振ふりながら後じさるカイムの目には、大おお粒つぶの涙なみだが浮うかんでいた。

「俺の言うとおりにしろ、カイム。俺に従ってさえいれば、おまえも妹も、他のガキどもも生きていけるんだ」

「オレは……もう……オレは……」

（どうする？）

　僕ぼくは自問した。

　魔ま導どう器きのない──魔法の使えない僕にできることは、ない。

　レミエルもアルマも武器を手放してしまっている。アルマは、神しん聖せい魔法なら使うことはできる。神聖魔法は魔法使いの元素魔法とは違ちがって、魔導器を必要としないから。とはいえ、神聖魔法は相手が霊れい体たいや不ふ浄じよう生物でない限り、攻こう撃げきの手段としては使えない。

　カイムは、おそらくもう限界だ。このままザガートにプレッシャーをかけられ続けたら、彼の言いなりになってしまうだろう。

（どうする？　どうやって、この状じよう況きようを打破する？　僕にできることは、ないのか？）

　自問を繰くり返す僕の隣となりで、アルマが動いた。

　アルマは右目を覆おおう眼帯に手をかけていた。

（ダメだ！）

　心の中で叫さけびながら、僕は今にも眼帯を外そうとしていたアルマの手をつかんでいた。

　見開かれたアルマの左目が、僕を見た。

　邪じや魔まをするな、手を放はなせ。アルマの目はそう言っていた。

　僕は歯を食いしばって首を横に振った。

　アルマに魔眼を使わせるわけにはいかなかった。

　目を合わせた者を死に至らしめるという魔眼なら、ザガートを簡単に殺せる。ザガートの目から視線を外さなければ、アスナちゃんを巻き込むこともないだろう。

　でも。

　魔眼がこの状況を打開する有効な手段だとわかっていても、それでも、僕はアルマに魔眼を使わせるわけにはいかなかった。

　魔眼の力があったからこそ、アルマは邪じや教きようの教祖に拾ひろわれ、暗殺者として利用された。

　そんな力を、アルマ自身が忌いまわしく思っていないはずがない。

　事実、出会い、仲間になってからのこの三み月つき、僕はアルマが眼帯を外したところをただの一度も見たことがなかった。ドラゴンと戦った時ですら、アルマは魔眼を使わなかった。

　アルマは、魔眼を封ふう印いんしているのだ。

　暗殺者として大勢の命を奪うばった忌まわしい力を、アルマは二度と使いたくないと思っているのだ。

　今のアルマはもう、邪じや教きようの暗殺者じゃない。

　今のアルマはレミエルの仲間であり、僕ぼくの仲間だ。

　今のアルマに魔ま眼がんの力は必要ない。使ってはいけないし、使わせてはいけない。

　だから、僕はアルマにどれだけ睨にらまれようと恨うらまれようと、この手を放はなすつもりはなかった。

「妹が大事じゃないのか？　カイム。守ってやれよ、カイム。おまえがそいつらを殺せば、妹は助かるんだ。なあ、カイム。よく考えてもみろ。赤の他人の冒険者と、たった一人の妹と、どっちが──」

「カイム！」

　レミエルの凜りんとした声が、ザガートの悪意に濁にごった声を遮さえぎった。

「そいつに従う必要は、ないよ」

「なに言ってやがる！　真っ先に武器を捨てたのは、てめぇだろうが！」

　唾つばをまき散らして怒ど鳴なるザガートに、レミエルはため息交じりの声を返した。

「なーに勘かん違ちがいしてるんだか。あたしがカタナを捨てたのは、あんたに従ったからじゃない。あんたが切るに値しない小物だからよ」

「なん……だと……？」

「あんたをぶちのめすのに、武器は必要ない。あんたはその程度の雑ざ魚こってこと」

　レミエルはバキバキと両手の指を鳴らしながら、言う。

「三つ数えるうちに、その子を離はなしなさい。もちろん、首輪を外して、ね。……いーち……」

「無茶苦茶言ってるんじゃねえぞ、小こ娘むすめ！　この首輪はな、そう簡単に外せる代しろ物ものじゃねえんだよ！　付けるのも外すのも、時間がかかるんだよ！　つーか、誰だれが外すか！」

「……にーい……」

「偉えらそうに命令できる立場じゃねえだろうが！　追い詰つめられてるのは、おまえらのほうなんだよ！」

「……さーん……。はい、時間切れ」

「なにが時間切れだ！　ふざけやがって！　いいぜ！　こいつの命が惜おしくないってんなら、お望みどおり爆ばく発はつさせて──ぐがっ！」

　言葉の途と中ちゆうで、ザガートは上体を大きく仰のけ反ぞらせた。

　一いつ瞬しゆん──いや、半瞬だった。

　レミエルが動いたと認識できた時にはもう、その小さな姿は僕の目の前からザガートの目の前へと移動していた。そして、ザガートの下顎あごを渾こん身しんの鉄てつ拳けんで打ち抜ぬいていた。
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「か……は……っ」

　ザガートは仰け反ったままカクンと両膝ひざを折って、生命感なくその場に崩くずれ落ちた。

「ふうっ」

　と息を吐はきつつ僕ぼくらのほうに振ふり返ったレミエルの腕うでには、アスナちゃんが抱えられていた。

　呆あつ気けに取られている気配が子供たちから伝わってきた。でも、僕は驚おどろいていなかった。アルマもだ。

　カウントダウンをしながら、レミエルが集中力を極限まで高めていたのは、わかっていた。レミエルが本気を出せば、ざっとこんなものだ。

「さっすが、おねーさま」

「そうだね。さすがは、レミエルだ」

「真ま似ねしないでよ。ってか、いい加減に放はなしなさいよ、手」

「あ……ご、ごめんっ」

　慌あわてて、僕はつかんだままだったアルマの手を放した。

「ふんっ……」

　アルマは唇くちびるをへの字に曲げて鼻はなを鳴らした。

　ああ、怒ってるな、こりゃ……。

「アスナ！」

　僕とアルマがそんなやりとりをしている間に、カイムは妹へと駆かけ寄っていた。

「おにーちゃ！　おにーちゃ！」

「アスナ……」

　レミエルから渡わたされたアスナちゃんを抱きしめ、無事を確認したカイムは安あん堵どの表情を浮うかべたものの、その表情は長くは続かなかった。

　アスナちゃんの首を覆おおっている首輪に触ふれて、カイムは苦しげに歯を食いしばった。

　ザガートを倒たおしても、それだけで一件落着とはいかなかった。




　ザガートは、首輪を外す鍵かぎを持っていなかった。服を念入りに探さぐってみたけれど、それらしい物は見つからなかった。

　そもそも、首輪には鍵穴自体が見受けられなかった。鍵によって取り外せるタイプの物ではないということなのだろう。ザガート自身、簡単には外せないと言っていた。

　ザガートは完全に意識を失っている。レミエルの鉄てつ拳けんに顎あごを思いっきり打ち抜ぬかれたのだから、当分は目を覚まさないだろう。とはいえ、油断はできないから、念のために手足を縄なわで縛しばり上げ、猿さる轡ぐつわも嚙かませてある。

「拷ごう問もん、でしょ。やっぱり」

　アルマが物ぶつ騒そうなことを言い出した。

　ふふふ、と笑いながら両手をわきわきさせている。……怖こわいからやめてください。

「僕ぼくに、任まかせてもらっていいかな」

　アルマが左目をまん丸にして僕を見た。レミエルも、子供たちも同じ目を僕に向けている。

　あ、あれ……？

「へっぽこにそんな趣しゆ味みがあるなんて思わなかったわ……」

「いや！　いやいやいや！　違ちがうから！　拷問したいって話じゃないから！」

「じゃあ、なによ」

　今度は半眼で睨にらまれる。

　僕は咳せき払ばらいを一つ、気を取り直して言った。

「首輪の解かい除じよを、僕に任せてほしいんだ」




　魔ま法ほう消去は、得意だった。

　魔法を打ち消す魔法──〝解呪モクアミ〟は、簡単な魔法じゃない。

　打ち消したい魔法の呪じゆ文もんや魔力の流れ、命令の内容といった『構造』を完全に理解していなければ、〝解呪〟は効果を発はつ揮きしない。それどころか、対象の魔法を暴発させてしまうことも、ある。

　魔法の構造は、たとえば同じ〝煉獄ホムラ〟であっても使い手によって微び妙みように異なる。呪文は同じでも、魔力の流れは個人によって違うし、与えられた命令だって当然同じじゃない。呪文そのものにアレンジが加えられている場合もある。

　アクセサリーに付与された魔法の消去となると、さらに難しい。

　アクセサリーは、たいていの場合、複数の魔ま法ほうが付与されている。

　この首輪なら、爆ばく発はつの魔法──〝煉獄ホムラ〟だろう、たぶん──の他に、魔法を定着させる魔法に、魔法効果の減げん退たいを防ぐ魔法、魔法に複雑な命令──特定の単語で爆発するとか、衝しよう撃げきで爆発するとか──を実行させることを可能にする魔法が使われている、はずだ。

　アクセサリーの魔法を消去するには、それらの魔法を全部同時に打ち消さなきゃならない。

　複数の魔法が絡からみ合っているわけだから、構造はとんでもなく複雑になっている。

　アクセサリーの魔法消去は、簡単じゃない。相当に難しい。

　でも、僕ぼくならできる。

「自信は、ある。けど、絶対に成功するとは言い切れない。失敗した場合、首輪が爆発してしまうかもしれない。それでも、どうか僕に任まかせてほしい」

　僕は全員を見回して、言った。

　子供たちは不安に満ちた顔を見合わせ、アルマも戸と惑まどいの表情でレミエルを見ている。

　レミエルは──。

「クロード」

　レミエルが僕の名前を口にして、歩み寄ってきた。

　ザガートを撃げき沈ちんした小さな拳こぶしで僕の胸むねを小こ突づいて、レミエルは言った。

「あんたに、任せる」

　レミエルの表情に迷いはなかった。澄すみきった大きな空色の瞳ひとみが、僕を信じると、そう言っていた。

　アルマからも子供たちからも、反対の声はあがらなかった。

　僕はアスナちゃんを抱きかかえているカイムの傍かたわらに腰こしを下ろした。

　カイムは僕の目を見て、深く頷うなずいた。アスナちゃんは、にっこりと笑ってくれた。

「ありがとう」

　僕は僕を信じてくれたみんなに礼を言って、首輪に手を伸のばした。




　首輪の魔法消去は、成功した。

　付与された魔法の一切を打ち消された首輪は、がちゃりと音をたてて外れ、落ちた。

「成功したよ。もう、大だい丈じよう夫ぶ」

「アスナっ！」

　カイムは妹を抱きしめて泣なきじゃくった。

　アスナちゃんは、そんな兄の頭を小さな手で「いー子、いー子」と撫なでている。

「クロード」

　立ち上がり、振ふり返った僕に、レミエルが声をかけてきた。

「お見事」

　レミエルが歯を見せつつ差し出してきた拳こぶしに、僕ぼくは自分の拳をコツンと打ちつけた。

「レミエルが見守っていてくれたおかげだよ」

　失敗した時に爆ばく発はつに巻き込まれないよう、僕はみんなに下がっていてほしいと言った。でも、カイムとレミエルは、頑がんとしてその場を動かなかった。

　レミエルは言った。

「クロードは絶対に成功する。だって、あんたはこのあたしが選んだ魔ま法ほう使いなんだから」

　レミエルの言葉は、僕に多大なプレッシャーと、それ以上に大きな勇気と集中力を与えてくれた。

　レミエルの信しん頼らいに応こたえたい。その一心で僕は全神経を研とぎ澄すませて作業に当たり──そして、成功した。

「あたしは、ただ見てただけ。あんたはあんたの腕うででその子たちを救ったの。誇ほこりなさい」

「レミエル……」

「へっぽこ」

　レミエルの髪かみに飾られた大きな赤いリボンの向こうに、菫すみれ色いろの髪が見えた。

「アルマ……」

　僕の傍かたわらへとやってきたアルマは、唇くちびるをへの字に曲げ、肩かたをぷるぷると震ふるわせていた。

「な、なんでしょう？」

　怒っていると思われるその様子に、僕は声を上ずらせてしまった。

「あ……あ……」

　震える肩をすぼめ、顔はこちらに向けたまま視線だけをせわしなくさ迷わせて、アルマは軋きしんだ声を出した。

「あ……あり……」

「あ、蟻あり？」

「あり、が、とう……」

「蟻が十!?」

　いや、違ちがう。

　ありがとう、だ。

　アルマは、僕に「ありがとう」と言ったのだ。

「あの子たちを助けてくれて、あり、がとう……」

「あ、ああ、いや、その、えっと……うん……」

　アルマにありがとうを言われるなんて夢にも思っていなかったから、たじろいでしまった。

「それとっ！」

「は、はいっ!?」

「これも！」

　アルマは右手を顔の前に持ち上げ、袖そでを勢いよく捲まくった。

　露あらわになった手首には、さっき僕ぼくがつかんだ時の手の跡あとが、くっきりと残っていた。

「アンタの、おかげで、魔ま眼がん……使わずにすんだ、から……」

　アルマは真っ赤な顔を伏ふせて、三度、感謝の言葉を口にした。

「あり、がとう……」

「アルマ……」

「そ、それだけよっ！」

　アルマは持ち上げていた右手で僕を突つき飛ばすと、踵きびすを返してエミルたちのほうへと大おお股また歩きで戻もどっていった。

「あ、危ないじゃな──わぷっ！」

　抗こう議ぎの声をあげようとした僕の顔に、なにかが当たった。

「これは……」

　それは、綺き麗れいに折りたたまれた白いハンカチだった。

「アルマ？」

　アルマを見る。目が合うと、ハンカチを投げてよこした犯人であるアルマは、真っ赤なままの顔をぷいっと背そむけて、独ひとり言のような小さな声でなにかを言った。

　汗がどうとかって……あ。

　極限の神経作業で、僕は全身汗だくになっていた。

　つまり、このハンカチは、これで汗を拭ふけって……そういうこと……だよな？

　ハンカチは自分でも持ってるけど……でも、ここは。

「ありがとう、アルマ」

　厚意に甘あまえて、僕はアルマのハンカチで汗を拭ぬぐった。




　ザガートをハルーンの官憲に引き渡わたして、今回の仕事は終わった。

　魔ま人じんの子供たちは、穏おだやかに暮らせる土地を求めて、旅立っていった。

　人質を取られて無理矢理やらされていたとはいえ、盗とう賊ぞくの実行犯である以上、彼らだってまったくのお咎とがめなしというわけにはいかない。

　ただ、彼らは魔人だ。こちらの世界での魔人の立場は、弱い。ロクに言い分を聞いてもらえずに処しよ刑けいされてしまうことも、十分、考えられた。

　だから、官憲と、今回の仕事の依い頼らい主ぬしであるエルスティンには、カンタレラ街道における一連の襲しゆう撃げき事件は全すべてザガート一人の犯行であると報告して、子供たちのことは一切、伏ふせた。

　ザガートは取り調べで子供たちのことを話すだろう。が、これは官憲から聞いた話だけれど、ザガートはこの界かい隈わいでは有名なお尋たずね者なのだとか。そんな、筋金入りの犯罪者の言い分なんて、誰だれもまともに耳を傾かたむけはしないだろう。仮に、官憲がザガートの言げんを信じたとしても、子供たちはもうこの土地にはいない。

　魔ま人じんが穏おだやかに幸せに暮らせる土地を見つけるのは、簡単じゃないだろう。ましてや、彼らは子供だ。当面の旅費はアルマが身銭を切って渡わたしていたけれど、半年もしないうちに底を突ついてしまうだろう。その後、彼らがどうするかはわからない。でも、僕ぼくはあの子たちならきっと大だい丈じよう夫ぶだと、信じていた。彼らは一人じゃない。固い絆きずなで結ばれた仲間がいる。だから、きっと大丈夫。

　そして、僕は──。

　僕は、今回の仕事の報ほう酬しゆうと、エルスティンが値引きをしてくれたおかげで、ついに『天使の涙なみだ』を手に入れることが、できた。

「クロード。ちょっと、それ、見せてよ」

　エルスティンの店を出たところで、レミエルが言った。

　小こ袋ぶくろから小箱を、小箱から『天使の涙』を取り出して、レミエルの白くて小さな、でも硬かたい掌てのひらの上に、載のせた。

「ふーん。これが『天使の涙』か……」

　レミエルは『天使の涙』を指先でつまんで、まじまじと見つめた。レミエルの傍かたわらにいたアルマも、軽く身を屈かがめ、覗のぞき込むようにして見ている。

「真っ白ね」

　レミエルが口にした感想は、簡素だった。

「不純物を一切含ふくまない、完全な雪ゆき水すい晶しようだからね」

　僕が冒険者になって、何度も死ぬ思いをして、ようやく手に入れた『天使の涙』は、小石よりも小さな──丸くて白い、ただの石だった。

　ただの石、というと語ご弊へいがあるかもしれない。

　雪水晶はそれ自体が稀き少しような鉱こう物ぶつで、完全な雪水晶となると、価値はさらに何十倍にもはね上がる。簡単に手に入る代しろ物ものじゃないから、僕は冒険者になって何度も死ぬ思いをするハメになったのだ。

　綺き麗れいだとも、思う。汚けがれを知らない純じゆん粋すいな白──文字どおりの純白の結晶である『天使の涙』は、この世のあらゆる不ふ浄じようを寄せつけない、絶対的な清きよらかさを感じさせる。

　でも、高級品だとわかっていても、その美しさを目まの当たりにしても、僕はこの石に命を賭かけるだけの価値を見み出いだすことは、できない。

　僕にとっては、白くて綺麗なだけの、ただの石だ。

「で、これからどうするの？」

　レミエルが僕の手に『天使の涙』を返しつつ、訊きいてきた。

「もちろん、ハオスに会いにいくよ」

　僕は『天使の涙』を力いっぱい握にぎりしめて、答えた。

「会って、倒たおして、町のみんなを元に戻もどすんだ」

　僕ぼくのその答えに、レミエルとアルマは揃そろって目を丸くした。

「ね、ねえ、へっぽこ。アンタ、今、なんて言ったの？」

　アルマが恐おそる恐るといった感じで訊きいてくる。

「アルマの聞き違ちがいじゃなかったら、ハオスを倒すって……」

「聞き違いじゃないよ。たしかに、そう言った」

　改めて、僕は宣言した。

「僕は、魔ま人じんハオスを、倒す」

「ちょ……正気、なの？」

「たぶんね」

「勝てるわけ、ないじゃない」

「だろうね」

　魔人ハオスは、三十年前の人じん魔ま戦争に於おいて魔界の第一王女の右腕うでを務つとめ、人間側に甚じん大だいな被害を与えた魔軍の英えい雄ゆうだ。

「僕の力でどうにかできる相手じゃない。でも、僕は一人じゃない。……そうだろ？　レミエル」

　僕はレミエルを見た。

　レミエルも、僕を見ていた。

　レミエルは細い腰こしに両手を当て、ニッと白い歯を見せて、言った。

「そうよ。やっと気づいたか」

　魔人ハオスは途と方ほうもない強敵だ。戦ったところで、勝ち目なんてあるはずがない。だから、言いなりになるしかない。レミエルたちと出会う前も、出会ってからも、僕はそう思い続けてきた。言いなりになるのは、悔くやしい。けれど、町のみんなを助けるためなら仕方がない。そう、思い続けてきた。

　でも、レミエルとカイムのやりとりが。

　レミエルが。

　僕に教えてくれた。

　僕は一人じゃなかったのだ。

　僕には、頼たのもしい仲間がいたのだ。

「僕は、ハオスが許せない。あいつの言いなりになんて、なりたくない。でも、僕一人の力じゃ、とてもあいつには敵かなわない。だから、レミエル。アルマ。僕に力を貸してほしい。一いつ緒しよに、ハオスと戦ってほしい」

「上等！」

　レミエルはバシッと掌てのひらに拳こぶしを打ちつけて、声のトーンを高くした。

「魔ま軍ぐんの英えい雄ゆう……伝説の序じよ章しようには、ピッタリの相手じゃない」

　レミエルは笑っていた。

　可か憐れんに、獰どう猛もうに、笑っていた。

　戦いくさ乙女おとめの如ごときこの笑みは、レミエルの心の底からの笑みだ。

　僕ぼくが恐おそれ続けた相手も、レミエルにとっては戦うのが楽しみな相手なのだ。

　僕は苦笑しつつ、アルマに視線を移した。

「アルマも、力を貸してくれるかい？」

「ふ、ふんっ」

　目が合うと、アルマは腕うでを組んでそっぽを向いた。

「愚ぐ問もんね。アルマはおねーさまの行くところに行くの。おねーさまの戦う相手と戦うの。それだけよ」

　僕は苦笑に苦笑を重ねた。

「ありがとう、アルマ」

「れ、れれ、礼なんて要らないわよ。アンタについていくわけじゃないんだから」

「それでも、ありがとう」

「……っ」

　アルマは顔を真っ赤にして、背中を向けてしまった。

「ってゆーかさ、へっぽこ」

「うん？」

「アンタ、ハオスって奴やつと戦うんだったら、『天使の涙なみだ』を買わなくてもよかったんじゃないの？　そんな、バカ高い石……」

「念のため、だよ」

　僕は『天使の涙』を握にぎり込んでいた拳こぶしを開いた。

「ハオスがこの石を必要としている理由は、わからない。ただ、わざわざ人を使ってまで手に入れようとしているからには、ハオスにとっては大きな意味のある物であることはたしかだと思うんだ。それが、今、僕の手の中にある」

　僕は再び『天使の涙』を握りしめた。

「これを持っていることで、あるいは僕らが優位に立てる場面もあるかもしれない」

「なるほど、ね。考えてるじゃない」

「町のみんなの命が、かかってるからね」

　僕は『天使の涙』を小箱にしまい、小箱を小こ袋ぶくろにしまった。

　小袋の口をしっかりと紐ひもで縛しばって、腰こしのベルトに括くくりつける。

　深呼吸を一つ、僕は顔を上げて、言った。

「さあ、行こう」

「クロード」

　鈴すずを転がしたようなレミエルの声が、僕ぼくの名前を呼んだ。

　顔を向ける。

「あんた今、すっごく好いい顔してるわよ」

　そう言って、レミエルは笑った。

　可か憐れんに、ただ可憐に、笑った。

　そして、歩き出す。

　大きな赤いリボンを軽快に揺ゆらして、レミエルは僕の前を行く。

　その小さな後ろ姿を、アルマが小走りに追いかける。

　次の目的地は、ラークの町。

　僕が生まれ、育ち、そして、魔ま人じんハオスによって時を止められてしまった町。

　ハオスが町に現れたあの日、僕はただ怯おびえることしかできなかった。

　あの日の僕には、ハオスに立ち向かう力も勇気もなかった。

　力は、今だってない。

　でも、勇気なら、ある。

　レミエルがくれた勇気が、ある。

　僕は胸むねを張って、故こ郷きようへの道のりを踏み出した。







[image: 伝説３　僕が僕であるために]







　これは、夢だ。

　わかっている。

　ここ最近、繰くり返し見ている夢だから、僕ぼくはこれから起きる出来事が現実のものではないことを知っている。

　慣れた。慣れて、きた。

　最初の数日は──これが夢だと認識できていなかった頃ころは、もちろん慌あわてた。

　慌てたなんてものじゃない。半はん狂きよう乱らんだった。あらん限りの声で叫さけび、泣ないた。

　今はもう、泣き叫ぶようなことはなくなった。それでも、胸むねは苦しい。どうしようもなく呼吸が速い。

　夢の中で、僕は故こ郷きように立っていた。

　ラークの町だ。

　アイビス公国の東南部に位置する、養よう蚕さんの町だ。

　町の規模は、さして大きくもなければ、さりとて小さくもない。ごくごく普ふ通つうの町だ。

　普通の──けれど、僕にとってはかけがえのない故郷だ。

　そのラークの町が、消えていく。

　建物も、路面も、木々も、人々も。

　すべてが、鈍にび色いろの砂に変わって、消えていく。

　そして、僕も、消えていく。

　抗あらがう術すべは、ない。

　泣いても叫わめいても、呪じゆ文もんを唱えてみても、ラークの町と僕の消しよう滅めつは止められない。

　それが世界の絶対的な決まり事であるかのように、ラークの町は、僕は、消えていく。

　これは、夢だ。現実じゃない。

　こんな出来事が、現実であっていいはずがない。




「クロード！」

「うわあっ！」

　二つの声が、室内に響ひびき渡わたった。

　前者はレミエルの、後者はその声に驚おどろいて飛び起きた僕の悲鳴だ。

「レミ……エル……」

　戸口に立つ少女の名前を、僕はするりと口にすることができなかった。夢の中と同じように、ひどく呼吸が乱れていた。

　室内は、暗い。夜はまだ明けていない。

　僕は頭を振ふって、改めてレミエルを見た。

　レミエルは腕うでを組んで扉とびらの枠わくに背中を預けていた。

　開け放たれた扉とびらは、蝶ちよう番つがいが外れて傾かたむいている。鍵かぎは掛かけていたはずだから……つまり、レミエルは扉をぶち破ったということになる。夜が明けたら、まずは宿の主に謝らないといけないだろう。

「あんた、またうなされてたわよ」

「そっか……。ゴメン……」

　夢の中での僕ぼくは声をあげてはいなかったのだけれど……現実には、違ちがったらしい。

「アルマは？」

「寝ねかせた」

　その返答に、僕は頭を抱えた。

　寝ている、ではなく、寝かせた。

　想像はつく。

　アルマはきっと、うなされてうるさい僕を黙だまらせるために、飢うえた獣けもののような獰どう猛もうな表情でモーニングスターを手にしたに違いない。そして、レミエルはそんなアルマに当て身をくらわせて気絶させた……といったところだろう。

　レミエルのおかげで僕は命いのち拾びろいをしたわけだけれど、アルマの怒いかりが消えたわけじゃない。後が怖こわい。

「また例の夢？」

「うん……」

　壁かべから背中を離はなして歩み寄ってきたレミエルが、僕の顔を覗のぞき込んで言った。

「さすがに窶やつれてきたわね」

「う……」

　吐と息いきがかかるほどに顔を近づけられて、僕は思わず仰のけ反ぞってしまった。

　暗がりで見ても、レミエル（の顔）は、この上もなく可愛かわいい。空色の瞳ひとみは闇やみの中でもなお澄すみ渡わたっていて、吸い込まれそうになる。

　喋しやべらなければ、動かなければ、もう本当に絶世の美少女なのだ。レミエルは。

　まあ喋る喋らないはともかくとして、動かないレミエルは、それはそれで魅み力りよくが半減してしまうのだろうけれど。

　顔を近づけられて仰け反るなんて、我われながら失礼な真ま似ねを働いてしまったものだけれど、レミエルは気にしたふうもなく。

「悪夢の原因に心当たりは？」

　僕は首を横に振ふった。

「しいて言うなら、ラークの町が近づいてるから……かな」

　僕たちはラークの町を目指して旅をしていた。

　目的は、もちろん、魔ま人じんハオスを倒たおして、ハオスに石にされてしまった町のみんなを元に戻もどすことだ。

　魔ま人じんハオスは、かつての人じん魔ま戦争に於おいて、魔王の長女ロザリンデの片腕うでを務つとめたとされる魔軍の英えい雄ゆうだ。

　レミエルやアルマがいくら強いといっても、簡単に勝てる相手じゃない。

　かつてない化け物に、僕ぼくたちは挑いどもうとしているのだ。

　怖こわくないわけがない。泣なき出したいほどに怖い。

　そんな恐きよう怖ふ心しんが、夢という形で僕の意識の表層に浮うかび上がっているんだろう。──そうとしか、考えられない。

「ラークの町……か」

　レミエルが腕うでを組み、窓まどのほうに視線を向けて呟つぶやいた。……いや。窓のほうを見たというより、僕から目を逸そらしたといったほうが正確かもしれない。少なくとも、僕にはそう感じられた。

　窓の向こうに広がる闇やみは、まだ深い。

「クロードの故こ郷きよう……よね」

「レミエル？」

　レミエルが珍めずらしく見せた神しん妙みような表情に、僕は違い和わ感を覚えずにはいられなかった。

「なんでもない」

　レミエルは組んでいた腕を解いて、片方の手で前まえ髪がみを搔かき上げた。

「行けばわかることだから」

「わかるって、なにが？」

「クロードの生まれ育った町が、どんなところかってこと」

「ごくごく普ふ通つうの町だよ。生憎あいにくとね」

「でも、クロードにとっては大事な故郷なんでしょ？」

「もちろん」

　僕の答えにレミエルは笑って、今し方自分の前髪を搔き上げたその手で、僕の髪をぐしゃぐしゃっと荒あらっぽく撫なでた。

「やっつけるわよ。ハオス」

「うん」

　悪夢の原因がハオスへの恐怖心であることは、間違いない。ならば、ハオスに挑んで打ち勝てば、悪夢だって断ち切れるはずだ。

　ハオスに勝たなくちゃいけない理由が、また一つ増えたということだ。

「とりあえずは、大だい丈じよう夫ぶそうね」

「うん。わざわざ、ありがとう」

「ま、どうしても独ひとり寝ねが怖くなったら、あたしたちの部屋にきなさい。添そい寝してあげるから」

「そんなことしたら、アルマに殺されるよ……」

「安らかに眠ねむれるわよ」

　ニッと歯を見せて部屋を出ていくレミエルを、僕ぼくは苦笑で見送った。




　翌日──。

　アルマには、覚かく悟ごしていたほどには怒られなかった。もちろん、あれこれと辛しん辣らつな言葉をぶつけられたりはしたのだけれど、モーニングスターのトゲトゲ鉄球が僕の頭めがけて飛んでくるような事態にはならなかった。

　僕に安あん眠みん妨ぼう害がいされたとはいえ、久しぶりにふかふかのベッドで寝ねられて、アルマの機き嫌げんは悪くないようだった。

　ハルーンの町を出てからこっち、野宿が続いていたからね。

　そういった意味では、昨日は幸運だったと言えるかもしれない。

　先導役の僕が道を間ま違ちがえて、そのせいでというかおかげというか、立ち寄る予定のなかった宿場町で夜を過ごすことになったんだから。

　ラークの町は、もうすぐそこだ。勝手知ったる土地だからと、ロクに地図を見なかったことは、反省しなきゃならない。

　それにしても、あんなところに宿場町があったなんて、知らなかったな。

「ボーッと歩くんじゃないわよ、へっぽこ」

　アルマの棘とげのある声が僕の背中を撫なでた。刺さした、というほど痛くはない。棘に撫でられたわけだから、やっぱり多少は痛いのだけれど。

「また、ごめん道間違えたみたいだ、なんて生っちょろいことぬかしたら、今度こそ本当に耳から手ぇ突つっ込んで奥おく歯ばガタガタいわすわよ」

「もう間違えないからご心配なく。ってゆーか、アルマ、その台詞せりふ好きだよね……」

「ふんっ。心配されたくなかったら、もっとしゃきっとしなさいってーの」

「アルマ、僕のこと、本当に心配してくれてたんだ……」

「なっ……！　んなわきゃないでしょーが！　調子に乗るんじゃないわよ、このへっぽこ！」

　アルマの棘のある声が、僕を、今度は殴なぐりつけてきた。

　棘に殴られるってのも変な表現だけれど、でも、そんな感じだ。

「べーっだ！」

　アルマは子供っぽく舌を出した。
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　ちょっと可愛かわいい。

　ちょっとじゃないか。アルマも、見た目はレミエルに負けず劣おとらず可愛い。見た目は、ね。

　中身だって、決して悪い子じゃないんだ。今だって、言葉はキツイけれど、彼女なりに僕を気き遣づかってくれているんだ。

　結局、昨夜はあれから眠ねむることはできなかった。悪夢を見るようになってから十日──。旅の疲ひ労ろうに睡すい眠みん不足まで重なって、今け朝さ、鏡で見た僕ぼくの顔色は、それはひどいものだった。

　レミエルにもアルマにも心配をかけている。

「明日だ」

　僕は言った。

「明日には、ラークの町に着く。ハオスを倒たおせば、ゆっくり眠れる。ふたりに心配かけることもなくなるよ」

「だーかーらー。アルマはアンタの心配なんてこれっぽっちもしてないっつーの。ってか、ハオスを倒せばってさ、相手は魔ま軍ぐんの英えい雄ゆうだよ？　ナメすぎじゃないの？」

「なら、アルマはレミエルが負けるっていうのかい？」

「な……っ！　そんなわけないでしょ！　おねーさまは無敵よ！」

「うん。僕もそう思うよ。レミエルは誰だれにも負けない。そうだよね？　レミエル」

　僕はアルマの肩かた越ごしにレミエルに声をかけた。

　最さい後こう尾びのレミエルは、考え事でもしているのだろうか……ぼんやりと虚こ空くうに視線を向けていて、返事がない。

「レミエル？」

　再度……少し声量を上げて呼びかけると、「ん？」、レミエルはやっと反応した。

「なに？」

「アルマと話してたんだ。レミエルは無敵だって」

「なによ今いま更さら。そんなわかりきったこと」

　レミエルは腰こしに手を当て、十六歳さいにしては悲ひ劇げき的なまでに薄うすい胸むねを反そらしてみせた。

「魔ま軍ぐんの英えい雄ゆうだろうが魔王だろうが、あたしにとっちゃ伝説の肥やしよ」

　レミエルは白い歯を剝むいて笑っていた。でも、笑ってはいても、その表情はどこか硬かたかった。

　自信満々な台詞せりふを口にしてはいても、やはり緊きん張ちようしているのだろうか。恐きよう怖ふを感じているのだろうか。

　違い和わ感があった。

　レミエルは敵が強いからって怯ひるむようなタイプじゃない。むしろ、敵が強ければ強いほど、レミエルは表情を輝かがやかせる。

　そのレミエルが、魔人ハオスとの決戦を前に、緊張している。

　一体、レミエルはなにに対して緊張しているのだろう。なにを怖おそれているのだろう。

　少なくとも、僕ぼくがハオスとの戦いを決意した時、レミエルは心底嬉うれしそうに笑っていた。

　レミエルがぼーっとしたり、緊張したような表情を覗のぞかせるようになったのは、『天使の涙なみだ』を手に入れて、ハルーンの町を出発した後からだ。……僕が例の夢を見るようになった時期と一いつ致ちしている。関係があるのだろうか……。

　訊たずねてみようと思ったことは何度かあるけれど、僕は実行できずにいた。

　その理由は、僕自身、上う手まく説明できない。

「さっすがおねーさま！　おねーさまが伝説を作るお手伝いができて、アルマはウルトラハッピーですぅ！」

　アルマがレミエルに抱きついて頰ほおずりを始めた。

　レミエルは振ふり解ほどこうとはしない。微び苦く笑しようしつつも、好きなようにさせている。

　子犬のようにじゃれつきながら、一いつ瞬しゆん、アルマが左目を不安げに眇すがめたのを、僕は見み逃のがさなかった。

　アルマも、レミエルの様子がおかしいことに気づいているのだ。

　アルマはレミエルを心配している。これはわかる。

　けれど、レミエルの様子がおかしい原因は、わからない。

　アルマがレミエルになにも訊ねないのは、レミエルを信じているからだろう。話すべきことなら、レミエルはちゃんと話してくれる。レミエルがなにも言わないのは、言えない理由があってのことなのだろうと、アルマはそんなふうに考えているに違ちがいない。

　明日、ラークの町で僕らを待ち受けているものはなんなのだろうか。

　ハオスを倒たおせば、それで全すべては救われて報むくわれると思っていたけれど、事態はもっと複雑で不吉なのだろうか。

　……駄だ目めだな。考えすぎている。

　僕ぼくは頭かぶりを振ふって空を見た。

　宿を出た時には真っ青だった空は、今は鈍にび色いろの厚い雲に覆おおわれていた。




　結果から言ってしまうと。

　ラークの町に、僕たちはたどり着くことができなかった。

　空は鈍色を保ったまま、それでも雨が降ることはなく、僕たちの歩みに滞とどこおりはなかった。

　なのに、僕たちはラークの町にたどり着けなかった。

「あ、れ……？」

　なにも、なかった。

　山を越こえ、林を抜ぬけ、川を渡わたれば、そこには見慣れた故こ郷きようの光景が広がっているはずだった。

　なかった。

　子供の頃ころ、友達と一いつ緒しよによじ登っては大人に怒られていた赤レンガの外がい壁へきも、大通りも、広場も、広場に偉えらそうにそびえ立っていた町の創設者の銅像も──それどころか、建物の一つさえ見当たらない。

　人の手が入った様子のない荒あれた土地だけが、ただ広がっていた。

「ちょっと、これ、どーゆーことよ」

　アルマが立ち尽つくす僕の隣となりにやってきて言った。

「あの川の向こうがラークの町だよ、って言ったのはどこの誰だれよ」

「それは、僕、だけ、ど……」

「なんもないじゃん。ただの荒れ地じゃん。ラークの町はどこよ？」

「……どこ、だろう……？」

　それは、誰よりも僕が答えを知りたい問いだった。

「アンタ、まさかまた道を間ま違ちがえたんじゃないでしょうね」

「そんな、はずは……」

「だって、アンタ今日も地図見てなかったじゃない。昨日間違えたってのにさ」

「え……？」

　僕はアルマを見た。

　アルマは腕うでを組み、呆あきれ顔で言った。

「地図を見ろって、アルマはちゃんと言ったわよ。なのにアンタ、平気だよ、とか言っちゃってさ。全然平気じゃないじゃない」

「僕、そんなこと言ったっけ……」

　思い返してみる。

　地図を見ろ、とはたしかに言われた。

　昨日、僕ぼくは地図を見ずに道を間ま違ちがえて、そのことを反省した。

　反省したなら、今日はちゃんと地図で道を確認するはずだ。

　でも、僕は。

　地図を見ろ、というアルマに、なんて答えた？

　本当に、平気だよ、なんて返事をしたのか？

　した。

　憶おぼえている。

　アルマの言うとおりだ。

　僕は今日も地図を見ていない。地図を見ろと言われても、平気だよと答えて地図を見ようとは結局、しなかった。

　昨夜、反省したはずなのに。

　なんでだ？

　僕は、そんなに大おお雑ざつ把ぱな性格じゃない。同じミスをむざむざと繰くり返すほど、僕という人間は愚おろかじゃない。

　疲ひ労ろうと寝ね不ぶ足そくで頭が働いていなかったから？

　でも、それにしたって不自然だ。うっかりの範はん疇ちゆうを超こえている。

「ってかさ、どこなのよここ」

　僕は答えられない。

　橋も、林も、山も、間違いなくラークの町へと至る『道』だった。

　だからここにはラークの町があるはずなのに。

　ここはラークの町じゃなきゃいけないのに。

「とりあえず、その辺を見て回ってみたら？」

　レミエルが言った。

「そ、そうだね。少し歩いてみよう」

　ここがどこなのか。アルマの問いの答えを導くためには、とりあえずそうするしかない。

　道すらない荒こう野やを右へ左へ歩いて、僕たちはある物を見つけた。──瓦が礫れきだ。建物の名残なごり。あるいはなれの果て。

　瓦礫は随ずい所しよに見受けられた。風化が激しく、昨日今日、崩くずれたといった感じではない。

　崩れた建物を最初に見つけた時、僕は悲鳴を上げずにはいられなかった。

　ラークの町がハオスによって滅ほろぼされてしまったのだと、そう思ったのだ。

「よく見なさい」

　パニックになった僕に正気を取り戻もどさせたのは、レミエルだった。

　レミエルは、鞘さやに収めた状態の妖よう刀とう・ライジンで僕の頭を小こ突づいて、言った。

「瓦が礫れきが古すぎる。明らかに何十年も経たってるわよ、この朽くち具合は。あんたがラークの町を旅立ったのはいつよ？」

「四よ月つき前……だけど……」

「仮にあんたが町を出た直後に滅ほろぼされたんだとしても、たった四月でこんなになると思う？」

「思わない……」

　レミエルの言うとおりだった。

　この町（あるいは村）は、滅びてから長い時間が経っている。

　ここがラークの町であるはずがない。

「なら、ここは一体……」




「帰ってきたか、人形」




　僕ぼくの呟つぶやきに、女の声が重なった。

「……っ！」

　僕は無意識のうちに下を向いていた顔をはね上げ、息を吞のんだ。

　目の前に、いつの間にか女がいた。

「なによ、こいつ！」

　アルマが甲かん高だかい声をあげつつ、モーニングスターを構えた。

　その様子からして、アルマも女の接近に気づけなかったらしい。

　僕たちの中で驚おどろいていないのは、レミエルただ一人だ。

　レミエルは静かに僕とアルマの前に一歩踏ふみ出て、妖よう刀とう・ライジンを抜ばつ刀とうした。

　雷いかずちの力を宿した刃は、早くも刀身全体からバチバチと青白い火花を散らしている。

　……レミエルが警けい戒かいしている。

　この状じよう況きようで突とつ如じよ現れた目の前の女がただ者であるはずがない。

　女は、敵だ。それも強敵だ。けれど、レミエルは笑っていない。

　強敵を前にした時、レミエルは笑う。

　レミエルが問答無用で抜刀した以上、女が強敵であることは間ま違ちがいない。でも、レミエルは笑っていない。笑うどころか、レミエルの表情は強こわ張ばって見えた。

　僕は改めて目の前の女を注視した。

　美人だ。整いすぎるほどに整った眉び目もく。完かん璧ぺきすぎて、人間の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつしている。……実際に、人じゃないのだろう。地面に届くほどに長い髪かみの色は白。処女雪のような、あるいは『天使の涙なみだ』のような、汚けがれのない白だ。肌はだの色も同じ。瞳ひとみの色は透すき通るような綺き麗れいな赤。真っ白な肌との対比が、否いや応おうなく目を引く。白を基調にした装束は、ゆったりしていながらも四し肢しの動きを妨さまたげない作りになっている。

　髪かみの色といい瞳ひとみの色といい、間ま違ちがいなく、女は魔ま人じんだ。

「あんたが、ハオス？」

　レミエルが問いを口にした。

　女は美び貌ぼうに冷たい笑みを浮うかべただけで、答えない。

「違うよ」

　代わりに、僕ぼくは答えた。

「ハオスは男だ」

　ラークの町のみんなを石に変えて、震ふるえ上がる僕に『天使の涙なみだ』を取ってこいと命じたあいつは、墨すみのように黒い髪の男だった。

　そのはず、なのに。

「そうだ。私がハオスだ」

　女が言った。

「え──!?」

　驚おどろかずにはいられない。戸と惑まどわずにはいられない。

「噓うそを言うなっ！」

　驚きと戸惑いが、僕に声をあげさせていた。

「おまえはハオスじゃない！　おまえは誰だれだっ！」

　女は冷たい笑みを保ったまま、答えた。

「私はハオスだ。同じことを何度も言わせるなよ、人形。……ああ、そういえば、おまえの記き憶おくの中の私は、本当の私だったな」

　ハオスを名乗る女の言葉の意味が理解できずに、僕は返す言葉を失った。

「ちょっと、これ、どーなってんのよ。へっぽこ」

「教えてほしいのは僕のほうだよっ！」

　問いを投げてきたアルマに、僕は怒ど鳴なり声を返していた。

「わからない……」

　わからないことだらけだ。

　目の前の女は、本当にハオスなのか？　なら、町のみんなを石にして、僕に『天使の涙』を取ってこいと言ったあいつは、誰なんだ？

　ラークの町はどうなったんだ？

　それに──。

　なんで、この女は僕を人形と呼ぶんだ？

「教えてほしいのか？　人形。少々手間だが、『天使の涙』を持ってきた褒ほう美びだ。教えてやってもいい。おまえは──」

「クロード！」

　レミエルが発した強い声が、女の言葉を遮さえぎった。

「あんたはきっとこれから辛つらい思いをする！」

　レミエルはライジンの柄つかに手を掛かけたまま、僕ぼくのほうを振ふり向くことなく言葉を続ける。

「知らないほうがいいこともある、なんて言うヤツもいるけれど、あたしはそうは思わない。知らないほうがいいことなんて、この世にはない。それが自分自身のこととなれば、尚なお更さらよ」

「レミエル……？」

「だから、クロード。あんたは知るべきなんだ。知って、受け入れて、それでも前に進んでいくんだ。あんたなら……あたしが選んだあんたなら、きっとそれができる」

　女が声をあげて笑った。

「なかなか面白い人間を連れてきたな！　人形！」

　傲ごう然ぜんと腕うでを組み、美び貌ぼうを悪意に歪ゆがめて、僕を見ている。

「僕は……」

　僕は女を見返して、問うた。

「僕は、一体何者なんだ……？」

　僕は理解した。

　僕が今一番知らなきゃならないことは、ここがどこかということでもなければ女の正体でもない。

　僕が何者なのかということを、僕は知らなければならない。その答えが、きっとすべての疑問の答えへと繫つながっている。ということを、理解した。

　覚かく悟ごがいる。

　ハオスと戦う覚悟はとっくにできている。けれど、今は、別の覚悟がいる。

　それは、過か酷こくな現実を受け入れる覚悟だ。

　でも、そんな覚悟、どうやって持てばいい？

「おまえは、私が私の魔ま力りよくを編んで作り上げた人形だ」

　女が言った。

「人間では、ない」

　衝しよう撃げきは、なかった。

　驚おどろかなかったわけじゃない。

　命に関わるような大きな怪け我がをした時に痛覚が麻ま痺ひしてあまり痛みを感じないのと同じだ。

　衝撃が大きすぎて、心が麻痺してしまっているんだ。

「あの女の呪のろいでこの地を離はなれられない私は、おまえという人形を作り、『天使の涙なみだ』を取りにいかせた。失敗作かとも思ったが、目的は果たしたのだから、見直してやらねばなるまい。おまえは優ゆう秀しゆうな人形だよ」

　信じられない、と僕は小声で言った。

　信じられなかった。

　僕ぼくが人形だという話が──じゃない。

　その、僕が人形で──つまりは人間じゃないという話が、噓うそでもでまかせでもないと思ってしまっている自分が、信じられなかった。

　なんだって、僕はこんな理り不ふ尽じんな話を信じようとしているんだ？

　まるで、とっくに知っていた話を改めて聞かされたような、そんな感じがしている。

　でも、僕は今日まで自分が人形だなんて思ったことは、一度もない。

　僕は──クロード＝レンブラントは、人間だ。

　ラークの町の商家の三男として生まれて、クライス魔ま法ほう学院では次席で、フルブライトの魔法技術大会では八位で……。

　僕には、ちゃんと僕として生きてきた記き憶おくがある。人生がある。

「僕が人形だっていうのなら、僕のこの記憶はなんなんだ！　おまえに石にされた町の人たちの哀あわれな姿だって、父さんや兄さんたちの顔だって、初恋の女の子の名前だって、はっきりと憶おぼえている！　この記憶は！　なんだ!?」

　女に声をぶつけながら、僕は理解していた。

　僕の頭の中にある記憶は……思い出は、きっと、偽いつわりなんだ。

　女──魔人ハオスに与えられた、設定なんだ。

「わかっているのだろう？　偽りだよ。私が与えた、偽りの記憶だ。おまえには、思い出、などというものは、存在しない。当然だろう？　クロード＝レンブラントなどという人間は、初めから存在しないのだからな」

　ハオスの言葉が、僕の理解を裏付けた。

「なら、ラークの町は……」

「そんな町は、初めから存在しない。ここにあったのは、名前もない小さな村だ。私とロザリンデの力の激げき突とつに吞のまれて、消えてしまったがね……」

「は、はは……」

　乾いた笑いが出た。

　僕という人間が存在しなかったように、ラークの町もまた、存在していなかった。

　笑わずにはいられない。

　僕は必死になってありもしない故こ郷きようを救おうとしていたんだから。

「クロード」

　レミエルが振ふり返って僕を見た。名前を呼んだ。

　レミエルの目は静かだった。哀れみの色は、そこにはない。

　空色の瞳ひとみは、ただ静かに僕を見守っている。

「レミエルは、知ってたんだね？」

　僕ぼくの問いに、レミエルは首を縦たてにも横にも振ふらなかった。

「確証があったわけじゃない。あんたが人間じゃない……とまでは思ってなかった。でも、違い和わ感はずっとあった」

「いつから……？」

「クライス魔ま法ほう学院。最初に違和感を覚えたのは、その名前だった」

　なるほど、と思った。

「クライス魔法学院も、存在しないんだね？」

　僕が魔法を学んだ、学術都市フルブライトで三番目に大きな魔法学院。講師の顔も、学友たちの顔も、はっきりと思い出せる。苦労もしたけれど、楽しかった。

　でも、それもすべては偽いつわりで……。

「今は、ね」

　とレミエルは言った。

「今は……？」

「クライス魔法学院は、実在した。三十年前に……人じん魔ま戦争の時に、なくなっちゃったけどね」

　ラークの町との差異。

　ラークの町はそもそも存在していないが、クライス魔法学院は過去には存在していた。これは明確な差異だけれど、だからなんだというのだろう。

「それにね、あたし、地理には詳くわしいんだ。あちこち旅してるからさ」

「アイビス公国領内に、ラークなんて名前の町はないって、知ってたってこと？」

　レミエルは頷うなずいた。

「初めは、あんたが噓うそをついてるんだって思った。でも、あんたは本気でラークの町を救おうとしてた。あんたの言動と行動に、噓はなかった。少なくとも、あんた自身に噓をついている自覚はなかった」

「僕が芝しば居いをしているとは思わなかったのかい？」

「あんたは、魔法は器用に扱あつかえても、性格まで器用なわけじゃない。だろ？」

　僕は答えられない。

　僕には、僕という人間がわからなくなってしまった。

　いや。

　人間ですらないんだ、僕は。

「僕がおかしいってわかってたのに、なんでレミエルは僕を……」

「仲間にしたのかって？」

　僕は頷いた。

「理由は、二つ」

　レミエルは片方の手を僕に向けて、指を二本立ててみせた。

「あんたとなら伝説を作れるって思った。あんたと伝説を作りたいって思った。納得した？」

　僕ぼくは頷うなずけない。

「でも、僕は……」

「あーもう、ウダウダ言ってんじゃねぇよ！　このへっぽこ野や郎ろう！」

　唐とう突とつに、アルマが吠ほえた。

「人間だろうと人形だろうと、アンタがへっぽこだって事実は変わらないんだ！　ウダウダ言ってるヒマがあったら、とっととアイツをやっつけやがれ！　アンタは、一体ここになにをしにきたんだ！」

　僕は、なにをしにここにきたのか。

　ラークの町を救いにきたんだ。

　ラークの町を救うために、ハオスを倒たおしにきたんだ。

　でも、ラークなんて町はどこにもなくて……。

「僕には、もう、ハオスと戦う理由は──」

「……っ！」

　言葉の途と中ちゆうで、アルマの手が僕の肩かたをつかんだ。

　鎖さ骨こつが軋きしむほどの力で振ふり向かされる。

　眼帯に隠かくされていない左目が、僕を睨にらんでいる。歯も食いしばって──アルマは、怒っていた。

　ハオスではなく、僕に怒っていた。

　殴なぐられる、と思った。手加減なしで、ぶん殴られる。

　アルマの腕わん力りよくで思いっきり殴られたら、痛いじゃすまない。死んでしまうかもしれない。

　かまわない、と思った。

　僕には、なにもないんだ。帰る場所も、家族も、友人も、本当になにもないんだ。

　そんな僕が死んだところで、誰だれも──。

　不意に、僕の肩をつかんでいたアルマの手から力が抜ぬけて、僕はその場にへたり込んだ。

「アルマ……？」

　アルマは黙だまって僕を見下ろしている。その顔に、怒いかりの色はもうなかった。

　僕を見るアルマの左目には、なんの色もなかった。

　アルマの唇くちびるが小さく動いた。声には出さなかったけれど、アルマがなんと言ったのかは、わかった。

　もういい。だ。

　僕は、どうやらアルマを失望させてしまったらしい。

　失望されたということは、アルマは僕になにかを期待してくれていたということだ。

「ごめん……」

　謝罪の言葉を口にしてみても、アルマの無表情は変わらなかった。

　もう、辛しん辣らつな言葉をぶつけてさえくれなかった。

「アルマ」

　レミエルがアルマを呼んだ。

「あいつ、倒たおすよ」

　言って、レミエルは雷いかずちを纏まとったカタナの切っ先を、ハオスに向けた。

「はい、おねーさま」

　モーニングスターを構えつつ、アルマはレミエルの隣となりに並んだ。

「私が誰だれか知りつつも、なお挑いどむか。面白い。受けて立ってやろう」

　ハオスは猫ねこのように目を細めて言い、しなやかな腕うでの片方を胸むねの高さに持ち上げた。

　広げられた掌てのひらは、銀色の光を湯気のように立ち上らせている。

　光はハオスの顔の前に集まり、ある物の形を成なした。

　カタナだ。

　鞘さやはなく、刃の長さはハオス自身の身長を超こえている。

　ハオスはそのカタナを光の消えた手でつかみ取り、虚こ空くうを薙ないだ。

　剣けん士しじゃない僕ぼくにも、そのカタナが凄すさまじいまでの剣気を発しているのがわかった。

　そして、魔ま法ほう使いである僕には、そのカタナがハオスの魔力の結けつ晶しようであることもわかった。

　ハオスは、自らの魔力を編み上げて僕を作ったと言った。あのカタナも同じだ。──あのカタナと僕は、本質的には同じものなんだ。

　ハオスの魔力で作られたカタナを見て、実感した。

　やっぱり、僕は人間じゃない。

　ハオスに作られた、人形なんだ。

　両手を力いっぱいに握にぎりしめてみる。掌てのひらに爪つめが食い込んで、痛い。

　拳こぶしを解くと、掌には血が滲にじんでいた。

「ははっ……」

　人形でも痛みは感じるし、血は流れる。

　そんなことに喜びを感じてしまう自分が惨みじめで、乾いた笑いが出た。

　僕は一体なにをやっているのだろう。

　僕が無益なことをしている間にも、戦いは始まっていた。




　魔人の英えい雄ゆうハオスの強さは、やはり尋じん常じようじゃなかった。

　地を切り裂さくほどの脚きやく力りよくに、疾しつ風ぷうを超えて迅じん雷らいの域にある斬ざん撃げき。

　ドラゴンでさえも、ハオスの前ではただのトカゲに成り下がってしまうだろう。

　そんな、途と方ほうもない化け物を相手に、レミエルは一歩も引いてはいなかった。

　レミエルの強さは、この三み月つきで十分理解したつもりだった。

　でも、今、ハオスと打ち合っているレミエルの強さは、僕ぼくの理解を超こえていた。

（これが、レミエルの本気……なのか）

　レミエルは笑っていない。苦しみに耐たえるように歯を食いしばって、カタナを振ふるっている。

　笑みはなくとも、レミエルは間ま違ちがいなく本気だ。

　本気で戦っているのに、なのにレミエルが笑っていないのは、それは、レミエルがこの戦いを楽しめていないからだ。

　……僕のせいだ。

「ぬ……ああっ！」

　切り結ぶこと数十合。ハオスの口から、悲鳴じみた声が出た。

　レミエルの斬ざん撃げきがハオスを捉とらえたわけじゃない。それでも、レミエルのカタナ──妖よう刀とう・ライジンが発する電撃は、打ち合った刃を伝って、ハオスを捉え続けていた。

　大型のマモノでも一撃で灼やき殺せるライジンの電撃を切り結ぶ度たびにくらいながらも、ここまで悲鳴一つあげなかったハオスの打たれ強さに、ここは驚おどろくべきだろう。

「隙すきありっ！」

　一いつ瞬しゆん、動きを止めないまでも鈍にぶらせたハオスに、背後からアルマが襲おそいかかった。

　モーニングスターのトゲ付き鉄球が、暴悪な弧こを描えがいてハオスの顔面に迫せまる。

　直撃していれば、ハオスの美び貌ぼうは無む惨ざんに潰つぶれていただろう。──しかし、それは仮定の話。

　鉄球は、ハオスの顔面を捉えることはできなかった。ハオスが咄とつ嗟さに振り上げた拳こぶしに、弾はじき返されていた。

「……っ！」

　ハオスの美貌が痛みに歪ゆがんだ。

　鉄球を弾いた拳からは、鮮せん血けつが飛び散っていた。

「ざまあみろ！　このオカマ野や郎ろうが！」

　アルマが僧そう侶りよらしからぬ歓かん声せいをあげた。

　アルマは、なにも初撃でハオスを捉えたわけじゃない。

　もう何度も、アルマは死角からの攻こう撃げきを仕し掛かけていた。

　腕わん力りよくはともかく、アルマの素速さや技は、レミエルには劣おとる。真っ正面からハオスに挑いどんでいたら、あっさりと返り討うちに遭あっていただろう。

　だからアルマは常にハオスの死角から死角へと動きながら、レミエルの邪じや魔まにならないタイミングでモーニングスターを繰くり出していた。

　これまでは、ずっと空から振ぶりだった。それが、防がれたとはいえ、ついにハオスに血を流させることに成功したのだ。

　一歩も引かないどころか、レミエルとアルマのコンビは、魔人ハオス相手に、優勢を築きつつあった。

「とどめだ！」

　アルマのモーニングスターが、新たな弧こを描えがいた。

　レミエルも鋭するどい呼気を発するとともに、渾こん身しんの刺し突とつを繰くり出している。

　が、当たらない。

　ハオスは大きく跳とびすさってふたりの追つい撃げきをかわし、口の端はを歪ゆがめた。

「手て強ごわいな」

　ハオスは肩かたで息をしていた。決して手を抜ぬいているわけじゃない証しよう拠こだ。

　間ま違ちがいなく、レミエルとアルマはハオスを追いつめつつある。

「逃にげんな、オカマ野や郎ろう！」

　アルマは中指を立てて鼻はな息いき荒あらくハオスを挑ちよう発はつしているが、その隣となりに立つレミエルに表情はない。

「いい加減に、あの忌いま々いましい女の呪のろいを解くとするか」

　ハオスのその言葉に、レミエルが無表情なまま気配をより鋭く研とぎ澄すませた。

「人形。『天使の涙なみだ』を持ってこい」

　ハオスが血に汚よごれた手を僕ぼくに向けて差し出した。

　同時に、レミエルが地面を蹴けった。

「ハオスっ！」

　叫さけんで、レミエルはライジンを閃ひらめかせる。

　妖よう刀とうは電光を激しくほとばしらせてハオスを攻せめ立てる。

　猛もう攻こうだけれど、レミエルの剣けん閃せんには、さっきまでのキレがなかった。

　レミエルは、焦あせっていた。顔には出ていないけれど、わかる。焦りが、レミエルの剣を鈍にぶらせている。

　ハオスは降り注ぐ斬ざん撃げきの雨を軽々と捌さばいている。

　刃がぶつかり合う度たびに電撃に打ち据すえられているはずなのに、その顔には笑みさえ浮うかんでいる。

「死ねやコラァッ！」

　アルマが背後から繰り出したモーニングスターも、あっさりと避けられてしまった。

　的を外した鉄球は、レミエルの鼻はな先さきギリギリを通り過ぎて、アルマの表情を強こわ張ばらせた。

　アルマのせいじゃない。呼吸を合わせることに失敗したのは、レミエルのほうだ。

　ふっ、と鼻で笑ってハオスが繰り出した蹴けりが、アルマの腹に突つき刺ささった。

「かは……っ！」

　アルマは目を剝むいて──そのまま、全身を弛し緩かんさせた。

「アルマ！」

　アルマに向けて手を伸のばしたレミエルをカタナで制して、ハオスは足の上に載のっているアルマを、その足で投げ捨てた。

　肩かたから地面に落ちたアルマは、身体からだを丸めて呻うめいている。

　生きてはいるし意識もあるが、しばらくは動けないだろう。

「さあ、なにを呆ほうけている、人形。早く、『天使の涙なみだ』を持ってこい」

　ハオスが再び僕ぼくに向けてそう言った。

　僕は胸むねに手を当てた。

『天使の涙』は、小こ袋ぶくろに入れて腰こしのベルトに括くくりつけてある。

『天使の涙』──不純物を一切含ふくまない、完全な雪ゆき水すい晶しよう。

　この石を手に入れるために、ハオスは僕という人形を作り出した。

　ハオスはこの石を、一体どうするつもりなのか。

　僕は、この石を一体どうすればいいのか。

　ハオスの目的はともかく、僕が為なすべきことは明白だった。

　僕は腰のベルトから『天使の涙』が入った小袋を外して、歩き出した。

　ハオスへと近づいていく。

「クロード！」

　アルマに駆かけ寄っていたレミエルが、僕を見て悲鳴じみた声をあげた。

　それだけじゃない。レミエルは動けないアルマを放ってまで、僕のほうに向かってこようとしていた。

　大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だよ、レミエル。

　僕は、ちゃんと。

『天使の涙』をちゃんと。

　ハオスに渡わたすから。

　だから、邪じや魔まをしないでおくれよ。

　僕は呪じゆ文もんを唱えて、魔界の雷いかずちをこちらの世界へと導いた。

「〝雷電ナルカミ〟」

　青白い電光が、レミエルめがけてほとばしる。

　レミエルは、避けなかった。

　避けられない攻こう撃げきじゃなかったはずだ。でも、レミエルは避けなかった。避けられなかった。

　撃うたれる瞬しゆん間かんのレミエルの顔を、僕は見た。レミエルは、悔くやしそうに悲しそうに歯を食いしばっていた。

　僕に攻撃されたことが、よほどショックだったのだろう。

　僕の魔力は弱い。直撃したとはいえ、レミエルを倒たおすには至らない。それでも、片膝ひざをつかせることはできた。少しの間、動けないだろう。

　僕ぼくはハオスに向けて歩みを進め、ある程度近づいたところで、小こ袋ぶくろを放り投げた。

「そうだ。それでいい。人形」

　小袋はレミエルにもアルマにも邪じや魔まされることなく、ハオスが差し出した手へと収まった。

　これで──。

　これで、ハオスは──。

　どうなるんだ？

　え？

　あれ？

「僕は……」

　僕は、今、なにをしたんだ？

　覚えている。

　僕は、ハオスに『天使の涙なみだ』を渡わたしたんだ。

　それだけじゃない。

　僕は、レミエルを。

　僕を止めようとしたレミエルを、僕は、魔ま法ほうで攻こう撃げきしたんだ。

「あ……」

　自分がなにをしたのかは覚えているのに、自分がなんでそんなことをしたのかは、わからない。

　噓うそだ。

　わかる。

　ハオスに『天使の涙』を渡すのが、それが正しいことだと、そう思ったんだ。

　邪魔をするレミエルは排はい除じよするべき敵だと、そう思ったんだ。

　息を吸って吐はくような自然さで、僕はレミエルを裏切ってしまったんだ。

　全身から力が抜ぬけて、僕はその場に両膝ひざをついた。

「僕、は……」

　僕は、やっぱりハオスの作った人形なんだ。

　心のどこかで、僕はまだ、僕が本当は人間であるという奇き跡せきを期待していた。

　でも、もう駄だ目めだ。

　痛感してしまった。

「これで、あの忌いま々いましい女……ロザリンデの呪のろいを解くことができる」

　ハオスはカタナを地面に刺さして手を空あけると、小袋を開けて『天使の涙』をつまみ出した。

「教えてやろうか、人形。私が『天使の涙』を求める理由を……」

『天使の涙』をかざし、ハオスは恍こう惚こつとした表情で語り始めた。

　魔軍の一兵卒だったハオスは、三十年前の人じん魔ま戦争に於おいて頭角を現し、魔王の十人の娘むすめたちの一人──長女・ロザリンデの右腕うでを務つとめるまでに出世した。

　だが、ハオスはその程度の地位に甘あまんじるつもりはなかった。

　魔ま王おうメイ＝ヘムに代わって、自らが魔王の座につく──それが、ハオスの望みだった。

　ハオスは魔王メイ＝ヘムを最強の存在として認めてはいたが、自分はメイ＝ヘムをいずれは超こえられる男だと確信していた。

　とはいえ、その『いずれ』を待つつもりはハオスにはなかった。

　ロザリンデの右腕として魔王の信しん頼らいを得て、魔王を背中から斬きる。つまりは、暗殺だ。

　暗殺によって王を倒たおし、自らが新たな魔界の王となる。

　ハオスのその目もく論ろ見みは、しかし、頓とん挫ざを余よ儀ぎなくされた。

　ハオスが仕つかえていた魔王の長女、ロザリンデは、ハオスにとっては忌いま々いましいことに、聡さとい女だった。

　ロザリンデは、ハオスの野望に気づいていたのだ。

　後に救世の英えい雄ゆうと呼ばれるようになる竜りゆう騎き士しレイジャックとの戦いで致ち命めい傷しようを負ったロザリンデは、自らの死後、ハオスが反逆することを恐おそれた。そして、最後の力を振ふり絞しぼって、ハオスに呪のろいをかけた。

　ハオスは、ロザリンデとレイジャックの戦いの舞ぶ台たいとなったこの土地に縛しばられた。

　ロザリンデの魔力は、そして、魔力に込められた彼女の念は、強大だった。

　何度も解かい呪じゆを試みたが、駄だ目めだった。それどころか、解呪を試みる度たびに、ロザリンデの呪いはハオスの身をより深く蝕むしばんでいった。

　だが、幾いく度どもの失敗を経へて、ハオスはこれならば確実にロザリンデの呪いを打ち破れるという方法を思いつくに至った。

『天使の涙なみだ』は、その方法を実行するためになくてはならない代しろ物ものだった。

　魔王の長女にして、純白の悪魔として恐おそれられたロザリンデには、自らの魔力を一度鉱こう石せきに込めることによって、込めた魔力の数倍から数十倍もの規模の奇き跡せきを起こせる、という力があった。

　ロザリンデはその力で、人じん魔ま戦争の際に三つの国を滅ほろぼしている。

　魔力の増ぞう幅ふく率りつは鉱石の種類や質によって異なる。

　雪ゆき水すい晶しようは、数ある鉱石の中でも、ロザリンデの魔力と最も親和性の高い鉱石だった。

　竜騎士レイジャックとの戦いでも、そして、ハオスを呪う際にも、ロザリンデは雪水晶を使った。

　雪水晶はハオスにとって忌むべき鉱石だが、ハオスはここに突とつ破ぱ口こうを見み出いだした。

　ロザリンデの魔力を他のどの鉱石よりも増幅させる雪水晶ならば──特に、完全な雪水晶である『天使の涙』ならば、ロザリンデの魔力を吸い上げて呪いを引き剝はがすこともできるのではないか、と。

　ハオスは、身動きのできない自分の代わりに僕ぼくという人形を作り、『天使の涙なみだ』を手に入れることに成功した。

「ようやく！　ようやくこの時がきたのだ！」

　それまで淡たん々たんと語っていたハオスが、声の調子を急にはね上げた。

「私は！　あの女の呪じゆ縛ばくから解き放たれ！　自由を手に入れる！」

　耳が痛くなるほどに高く大きな声を響ひびかせて、ハオスは『天使の涙』を拳こぶしの中に握にぎり込んだ。

「お別れだ！　ロザリンデ！　我わが姫君よ！」

　目には見えない、だけど凄すさまじい力が、ハオスを中心にして渦うず巻まき始めたのがわかった。

　その力は、ハオスの周囲の地面を切り裂さき、抉えぐり、大気に悲鳴をあげさせながら、ある一点へと収束していった。

　ハオスが顔の前で構えた拳──その中にある『天使の涙』へと。

　そして、それが治まった時には、ハオスは、雪のような白い髪かみの美女ではなくなっていた。

　髪の長さはさほど変わってはいない。けれど、その色は、白から艶つややかな漆しつ黒こくへと変わっていた。

　体格も、一回り大きくなっている。

「ふっ……くくっ……」

　声も、低く太くなっている。

　ハオスは、男の姿になっていた。

　取り戻もどした、というべきか。

　それは、僕が知っている──僕の偽いつわりの記き憶おくにあるハオスの姿と同じだった。

　ハオスは、悲願を達したのだ。

「ハハッ！　ハハハハハッ！　ハハハハハハハハハハッ！」

　哄こう笑しようを響かせながらハオスは『天使の涙』を前方へと放り投げた。

　僕の目の前へと落ちてきたそれは、もう、透すき通るような美しい白色ではなくなっていた。

　血のような黒味を帯びた赤色へと、変わってしまっていた。

　もう、『天使の涙』とは呼べない。血の涙を流す天使なんて、見たくはない。

　僕は、かつて『天使の涙』であったそれへと手を伸のばした。だけど、触ふれることはかなわなかった。

　僕の指先が届くその前に、石はひび割れ、砕くだけてしまった。

「自由だ！　私は自由だ！」

　ハオスはでたらめにカタナを振ふり回して、地表に新たな傷を生み続けている。

「で、どーすんの？」

　響き渡わたるハオスの声に、別の声が混じった。

　レミエルだ。レミエルが、立ち上がっていた。

「自由を手に入れて、それであんたはどーすんのって訊きいてんの」

　ハオスがカタナを振ふり回していた手を止め、レミエルを見た。

「べらべらと自じ慢まんげに喋しやべってくれたけどさ、あんた、よーするに、魔ま王おうに正面切ってケンカ売る度ど胸きようもないヘタレでしょ？　そんなあんたが自由になって、で、どーすんの？　また魔王の背中をコソコソ狙ねらうの？　だっさ」

　ハオスの顔から笑みが消えた。

「威い勢せいがいいな、人間。だが、自分の立場を理解していない愚おろか者でもある」

　ハオスがゆっくりとカタナを振りかぶる。

「泣いて命乞ごいをする可愛かわいげがあれば、生かしておいてやってもよかったのだがな」

「それって、あんたの手下としてってこと？」

「そうだ」

　レミエルはライジンを構えて、不敵に笑った。

「糞くそ食くらえよ」

「そうか。……ならば、死ね」

　言い終えるのと同時に、ハオスは地面を蹴けった。

　レミエルは腰こしを落として迎え撃うつ。

　ハオスが最上段から振り下ろしたカタナは、レミエルが構えたライジンを真っ向から捉とらえて、レミエルを弾はじき飛ばした。

　強くなっている。

　さっきまで、ハオスとレミエルの力は拮きつ抗こうしていた。刃をぶつけ合わせても、レミエルが押おし負けることはなかった。

　ロザリンデの呪じゆ縛ばくから解き放たれたことで、ハオスは力を増している。

　レミエルは受け身を取って地面に叩たたきつけられる際の衝しよう撃げきを殺し、既すでに立ち上がっている。

「その程度じゃあ、あたしは殺せないわよ」

　レミエルは余よ裕ゆうの台詞せりふを口にしてライジンを構え直した。

「果たしてそうかな？　手が震ふるえているぞ、人間」

　ハオスの言うとおり、ライジンを構えるレミエルの手は、震えていた。

　恐きよう怖ふで震えているわけじゃない。さっきの斬ざん撃げきを受け止めた際の衝撃で、手が痺しびれているんだろう。

　……勝てない。これは、勝てない。

「レミエル……」

　無敵だったレミエルが、僕ぼくのせいで、負ける。

　僕のせいで、レミエルが、死ぬ。

「──っ！」

　歯を食いしばり、小さな身体からだに力を漲みなぎらせて、今度はレミエルのほうから斬きりかかった。

　渾こん身しんの斬ざん撃げきは、だけれど、ハオスが鼻はなで笑いながら差し出したカタナに、軽々と弾はじかれてしまう。

「所しよ詮せんは、人間か」

　両腕うでをはね上げられてがら空あきになったレミエルの胴どうに、ハオスの拳こぶしが突つき入れられた。

　レミエルの手から、妖よう刀とうが落ちた。続いて、レミエル自身が、糸の切れた操り人形のようにハオスの足あし許もとに崩くずれ落ちた。

「終わりだ」

　ハオスがカタナを振ふりかぶる。

「レミエル！」

　叫さけんで、僕ぼくは駆かけ出していた。

　僕が駆け寄ったところで、できることなんてなにもない。

　僕の力じゃ、ハオスにかすり傷の一つだってつけられやしない。

　でも、そんなことは全部、頭から飛んでいた。

　レミエルを死なせたくない。

　ただその一心で、僕は走っていた。

「へっぽこ！」

　強い声とともに、金属同士の衝しよう突とつ音おんが僕の耳を貫つらぬいた。

　レミエルにとどめを刺さすべく振り下ろされたハオスのカタナを、アルマのモーニングスターが弾いた音だった。

「アルマ！」

「おねーさまを連れて、逃にげて！」

　アルマは、「があああああっ！」と獣けものの咆ほう吼こうにも似た声をあげながらモーニングスターを振り回して、ハオスを飛び退かせた。

「はあっ……はあっ……」

　手を止め、ハオスに対してレミエルの盾たてになるような位置に立ったアルマは、肩かたで息をしていた。

　僕からはもう、後ろ姿しか見えない。だけど、さっき一いつ瞬しゆん見えた横顔は、苦しげに歪ゆがんでいた。まだ、ダメージが抜ぬけていないんだ。

「アルマがアイツを抑おさえてる間に、アンタはおねーさまを連れて逃げて！」

「無茶だよ！　アルマ！」

「いーから、さっさと行けっての！」

　叫びながら、アルマは左手に持っていたモーニングスターを投げ捨てた。

「アルマ!?」

　嫌いやな予感がした。

　レミエルですら歯が立たなかった今のハオスを、アルマは武器も持たずに一体どうやって抑おさえるつもりなのか。

　アルマには、二つの選せん択たく肢しがある。

　一つは、僧そう侶りよの神しん聖せい魔ま法ほうだ。神聖魔法を駆く使しして防ぼう御ぎよに徹てつすることで、時間を稼かせぐ。

　もう一つは──。

「駄だ目めだ！　アルマ！」

　アルマの背中に、僕ぼくはあらん限りの声をぶつけた。

　アルマは、使うつもりだ。

　もう二度と使うまいと心に決めていたはずの、魔眼の力を。

　ハオスが自らの魔力を編んで僕のような人形を作り出せるように、ロザリンデが鉱こう石せきを使って魔力を増ぞう幅ふくできるように、アルマには目を合わせた相手を死に至らしめる魔眼の力があった。

　魔眼を使えば、ハオスを倒たおせるかもしれない。倒せないまでも、僕がレミエルを連れて逃にげる時間を稼ぐことは、可能だろう。

　だけれど、魔眼は、アルマにとっては罪にまみれた忌いまわしい力だ。

「アルマ！」

　アルマは顔を半分だけ振ふり向かせて、眼帯に隠かくされていない左の目で、僕を見た。

　その目は、こう言っていた。

（ごめんね、へっぽこ）

　アルマはすぐにハオスへと向き直り、右手を顔の前へと運んだ。

「こっちを見ろ、オカマ野や郎ろう！」

　叫さけびつつ、アルマは右手をはね上げた。──眼帯を、外した。

　次の瞬しゆん間かん、

「があっ！」

　ハオスが悲鳴をあげてよろめいた。

「へっぽこ！　早く、おねーさまを！」

　振り向くことなく、アルマは言う。

「長くは、抑えて、られない……っ！」

　アルマは魔眼の力を使った。使ってしまった。

　使ってほしくはなかったけれど、でも、僕がアルマの立場なら、きっと同じことをするだろう。

　どんな忌まわしい力でも、使いたくない力でも、それで大切な人を守れるのなら、迷いはしない。

「アルマ……」

　ハオスはよろめいた際の崩くずれた体勢のまま、動きを止めている。その目は見開かれ、まばたきさえも許されずに、アルマを見み据すえさせられている。

「こ、の、ちか、ら……ま、が、んか……っ！」

　男の姿を取り戻もどしてもなお女性的な美び貌ぼうは苦痛に歪ゆがみ、喉のどからは錆さびついた呻うめき声が絶えることなく洩もれ続けている。

　効いている。効いてはいるけれど、ハオスが倒たおれる気配は、ない。

「く……ああ……っ！」

　攻せめている側であるアルマの口から、ハオスよりもなお苦しげな声がほとばしった。

　対するハオスは、苦痛に顔を歪めながらも、その目は笑っていた。

「は……や……く……っ！」

　足を止めてはいられなかった。

　僕ぼくはレミエルに駆かけ寄り、その小さな身体からだを抱え上げた。

　非力な僕でも苦もなく抱えられてしまうほどに、レミエルは軽い。

　僕は走った。振ふり返ることなく、ただひたすらに走った。

　レミエルのために、そして、アルマに報むくいるために今僕にできることは、外ほかにはなかった。




　川を越こえて、その先の林に逃にげ込んだ。

　軽いとはいえ、人一人を抱えて、よくここまで走れたものだと思う。

　柔やわらかい土の上にマントを敷しいて、その上にレミエルを横たえた。

「レ……ミ、エル……っ」

　呼吸が乱れすぎて、上う手まく声も出せない。

「レミ、エル……っ！」

　ぜえぜえひゅーひゅーと喉のどを鳴らしながら、僕は何度もレミエルの名前を呼んだ。

　レミエルの目は、開かない。

「レミエル……」

　呼吸が少し落ち着いてきたところで、涙なみだが込こみ上げてきた。

「ごめん……ごめんよ、レミエル……」

　意識のないレミエルに、僕はしゃくり上げながら謝罪の言葉を繰くり返した。

　あの時、僕がレミエルを魔ま法ほうで撃うったりしなければ、レミエルは『天使の涙なみだ』をハオスに渡わたそうとしている僕を止めることができたはずだ。

　ハオスはロザリンデの呪じゆ縛ばくから解き放たれることはなく、レミエルはハオスを倒すことができたはずだ。

　アルマだって、魔眼の力を使わずにすんだはずだ。

　全部、僕のせいなんだ。

「僕ぼくは、どうすれば……」

「なに、言ってんのよ。今いま更さら」

「え……？」

　僕はレミエルを見た。

　涙なみだで滲にじんでよく見えないけれど、それでも、レミエルが目を開けているのがわかった。

　涙を大おお慌あわてで拭ぬぐって、改めてレミエルを見る。

　さっきまでいくら呼びかけても開くことのなかったレミエルの目が、開いていた。

　澄すんだ空色の瞳ひとみが、涙にまみれた僕の顔を見つめている。

「あんたは、ここになにをしにきたの」

「なにって……それは……」

「ハオスを倒たおしにきたんでしょうが……っ」

　喋しやべりながら、レミエルは上体を起こした。

　ハオスに打たれた箇か所しよが痛むらしく、表情には歪ゆがみがある。

「それは、そうだけど……でも……」

「ハオスと戦う理由は、なくなったって？」

　僕は頷うなずいた。

　ラークの町を救うために、僕はハオスとの戦いを心に決めた。

　でも、ラークなんて町は、この世のどこにも存在していなかった……。

「一つじゃないでしょうが。あんたがハオスと戦う理由は」

「え……？」

　レミエルはため息をついた。

「あんたはハオスに屈くつ服ぷくして、あいつの言いなりになってた。そんな自分が許せなくて、あいつにとことん刃向かうって、そう自分に誓ちかったんでしょうが」

「でも、それだって……」

　すべては、偽いつわりの記き憶おくなんだ。

「あー、もう！」

　レミエルは僕の胸むな座ぐらをつかんで、言った。

「あんたがハオスに屈服した事実がなかったとしても、偽りの記憶だったとしても、あんたがハオスを倒すって心に決めたのは、紛まぎれもない事実でしょうが！」

　強い口調だった。唾つばが顔にかかった。

「あたし、言ったよね？　あの時。今のあんた、すっごい好いい顔してるよ、って」

　憶おぼえている。

『天使の涙』を手に入れて、僕がハオスと戦いたい旨むねをレミエルとアルマに告げた時だ。

「あんたは、あいつの作った人形だ。でも、あんたにはちゃんと自分の意志がある。あんたは自分の意志で、あいつと戦うって決めたんだ」

「僕ぼくの、意志……」

「クロード！」

　吐と息いきが顔にかかる距きよ離りで、レミエルが僕の名前を叫さけんだ。

「あたしは、ハオスが許せない。あんたは、あたしが選んだ、大切な仲間だ。そのあんたを、あいつはコケにした。あいつがあんたの生みの親だとしても、あたしはあいつが許せない」

「レミエル……」

「あんたはどうなの？　クロード。あんたは、あいつのこと、許せるの？」

「僕は……」

　魔ま人じんハオス。

　僕という人形を作り出し、偽いつわりの記き憶おくを与えて、利用した。……いや、ハオスにとっては、利用じゃなく、正当な使用といったところか。自分が作った人形をどうしようが、自由だ。

　レミエルは、僕には自分の意志があると言った。

　たしかに、ある。

　ハオスと戦うことを決めたのは、他ならぬ僕自身だ。

　そして、僕は、自分がハオスの作った人形だという事実を知って、驚おどろいた。絶望した。苦しんだ。悔くやしかった。悲しかった。

　僕には、意志が、心が、ちゃんとある。

　僕は人形だけれど、人形じゃない。

　僕は僕という存在として、今ここに在ある。

「許せ……ないよ……」

　僕は、僕をまっすぐに見み据すえるレミエルの空色の瞳ひとみをまっすぐに見据え返して、胸むな座ぐらをつかみ返した。

「許せるわけ、ないじゃないか……っ！」

　許せるわけがない。

　ハオスは、僕を傷つけた。

　僕の心を、これ以上ないほどに傷つけた。

　僕だけじゃない。

　ハオスは、レミエルとアルマを……僕の大切な仲間を傷つけた。

　許せるわけがない。

「なら、どうするの？」

「決まってるじゃないか、そんなの」

　僕はレミエルの胸座から手を離はなして、その手で拳こぶしを作った。めいっぱいの力を込めた。

「戦うよ、僕は」

　僕ぼくの拳こぶしは震ふるえていた。

　拳だけじゃない。全身が震えていた。

　恐きよう怖ふにじゃない。怒いかりにでもない。

　ハオスは怖こわいし、僕はかつてないほどに怒っていたけれど、今僕を震わせているのは、もっと別の感情だった。

　この感情は、きっと、喜びだ。

　ハオスとの戦いを、その決意を新たにして、僕は喜んでいた。

　人形である僕が、自分の意志で、自分の為なすべきことを見定めることができたんだ。

　その事実は、僕にとって、喜びであり、希望だ。

「僕は、ハオスと戦う」

　うん、と頷うなずいて、レミエルは僕の胸むな座ぐらから手を離はなした。

「それでいい」

「好いい顔してるかな、僕」

「してるよ。あの時よりも好い顔だ」

　レミエルは笑って、自分のおでこを僕の頭にコツンとぶつけてきた。鼻はな先さきを、ほのかに甘あまい香かおりがかすめた。

「んじゃ、急いで戻もどらなきゃね」

　レミエルは勢いよく立ち上がって──よろめいた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　我われながら間ま抜ぬけな問いだと思った。

　大丈夫なわけがない。大丈夫な人間はよろめいたりはしない。

　レミエルは「ん」とだけ答えて、肩かたを回し始めた。

「アルマがここにいないってことは、あの子がハオスを抑おさえてくれてるんでしょ？」

　僕は頷いて、アルマが魔ま眼がんの力を使ったことをレミエルに告げた。

「そっか。使わせちゃったか。なら、あたしも腹を括くくんなきゃね」

「……？　どういう意味？」

「ま、見てのお楽しみってね」

　レミエルは逆の肩を回しつつ、片目を瞑つぶってみせた。

「レミエル」

　レミエルの言う『お楽しみ』がなんなのか、気にはなるけれど……それよりも、重要なことがあった。言っておかなければならないことがあった。

「もし、また、僕がハオスの命令に従ってレミエルを攻こう撃げきしそうになったら、その時は──」

「その時は、あたしがぶん殴なぐって目を覚まさせてあげる」

　レミエルの、今度は拳が、僕の頭をコツンとやった。

「うん」

　僕ぼくはハオスの人形だ。意志があっても、その事実が変わるわけじゃない。

　ハオスが『主』として命令を下せば、僕はきっと、従ってしまうだろう。

　もちろん、徹てつ底てい的に抗あらがうつもりではあるけれど、抗いきれない力が働いてしまうかもしれない。

　でも、うん。レミエルがぶん殴なぐってくれるのなら、安心だ。

　僕は、必ず、僕に戻もどれる。

「よろしく頼たのむよ」

　僕は立ち上がった。




　レミエルに背負われて、僕は戦いの場へと戻った。

　情けない姿ではあるけれど、自分の足で走るより、このほうが早いのだから仕方がない。

「アルマ！」

　アルマは地面に倒たおれ伏ふしていた。その前方には、ハオスの姿がある。ハオスは片膝ひざをついた格好で、肩かたを上下させていた。

「アルマっ！」

　僕の二度の呼びかけに、アルマは反応を示さなかった。

「アルマ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。生きてる」

　レミエルが言った。

　僕の目ではアルマの生死を判別することはできないけれど、レミエルが大丈夫だと言うのなら、大丈夫だ。僕はレミエルを信じる。もちろん、アルマのことも。

　ここに来るまでの間に、レミエルが教えてくれた。アルマの魔ま眼がんは、非常に消しよう耗もうの大きな力なのだそうだ。その力を、アルマはレミエルと僕を逃にがすために使い続けた。

（ありがとう、アルマ）

　僕は心の中でアルマに礼を言って、視線をハオスに向けた。

「厄やつ介かいな力だ。まったく……」

　ハオスはよろめきながらも立ち上がった。

　アルマの魔眼は、効いている。致ち命めい的なダメージにはなっていないとしても、ハオスの力をそれなりには削けずって──。

「ぬぅん！」

　ハオスが歯を食いしばり、目を見開いて全身に力を漲みなぎらせた。

　地が震ふるえ、ひび割れ、吐はき気がするほどに不吉な気配が一帯に充みち満ちていく。

　ダメージがあってもなお、ハオスの力は強大だった。

　魔ま王おうとの正面衝しよう突とつを避さけ、暗殺という手段で魔界の王の座を奪うばおうとしていたハオスを、レミエルはヘタレと評した。

　けれども、竜りゆう騎き士しレイジャックとの戦いに敗やぶれた魔王の娘むすめ・ロザリンデは、死に際ぎわに、ハオスに呪のろいをかけた。

　それは、ハオスが魔王の脅きよう威いになりうる存在だとロザリンデが認めていたからに外ほかならない。

　小物の側面はあれど、ハオスはやはり、魔界屈くつ指しの実力者なのだ。

「戻もどってきたのか。愚おろかだな、人間」

　首をコキコキと鳴らしつつ言ったハオスの目は、レミエルに向けられている。僕ぼくには見向きもしない。

　もう僕は用済みで、一いち瞥べつする価値もない存在というわけだ。

「ハオス！」

　僕は大きな声を出して、ハオスの目をこっちに向かせた。

「おまえは、僕が倒たおす！」

「クロード」

「これは、僕が、僕の意志で決めたことだ！」

「クロードってば」

　レミエルが呆あきれ口調で言った。

「そういう勇いさましい台詞せりふは、おんぶされたまま言っても締しまらないわよ」

「あ……」

　僕は大おお慌あわてでレミエルの背中から下りた。

「ハ、ハオスっ！」

　ハオスをビシッと指差し、改めて宣言する。

「お、おまえは、僕が倒しゅっ！」

　嚙かんだ！

　我われながら、締まらないにもほどがある。

「人形か」

　ハオスが鼻はなで笑って言った。

「僕の意志……だと？　なにを勘かん違ちがいしている。おまえに意志などない」

「ある！　僕はおまえが許せない。おまえに対する僕のこの怒いかりは、僕のものだ！　僕の心だ！　僕はおまえを倒したい。絶対に、おまえを倒す。これは、僕の心が生んだ、僕の意志だ！」

「ふふっ……くくくっ……ははははっ……ふはははははっ！」

「なにが可お笑かしい!?」

「これが笑わずにいられるか。私が与えた敵意を自分の意志と勘違いしているおまえが、あまりにも滑こつ稽けいでな。滑稽すぎて、いっそ哀あわれだよ」

　ハオスの顔に、哀あわれみの色なんて微み塵じんもありはしなかった。その顔に浮うかんでいるのは、悪意に満ちた笑みだけだ。

「おまえには、なんとしても『天使の涙なみだ』を手に入れてもらわなければならなかったからな。動機付けさ。敵意もまた、困難な物事を成なし遂とげるための大きな動機になるだろう？」

「な……に……を……」

「騙だまされちゃダメ、クロード！　あんたがハオスと戦うことを決めたのは、『天使の涙』を手に入れた後でしょ！」

　レミエルの声に打たれて、僕ぼくはハッとなった。

　そうだ。

『天使の涙』を手に入れる前、僕はハオスと戦うなんて……戦って勝つなんて、不可能だと思っていた。最初から、諦あきらめていた。

　ハオスは、僕に、自分に対する敵意なんて与えてはいない。

　僕は、やっぱり自分の意志で──。

「人形。その女を殺せ」

　ハオスが、その顔に浮かぶ笑みを一ひと際きわ濃こくして言った。

　僕は一も二もなく駆かけ出していた。

　僕の腕わん力りよくじゃ、レミエルは殺せない。魔ま法ほうを使うしかない。

　呪じゆ文もんを唱える間を稼かせぐために──レミエルから離はなれるために、僕は全力で走った。

「クロード！」

　でも、駄だ目めだった。あっさりと回り込まれてしまった。

　僕とレミエルじゃ、足の速さが違ちがいすぎる。

　レミエルは拳こぶしを固めていた。

「目を、覚ましなさいっ！」

　レミエルの小さな拳が唸うなりをあげて僕を撲ぶった。

　踏ふん張ることもできずに、僕は地面を転がった。

「……っ」

　効いた。

　頭がクラクラする。クラクラしてはいるけれど……でも、目が覚めた。

「僕は……」

　まただ。

　また、ハオスの命令に、当たり前のように従ってしまった。

　なんの迷いもなく、レミエルを攻こう撃げきしようとした。

「くそっ……！」

　歯を食いしばると、口の中に血の味が広がった。

「わかったか？　人形。おまえはどこまでいっても人形だ。おまえに意志などない」

「ある……！　僕ぼくには、意志がある……っ！」

　嘲あざけるハオスを振ふり返って、睨にらみつける。

「なら、なぜ私の命令に従った？　おまえに本当に意志があるというのなら、多少なりとも抵てい抗こうしたはずだ。だが、おまえは抵抗しなかった。なぜだ？　答えは明白だ。おまえに意志など存在していないからだ」

　意志がないから、抵抗できなかった。

　そうなのか？

　とことん抗あらがうつもりでいたのに、結局、ハオスの命令に対して、僕はまるで抵抗できなかった。しなかった。

　それは、僕に意志がないからなのか？

「立て、人形」

　僕は立ち上がった。

「足あし許もとを見ろ」

　顔を下げ、視線を足許へと向ける。

「なにが見える？」

　ひび割れた、地面が見える。

「なにも見えはしないだろう？　おまえには、足場がない。おまえはどこにも立っていない」

　僕は顔を上げ、ハオスを見た。

　ハオスはなにを言っているんだ？

「昨日今日生まれたばかりのおまえに、積み重ねてきたものなどなに一つないおまえに、意志があろうはずもない。おまえには、なにもない。さあ、もう一度足許を見てみろ」

　再び、足許へと視線を向ける。

　なにも、なかった。

　僕は、どこにも立っていなかった。

「あ……」

　落ちていく。

　踏ふみしめる足場のない僕は、なんの支えもない僕は、ただ、底なしの闇やみへと落ちていくしかない。

　悲鳴すらあげられず、僕はただ、手を伸のばした。

　その手が、なにかに触ふれた。

　必死の思いで、僕はそれをつかんだ。

　手だった。

　白くて小さなその手は、僕の手を力強くつかみ返して、僕を闇から引っ張り上げてくれた。

　その手の主が誰だれかは、わかっていた。触ふれた瞬しゆん間かんに、わかった。

「レミエル……」

　目の前に、レミエルがいた。

「クロード」

　桜色の愛らしい唇くちびるが、僕ぼくの名前を紡つむいだ。

「足場がないのが、不安？」

　僕は頷うなずいた。

　僕にはなにもないとハオスは言った。積み重ねてきたものがなに一つないと言った。

　そんなことは、ない。

　レミエルと出会って、アルマと出会って、僕は仲間を得た。

　三人で、冒険をした。

　何度も危ない目に遭あって、生きた心ここ地ちがしない日々だった。でも、楽しかった。

　半年にも満たない短い時間だけれど、積み重ねてきたものは、たしかにある。

　でも。

　でも。

　逆に言えば、僕にはそれしかない。

　故こ郷きようを持たない僕は、一体どこへ帰ればいいのだろう。

　家族も友人もいない僕は、レミエルたちとの冒険の思い出を、一体誰だれに語ればいいのだろう。

「だったら、あたしが与えてあげる」

　唐とう突とつに、

　僕は、

　奪うばわれた。

　レミエルに。

　唇くちびるを。

「──!?」

　レミエルの唇が。

　桜色の愛らしい唇が。

　僕の唇に押おし当てられているのだ。
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　僕はまばたきも呼吸も忘れて、目の前にあるレミエルの頭を──銀色がかった黒くろ髪かみに飾られた、真っ赤なリボンを見つめた。

　レミエルの唇は、やわらかくて、熱かった。

　唇だけじゃなく、頰ほおからも熱が伝わってくる。

　レミエルは目を閉じているのだろうか、とどうでもいい思考が頭をよぎったところで、レミエルが離はなれた。

　離はなれたといっても、レミエルの顔は、なおも目と鼻はなの先にある。

「あたしが、あんたを愛してあげる」

　レミエルの声が、吐と息いきが、僕ぼくの鼻先をくすぐる。

「帰る場所がわからないなら、あたしの隣となりに帰ってきなさい。嬉うれしいことも悲しいことも、誰だれかに語りたいと思ったことは、全部、あたしが聞いてあげる」

「レミ、エル……？」

「あたしが、あんたを愛してあげる。だから、あんたはあたしを愛しなさい。頭のてっぺんから爪つま先さきまで……ううん、骨の髄ずいまで、あたしを愛し抜ぬきなさい。あたしがいれば、もうそれだけであんたは幸せ。いい？」

　僕は、言葉を返せない。

「ちょっと、このあたしが愛してあげるって言ってるんだから、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽう食ったような顔してないで、泣ないて喜びなさいよ」

「い、いや、でも、だって……」

　突とつ然ぜんすぎて、頭が真っ白だよ。

「いやもでももだっても禁止！」

　気づく。

　レミエルの顔が、赤い。

　真っ赤な顔で、レミエルは僕ぼくを睨にらみ見ている。

　レミエルがこんなふうに顔を赤くしているのを見るのは、初めてだ。

　可愛かわいいと思った。

　レミエルを可愛いと思ったことは、一度や二度じゃない。毎日、顔を見る度たびに可愛いと思ってきた。

　でも、それはあくまでも容姿の話で。

　今は、違ちがう。

　容姿とは関係なく──多少は関係しているかもしれないけれど──レミエルのことを、可愛いと思ってしまった。

「僕ぼく、は……」

　口を開いてはみたものの、やっぱり、なんと返せばいいのかわからない。

「僕に、だって、選ぶ権利は、あると思うんだ」

　殴なぐられた。

「冗じよう談だん！　冗談です！」

　我われながら、とんだ失言だった。

　気を取り直して、レミエルに返すべき言葉を僕は探した。

　今度は、すぐに見つかった。

「ありがとう、レミエル。僕はもう、大だい丈じよう夫ぶだから」

「足場は、ちゃんとある？」

　僕は目を閉じ、ゆっくりと開いて、下を見た。

「あるよ」

　ハオスは、僕にはなにもないと言った。

　今なら、きっぱりと否定できる。

　僕には、レミエルがいて、アルマがいる。

　他にはなにもないけれど、それで十分だった。

　僕は、満たされている。

　レミエルの目の前に、今たしかに、僕はいる。立っている。

　この先も、僕はレミエルの傍そばに立ち続ける。

「んじゃ、愛するあたしのために、カッコイイところ見せてよ」

　レミエルが左手の甲で、僕の胸むねを軽く叩たたいた。

　さっき、失言をかました僕の頭を殴ったのと、同じ手だ。

　右手は、僕の左手に重ねられている。

　この手だ。この手が、底なしの闇やみに落ちそうになっていた僕を──僕が救いを求めて伸のばした手を、つかんでくれたんだ。

「うん」

　僕ぼくは頷うなずいた。

　勝算は、ある。

　レミエルに背負われてここに戻もどってくるまでの間に、僕の力でハオスを倒たおせる可能性を、一つ、思いついていた。

　危険な方法だ。

　成功する確証なんて、ない。失敗する可能性のほうが、ずっと高い。

　失敗すれば、僕は死ぬ。成功しても、生きていられないかもしれない。

　それでも、僕は、やる。

　ハオスを倒して、僕は新しい始まりを迎むかえるんだ。レミエルたちと一いつ緒しよに。レミエルと一緒に。

「秘ひ策さくあり、って顔ね」

「一いちか八ばちかの賭かけだけれどね」

「時間稼かせぎは、いる？」

　僕は頷いた。

「りょーかい」

　可愛かわいい顔に獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうの笑みを浮うかべて、レミエルはバキバキと両手の指を鳴らした。

　僕は、レミエルが素手であることに今いま更さらながらに気づいた。

　妖よう刀とう・ライジンは、ハオスの傍かたわらに落ちている。

「あたしが先にあいつに借りを返してくるから、クロードはその賭けの準備をして」

　言いながら、レミエルは数歩前に出た。

　小さな背中が、とても大きく見えた。

「茶番は終わったか？」

　ハオスはカタナの峰みねで自らの肩かたを叩たたきながら、嘲あざけりの笑みを浮かべて僕らを見ている。

「もらうわよ」

　レミエルが言った。

「クロードを、もらうわよ」

　ハオスは声をあげて笑った。

「用済みの人形だ。拾ひろいたければ拾え」

　カタナを持っていないほうの手を前に差し出し、

「そんなに人形が好きなら、もっとくれてやろう」

　ハオスはその手の親指と中指を打ち鳴らした。

　ごうん、と音がした。

　ハオスの強大な魔ま力りよくが全身から噴ふき出し、唸うなりをあげて人の形を成なした音だ。

　人の形をした、人ならざる物。すなわち、人形だ。

　一体じゃない。その数は、優に三十を超こえているだろう。

　大きさはバラバラだ。見上げるような背せい高たかもいれば、子供のように小さいのもいる。肉付きも屈くつ強きようだったり華きや奢しやだったりと、やはりバラバラだ。

　共通しているのは、蠟ろうのように真っ白な肌はだと、剣けん、カタナ、斧おの、槍やり、杖つえ──なんらかの武器を手にしていること。そして、目も鼻はなも口もない、のっぺりとした顔だ。

　人形。

　ハオスが、自らの魔ま力りよくを編んで作り出した、人の形をした、物。

　僕ぼくと同じ存在。

「くれてやる。さあ、好きなだけ戯たわむれるがいい」

　ハオスが指を鳴らすと、人形たちが一いつ斉せいに動き出した。──が、その一いつ瞬しゆん前に、レミエルもまた動き出していた。

　レミエルは人形たちには目もくれず、まっすぐハオスへと向かう。

　一条の矢の如ごとく、レミエルは瞬またたく間にハオスとの距きよ離りを詰つめ、拳こぶしを繰くり出す。

　助走の勢いをも疾はやさに加えた最速の拳だ。でも、それがハオスの顔面を捉とらえることはなかった。

　ハオスは一歩も動いていない。レミエルの拳を止めたのは、稲いな妻ずまの疾さでレミエルとハオスの間に割って入ってきた人形の手だ。

　僕は息を吞のまされた。

　人形の疾さは、明らかにレミエルを上回っていた。

　女のようにほっそりした身体からだつきながら、その人形の手はレミエルの拳をがっちりとつかんで放はなさない。

　人形が、もう片方の手に持っていた戦せん斧ぷを、ゆっくりと振ふりかぶった。

「レミエル！」

　窮きゆう地ち。──のはずなのに、レミエルの背中からは、焦あせりがこれっぽっちも伝わってはこない。

　人形が戦斧を振り下ろし、腕うでが飛んだ。

　ただし、それはレミエルの腕じゃない。

　人形の腕が、その手に持った戦斧ごと、宙を舞まっていた。

「ぬ……!?」と呻うめいたのは、僕じゃない。ハオスだ。

　ハオスが驚きよう愕がくしている。僕もだ。

　人形の腕を切断──いや、破は壊かいしたのは、レミエルの拳だ。

　右の拳をつかまれているレミエルは、左の拳で人形の腕を打ち、打った箇か所しよ──肘ひじの少し上あたりだ──を、粉ふん砕さいしたのだ。

「邪じや魔まよ」

　短く言って、レミエルは人形の腕うでを砕くだいた左の拳こぶしを、今度は人形ののっぺりした顔へと放り込んだ。

　力を感じた。

　単純な膂りよ力りよくじゃない。魔ま力りよくとも違ちがう。ただの人間にはどうやっても生み出せない力が、レミエルの拳には込められていた。

　僕ぼくが名前を知らない力。初めて感じる力。

　その力は、人形の顔面どころか頭部そのものを木こっ端ぱ微み塵じんにしただけでは終わらず、一いつ瞬しゆん遅おくれて、人形の胴どうを、残された腕を、さらには下か肢しまでをも粉ふん砕さいした。

「生憎あいにくと」

　レミエルは右の拳をつかんだままの人形の手をおもむろに剝はがし、投げ捨てて、言った。

「人形遊びは好きじゃないんだ」

　ハオスが目元と口の端はを歪ゆがめて、問う。

「おまえは一体何者だ？　人間。……いや、人間ではないのか？」

　同じ疑問を、僕も抱いだいていた。

　レミエルは超ちよう人じん的な強さの持ち主だ。でも、今、人形を軽々と砕き散らした力は、明らかに異質だ。

「レミエル……」

　僕はレミエルの仲間で、この三み月つき、一いつ緒しよに冒険をしてきた。

　でも、思えば、僕はレミエルのことをほとんど知らない。女だてらに剣けん術じゆつをやっていることを家族に快こころよく思われていなかった……といった話を聞いた程度だ。

　レミエルはどこで生まれたのだろう。

　姓せいすらも、僕は知らない。

「魔人ではない。だが、人間とも思えん。一体なんなのだ、おまえは」

「あたしは、人間だよ」

　ハオスの問いに、僕の疑問に、レミエルが答える。

「ただ、ちょっとばかり血に変なものが混じってるけどね」

　レミエルは顔を半分だけ振ふり向かせて、僕を見た。

　その目が、こう言っていた。

　これが、あたしだと。

　しっかり見て、受け入れてほしいと。

　僕が頷うなずきで答えると、レミエルは淡あわく微笑ほほえんで、そして──目を見開いた。

　空色の瞳ひとみが、形を変えた。

　瞳どう孔こうが、蛇へびのそれのように、あるいは竜りゆうのそれのように、縦たてに切れ上がったのだ。

「な……にっ!?」

　ハオスが驚おどろきの声をあげた。

　僕ぼくはあげなかった。僕だって驚いてはいたけれど、なにが起きようとすべて受け入れると心に決めていたから、声はあげなかった。

　レミエルは、僕が人じゃないと知っていても、僕を仲間にしてくれた。愛してあげると言ってくれた。

　レミエルが僕を受け入れてくれたように、僕はレミエルのすべてを受け入れる。

　たとえ人ならざるなにかであろうとも、レミエルはレミエルだ。

「その瞳めは、あの男と同じ……。まさか、貴様……！」

「あたしの名前を教えてあげる」

　一歩後ずさったハオスに向き直って、レミエルは名乗った。

「あたしの名前は、レミエル＝セラ＝ハイドフェルト。……竜りゆう騎き士しレイジャック＝ウル＝ハイドフェルトの娘むすめよ」

　合が点てんがいった。

　普ふ通つうに考えれば、俄にわかには信じられない話だけれど、レミエルが言うなら信じられる。納得できる。

　三十年前の人じん魔ま戦争に於おいて、魔ま王おうメイ＝ヘムを撃げき退たいし、世界を救った英えい雄ゆう──竜騎士レイジャック。

　竜族の王、竜りゆう王おうシグルドから盟友と認められた彼は、竜王の力と、その背に乗る資格を与えられたという。

　レミエルは、レイジャックが竜王から与えられた力を、血によって受け継ついでいるんだ。

　それはすなわち、竜の力だ。

「やはりそうか！　貴様、あの竜騎士の娘か！」

　ハオスが哄こう笑しようを響ひびかせるとともに、再び魔力を爆ばく発はつ的な勢いで放出し始めた。

「面白い！　私が作る新たな伝説の幕開けに相応ふさわしい敵として認めてやろう！」

　ハオスの魔力は、顔のない人形の数を倍へと膨ふくれ上がらせた。

「その女を切り刻きざめ！　人形ども！」

　人形たちが、ハオスの命令に応こたえて一いつ斉せいにレミエルに襲おそいかかる。

　僕は刃物を求めて視線をさ迷わせ──頭を振ふった。

　ハオスの命令に、また従ってしまうところだった。

　僕もハオスの人形である以上、ハオスがこの場にいるすべての人形に命令を下せば、影えい響きようを受けてしまう。

　でも、今度は抵てい抗こうできた。

　大だい丈じよう夫ぶだ。

　今の僕は、ハオスの人形である以上に、レミエルの仲間なんだ。

　僕はもう、ハオスの命令には従わない。

　僕は両手を握にぎりしめて、レミエルの戦いへと意識を向き直らせた。

　レミエルは豪ごう雨うの如ごとく降り注ぐ人形たちの攻こう撃げきをかいくぐり、先の戦いで取り落としていた妖よう刀とう・ライジンの回収に成功していた。

「伝説を作るのは、あんたじゃない！　このあたしよ！」

　小さな身体からだから大きな声と力をほとばしらせて、レミエルは反撃に転じた。

　人ならざる力で振ふるわれた妖刀は、人形たちの斬ざん撃げきを、刺し突とつを、打撃を、ことごとく弾はじき返して、蠟ろうのような白い体たい軀くを両断、粉ふん砕さいしていく。

「あたしと、アルマと、クロードが！　伝説を作るの！」

　血に棲すまう竜りゆうを解き放ったレミエルの戦いぶりは、絶対の勝利を確信させるほどに凄すさまじい。

　けれど、ハオスは──。

　人形たちを次々と破は壊かいされながらも、ハオスは余よ裕ゆうの笑みを浮うかべていた。

　そのハオスが、跳とんだ。

　カタナを両手で振りかぶり、レミエルに頭上から渾こん身しんの斬撃を見み舞まう。

　跳び退のいて避さけようとしたレミエルの退路を、人形が塞ふさいだ。

　避けられないと悟さとったレミエルは、「があああっ！」、獣けものじみた咆ほう吼こうをあげて、ライジンを振り上げた。

　二つの刃は真っ向からぶつかり合って激しい火花を散らし──レミエルが、押おし負けた。

　刃に直接その身を切り裂さかれはしなかったものの、ライジンは手から弾き飛ばされ、レミエル自身も衝しよう撃げき波はに吹ふっ飛ばされ、木葉の如く宙を舞った。

「強い……！」

　唸うなるしかなかった。

　竜の力を宿しているレミエルも十分化け物だけれど、ハオスはその上をいく化け物だ。

　時間稼かせぎをする、とレミエルは言っていた。自分が倒たおすとは言っていない。

　レミエルにはわかっていたんだ。竜の力を解き放ってもなお、ハオスには及およばないことを。

　それでも、時間稼ぎをすると言った以上、レミエルは必ずやり遂とげる。このままあっさりと倒されたりはしない。絶対に。

　僕の確信に応こたえるように、レミエルは空中で全身に力を漲みなぎらせ、大きく身を撚ひねらせた。とどめを刺さそうと落着地点で待ち構えていた人形の頭を蹴けって、ハオスに殴なぐりかかる。

「ぬ……くっ！」

　反撃を予想していなかったらしいハオスは、レミエルの拳こぶしを腕うでで防いで、顔を歪ゆがめた。

　レミエルはその隙すきに距きよ離りを取り──はしなかった。

　歯を食いしばり目を見開いて、ハオスを拳けん打だの嵐あらしに吞のみ込んだ。

　ハオスは、直撃をもらってはくれないものの、足は完全に止まっている。人形たちも、ハオスとレミエルの距きよ離りが近すぎて、攻せめあぐねている。

　攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよ。レミエルらしい時間の稼かせぎ方だ。

　僕ぼくも、負けてはいられない。

　でも、まずはその前に。

　僕は倒たおれているアルマに駆かけ寄り、彼女を抱え上げた。

　レミエルとハオスの戦いに背中を向けて、走り出す。

　ハオスは僕にはまったく注意を払はらっていない。おかげで、人形たちが僕を追ってくることもなかった。

　ある程度距離を取ったところで、アルマをそっと地面に横たえた。

「なさ、けない……」

　アルマが、弱々しい声を出した。

「よかった。目を覚ましたんだね、アルマ」

「ずっと、起きてた、っての……」

　アルマの顔を見ることはできなかった。アルマは今、眼帯をしていない。うっかり目が合ってしまったら、大変なことになる。

「へっぽこに、助け、られる、なんて、一生の、不覚、だ……」

「僕はアルマを助けるよ。たとえアルマがそれを望まなくても、ね」

　アルマもまた、僕の大切な仲間なんだから。

「というか、助けられたのは僕のほうだよ。アルマがハオスを食い止めてくれなかったら、レミエルも僕も生きていないよ」

「へっぽこ」

　アルマの手が、僕の服をつかんだ。

「アンタ……アイツを、倒す気、なんでしょ」

「そうだよ。そのために、僕は今ここにいるんだ」

「でも、アンタ、それで……生きてられるの？」

「危険な方法だから、生きていられる保証はないよ。でも──」

「そうじゃ、なくて」

　アルマは苦しげに言う。

「アイツを倒して、それで、アンタ、生きてられるの？」

　僕は即そく座ざには答えられなかった。

　ハオスを倒して、僕は生きていられるのか。

　僕はハオスが魔ま力りよくを編んで作り出した人形だ。ハオスが死んで、ハオスの魔力によって肉体を構成されている僕が、果たして存続できるのか。

　もっともな問いだ。

「わからない」

　結局、僕ぼくは正直に答えた。

　わからない。

　ハオスが死んで、その時、僕はどうなってしまうのか。

　その疑問は、当然、僕も抱いだいていた。

　ハオスなら、答えを知っているだろう。

　でも、僕は問うつもりはなかった。

　ハオスを倒たおして、それで僕が消えてしまうとしても、僕が為なすべきことはなにも変わらない。

　ハオスと戦わない、倒さないという選せん択たく肢しは存在しない。

　ハオスを野の放ばなしにすれば、きっと、人が死ぬ。十人や百人といった次元じゃない。国単位での被ひ害がいが出る。それだけの力をハオスは持っている。

　なにより、ハオスは僕を侮ぶ辱じよくした。僕という存在を、根本から侮辱した。

　僕は僕の尊厳を守るために、ハオスを倒さなきゃならない。

　レミエルだって、ハオスを倒したら僕も消えてしまう可能性に、気づいているはずだ。気づいていないはずがない。

　それでもレミエルがハオスと戦うことに迷いを見せていないのは、世界の運命と僕の命とを天てん秤びんにかけて、前者を優先したからじゃない。ハオスというかつてない強敵との戦いを、レミエル自身が求めているからでもない。

　ハオスとの戦いが僕にとって避さけて通れないものであることを、レミエルは誰だれよりも理解してくれている。

　僕のために。僕が僕であるために、レミエルは戦ってくれているんだ。

　勝っても負けても死んでしまうかもしれない僕を、それでも愛すると言ってくれたレミエルのために、今、僕にできること。

　僕は、それをやる。

　迷いはない。

　僕はアルマから離はなれた。

　深呼吸をしつつ全身を弛し緩かんさせて、僕自身へと意識を向ける。

　僕という存在を、魔ま法ほう使いとしての目で、見る。

　魔力だ。

　僕は、魔力でできている。

　ハオスの魔力が複雑に絡からみ合い、折り重なって、僕という人形を形成している。

　残ざん酷こくな現実が、僕の目に、今、はっきりと映うつっている。

　覚かく悟ごはできていたから、動どう揺ようはない。

　これから、僕は、僕を形成しているハオスの魔力を解いて、ハオスにぶつける。

　僕ぼく自身を、ぶつける。

　僕は、レミエルを襲おそっている顔のない人形たちと本質的には同じ存在だけれど、まったく同じなわけじゃない。

　あの人形たちには、自じ我ががない。

　思考も感情もない。

　ただ、目の前の敵を倒たおすだけの存在である彼らには、思考も感情も必要なかった。だから与えられていない。

　でも、僕は違ちがう。ハオスが僕に与えた『天使の涙なみだ』を持ってこいという命令は、簡単じゃなかった。『天使の涙』を探し、手に入れ、持ち帰る。思考なしで成なし遂とげられることじゃない。

　僕は、顔のない人形たちと同じだけど、同じじゃない。

　誇ほこりたいとはまったく思わない。でも、事実として、僕と顔のない人形たちとは、出来が違う。

　その身を形成している魔ま力りよくの質も大きさも、違う。

　僕は、クロード＝レンブラントで、ハオスの作った人形で、そして、魔力の塊かたまりだ。

　僕という存在を解体し、純然たる魔力の状態にまで戻もどしてハオスにぶつけてやれば、たとえそれが元々は自分の魔力だったとしても、ハオスは無事ではいられないはずだ。

　僕はハオスが許せない。

　でも、一つだけ、感謝していることがある。

　僕に、魔法を精せい緻ちに操る技術を与えてくれたことには、感謝している。

　魔法使いとしての、僕の強み。

　ハオスが僕に『力』ではなく『技』を与えた理由は、わからない。

　風の魔法を操るにしても、微び弱じやくな風でドラゴンの炎ほのおを逸そらせる『技』よりも、凄すさまじい烈れつ風ぷうでドラゴンを切り裂さいてしまえる『力』のほうが、強いに決まっている。

　意図的に『技』を与えたのか、『力』を与えるつもりが、失敗して『技』になってしまったのか。

　どちらにせよ、今から僕が実行しようとしている僕自身の解体作業に必要なのは、『力』ではなく『技』だ。

　深呼吸を繰くり返す。一呼吸ごとに、僕は僕を解いていく。

　僕という存在が、血のように赤い光の粒つぶへと変わって、頭上へと集まっていく。

　手足の感覚が、もうない。

　目も霞かすんできた。

　レミエルの姿が、もうよく見えない。

　レミエル、と呟つぶやいてみても、僕の喉のどはもう声を発してはくれなかった。

「なんだ!?」

　ハオスの声がした。

「なにをしている、人形!?」

　ハオスが、僕ぼくに意識を向けている。

　でも、もう遅おそい。

「やめろ、人形！」

　命令したって無む駄だだ。

　今の僕はもう、おまえの人形じゃない。

　今の僕は、意志を持った魔ま力りよくの塊かたまりだ。

「……！　…………！」

　ハオスがなおもなにかを叫さけんでいる。

　でも、もう聞こえない。五感の中で、最後まで残っていた聴ちよう力りよくも失われた。

　僕がなにをしようとしているのか理解したハオスは、当然、僕を止めるために、なんらかの行動を取っていることだろう。

　わかる。

　見えなくても、レミエルがハオスを食い止めてくれているのが、僕にはちゃんと、わかる。

　そして。

　五感をすべて失っていても、ハオスの魔力である僕には、ハオスがどこにいるのか、はっきりとわかる。

　ハオスめがけて、僕は奔はしり出す。

　わかる。伝わってくる。

　ハオスは焦あせっている。恐おそれている。

　ハオスは空中に逃のがれようと地面を蹴けり──即そく座ざに叩たたき落とされた。

　やったのは、もちろん、レミエルだ。

　姿は見えなくても、レミエルという存在は、眩まばゆい光として、僕の目ではなく意識そのものに映うつし出されていた。

　人と異なる、人を超こえた力を持つ少女。

　僕が誰だれよりも見失いたくないと願う少女。

　レミエル。

「いきなさい！　クロード！」

　レミエルの声が、僕の意識に響ひびいた。

　僕を励はげますように、レミエルである光が一ひと際きわ輝かがやいた。

　ありがとう、レミエル。

　僕は、君に出会えて、よかった。

　かつてなく穏おだやかな気持ちで、僕はハオスにぶつかった。




　恐きよう怖ふ。憤ふん怒ぬ。憎ぞう悪お。そして、絶望。四つの感情をほとばしらせて、ハオスは消えていった。

　ハオスという存在が消えてなくなる瞬しゆん間かん、悲しげに微笑ほほえむ女性の顔が、僕ぼくの意識をよぎった。

　真っ白な髪かみの、美しい女性だった。

　彼女が誰だれなのかは、すぐにわかった。

　その顔を、僕は見知っていた。

　ロザリンデ。

　ハオスを呪じゆ縛ばくした、魔ま王おうの娘むすめだ。

　ロザリンデの表情が、伝えてくれた。

　ハオスに対する、彼女の想おもいを。

　ロザリンデは、ハオスに期待していた。

　ハオスが、いずれは魔王メイ＝ヘムの右腕うでとして、魔界を救う存在になってくれることを。

　だが、ハオスには、野心があった。魔王の右腕ではなく、自らが魔王になることを望んでいた。

　そんなハオスの野心すらも、ロザリンデは好ましく思っていた。

　野心のない男に、成長はない。

　ハオスが力をつけ、魔王メイ＝ヘムを正々堂々と打ち破れる日がくるのであれば、ロザリンデは新たな魔王の誕たん生じようを祝福し、支えるつもりでいた。

　ハオスはしかし、暗殺という手段で魔王の座を奪うばうことを目もく論ろんだ。

　ロザリンデの期待は、裏切られた。

　ハオスに失望したロザリンデは、死の間ま際ぎわに、自らの最後の責務として、ハオスを呪縛した。

　……呪縛はしたが、殺しはしなかった。

　殺すことだって、ロザリンデにはできたはずだ。

　ロザリンデがハオスを殺さなかったのは、殺せなかったからだ。

　力が足りなかったからじゃない。殺したくないから、殺せなかったのだ。

　ロザリンデは、ハオスを愛していた。

　愛した男に期待し、失望し、父のため民のため、彼を排はい除じよしようとしたものの、殺すことはできなかった。

　いつか呪縛が解けるその時までに、ハオスが変わってくれることを、ロザリンデは願っていた。願いながら、ハオスを呪縛した。

　けれど、ハオスは変わらなかった。

　ロザリンデの想いは、報われなかった。

　ロザリンデは、人じん魔ま戦争で、人間の側に甚じん大だいな被ひ害がいをもたらした恐おそるべき敵だ。

　そうとわかっていても、僕はロザリンデを哀あわれに思わずにはいられなかった。

　僕ぼくはハオスのようになりたくないと思った。

　愛してくれた人の信しん頼らいや期待を裏切りたくはない。

　レミエルを裏切りたくはない。

　だから、僕は生きる。

　拡散しつつある僕を集めて、人の形を作り上げる。

　クロード＝レンブラントを、再構成する。

　それは、解体以上に困難な作業だった。

　そもそも僕には、ハオスのように自らの魔ま力りよくを編み上げて人形を作る力は、ない。

　解体することはできても、作ることはできない。だから、方法は一つしかなかった。解体の手順をそっくりそのまま逆にたどる、という方法しか。

　解体の手順は、完かん璧ぺきに記き憶おくしている。

　記憶を遡さかのぼらせながら、慎しん重ちように、慎重に、僕は僕を組み上げていく。

　その過程でわかったことがある。

　ハオスが僕に『力』ではなく『技』を与えた理由だ。

　ハオスは、やはり、僕に『力』を与えようとしていた。それを狂くるわせたのは、ロザリンデの呪じゆ縛ばくだ。

　ロザリンデにはわかっていたのだ。ハオスが呪縛から逃のがれるために『天使の涙なみだ』を使うだろうということも。『天使の涙』を手に入れるために、人形を使うことも。

　その人形が、自らを魔力の塊かたまりへと還かえして、ハオスを討うつだろうということさえも、あるいはわかっていたのかもしれない。

　結局、最後の最後まで、ハオスはロザリンデの呪縛からは逃れられてはいなかった……ということなのだろう。

　ロザリンデが、人形である僕がハオスを倒たおすことまで予測していたのだとすると、僕もロザリンデの掌てのひらの上で踊おどらされていたということになる。

　でも、かまわなかった。ロザリンデが与えてくれた、魔法を精せい緻ちに操れる『技』のおかげで、僕は新たな始まりを迎むかえることができるのだから。

　わかったことは、もう一つある。

　それは──。




「クロード」

　レミエルの声がして、僕は目を開けた。

　眩まぶしい。

　雲の切れ間から差し込む日の光を纏まとって、レミエルが僕に手を差し伸のべてくれている。

　僕はその手を取って、生を実感する。温かい。

「立てる？」

　その問いに、僕ぼくは行動で答えた。

　立てるかどうか自分でもわからなかったから、試してみた。

　立てた。足にはちゃんと力が入っている。地を踏ふみしめる感かん触しよくが、たしかにある。大だい丈じよう夫ぶ。

　僕は軽く深呼吸をして、無事に生せい還かんできたら、これを最初に言おうと決めていた言葉を口にした。

「レミエル」

　それは、僕に意志と居場所をくれた、誰だれよりも大切な少女の名前だ。

　うん、と頷うなずいて、「クロード」、レミエルも僕の名前を呼んでくれた。

　クロード。間ま違ちがいなくそれは僕の名前だ。憶おぼえている。

　レミエルと出会ってから今日までの記き憶おくも、ハオスに与えられた偽いつわりの記憶さえも、ちゃんとある。

　僕は僕の再構成に成功したのだ。

　もちろん、抜ぬけ落ちた部分は自分ではわからないのだから完かん璧ぺきではないのかもしれないけれど、大丈夫だという確信がある。僕はなにも失ってはいない。

「おかえり」

「ただいま」

　竜りゆうのそれのように瞳どう孔こうが切れ上がっていたレミエルの目は、元に戻もどっていた。

「驚おどろいた？」

　僕が目を見ていることに気づいたレミエルが、苦笑交じりに問うてきた。

「そうだね。驚いたよ」

　レミエルは、伝説の竜騎き士しレイジャック＝ウル＝ハイドフェルトの娘むすめだった。

「隠かくしてたわけじゃないんだけどね。あたし、あの力があんまり好きじゃないんだ。反則っぽくてさ」

　レミエルは肩かたを竦すくめ、浅く目を伏ふせて、言った。

「それに、あの力は──」

　後半は、声量が落ちてよく聞き取れなかった。でも、まったく聞こえなかったわけじゃない。

　あの力は、あたしから父とう様さまを奪うばった力だから。

　レミエルはそう言った……ような気がする。

　父親から受け継ついだ力が、レミエルから父親を奪った。

　どういう意味だろうか。それとも、僕の聞き違いだろうか。

　なんにしろ、竜の力を使いたくない理由を、レミエルは積極的に話したいとは思っていないようだ。

　なら、僕は、なにも訊きかない。

　レミエルが自分から話してくれる時を、待つ。

「へっぽこ」

　アルマに呼ばれた。

　アルマはレミエルの斜ななめ後ろに座り込んでいる。目が合って一いつ瞬しゆん驚おどろいたけれど、右目は眼帯で覆おおわれていた。

「いつまでおねーさまの手を握にぎってんのよ。奥おく歯ばガタガタいわすわよ」

　慌あわてて、僕ぼくはレミエルの手を放はなした。

「調子に乗らないほうが身のためよ。おねーさまがアンタを、あ、あ、愛するって言ったのは、ヘタレたアンタに活を入れるための、ただの方便なんだからねっ」

「アルマ」

　レミエルが振ふり向いて、言う。

「方便じゃないよ。女に二言はない。あたしは、言ったことは必ずやり遂とげる」

「お、おねーさまっ!?」

　ニッと白い歯を見せたレミエルに、アルマは驚きよう愕がくの表情で素すっ頓とん狂きような声を返した。

「それって……」

「あたしは一生クロードを愛するよ」

　レミエルは片方の手を腰こしに、もう片方の手を拳こぶしの形にして、力強く宣言した。
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『えええええっ!?』

　僕ぼくとアルマの声が、見事にシンクロした。

「ちょっと、なんでクロードまで驚おどろいてんのよ」

「だ、だって……」

　僕だって、あれは、レミエルなりの叱しつ咤た激げき励れいだと思っていた。

　愛するという言葉も、あくまでも仲間に対する友情や信しん頼らいの同義語として受け取っていた。

　僕には、それで十分だったから。

「あんた、あたしの初めての唇くちびるを奪うばったんだから、責任、取りなさいよね」

『えええええっ!?』

　またしても、僕とアルマの声がシンクロした。

「ちょっとそれ、どーいうことよ!?　へっぽこ！」

　どうやら、アルマはレミエルと僕の会話を聞いてはいたものの、レミエルが僕の唇を奪った場面は見ていないらしい。

　そう、そうだよ。あれは、僕がレミエルの唇を奪ったんじゃない。

「逆だよ！　レミエルが僕の唇を奪ったんじゃないか！」

「どっちでもいいでしょ、そんなの。とにかく、あたしは一生あんたを愛するって決めたの。んで、あんたはあたしにベタ惚ぼれなんだから、問題はないでしょ？」

「いや、でも……」

「それとも、なに？　クロードは、あたしに惚れてないの？」

「それは……惚れてるよ」

「でしょ？」

　レミエルが軽く首を傾かたむけて、歯を見せる。

　僕は、頷うなずくしかなかった。

　だって、僕はもうどうしようもないほどに、レミエルに惚れていたから。

　レミエルの言うとおり、ベタ惚れだ。

　僕はレミエルにベタ惚れで、レミエルは僕を愛してくれると言っている。

　なら、これは相思相愛で、問題はない……のかな？

「へっぽこーっ！」

　いや、あった。

　アルマが鬼おにの形ぎよう相そうで僕を睨にらんでいる。

「へっぽこ、アンタっ！」

　僕をビシッと指差して、アルマは言う。

「許さないからねっ！」

　そりゃあ、許されないよな……。

「この先、ちょっとでもヘタレた姿を見せたら、アルマがおねーさまを力ずくで奪うばい取るからねっ！　覚かく悟ごしときなさい！」

　歯を剝むき、手負いの獣けもののように「がるるる……」と唸うなっているアルマを、僕ぼくは目を丸くして見つめた。

　意外な言葉だった。

　奪い取る、とアルマは言った。

　それはつまり、レミエルが愛する対象が僕であることを、とりあえずは認めているということになる。

　……いや、意外じゃないか。レミエルの意志は、アルマにとっては絶対だ。

　レミエルが自分の意志で僕を愛すると決めたのなら、アルマはそれを認めるしかない。

　それが、アルマのレミエルへの信しん頼らいであり、愛なんだ。

　アルマの気持ちは、僕にはよくわかる。僕もアルマと同じだから。

「肝きもに銘めいじておくよ。僕も、レミエルの期待を裏切りたくはないから」

　僕の答えに、アルマは驚おどろいたように目をしばたたかせた後、腕うでを組み、口をへの字にして、そっぽを向いた。

　……一応は、納得してくれたのかな。

「さて、と。魔ま人じんハオスをやっつけたわけだけど、なんかあんまり伝説を作ったって気はしないわね」

　レミエルが髪かみを搔かき上げて言った。

「なんかあいつ、小物だったしさ」

「そうかい？」

　たしかに、ハオスには卑ひ小しような側面があった。とはいえ、魔界屈くつ指しの実力者であったことは間ま違ちがいない。

「レミエルは十分、伝説的な戦いをしたと思うけれど」

「あんなんじゃ、まだまだ全然足りないのよ」

　死し闘とうの直後だというのに、疲つかれ切っているはずなのに、レミエルの表情は眩まぶしいぐらいに輝かがやいていた。

「次は、どこに行こうかな。マオの空中遺い跡せきか、巨きよ人じんの里か……幻げん獣じゆう探しなんてのも面白いかもしれないわね。フェニックスとかさ」

「それなら、行ってみたい場所があるんだ」

　僕は、希望を口にした。

「フルブライトに行ってみたい」

　学術都市フルブライト。

　魔法使いの聖地であり、僕が通っていた（と思い込んでいた）クライス魔法学院が、かつてあった場所。

「かまわないけど……なんでフルブライトなの？」

「知りたいんだ。僕ぼくの『元』になった人物の、為人ひととなりを」

「元？」

　僕は頷うなずいて、再構成の過程で気づいたある事実を、ふたりに語った。

「僕には、『元』になった人間がいる」

　僕と、ハオスがレミエルにけしかけた顔のない人形たちには、大きな違ちがいがある。

　意志の有無、というのもあるけれど、そもそもの製造法が違っていたのだ。顔のない人形たちはハオスの死とともに崩くずれて消えてしまったのに、僕が今もこうして存在していられるのも、それが理由だ。

　ハオスの魔ま力りよくによって肉体を構成されているという点に変わりはない。が、僕の場合は、ハオスの魔力の外ほかに、もう一つ、素材が使われていた。生きた人間だ。

　その人物は、男で、旅人だった。

　彼がどんな目的で旅をしていたのかは、わからない。

　彼は旅の途と中ちゆうでハオスが封ふうじられていたこの土地に不運にも足を踏ふみ入れ、ハオスに人形の素材にされてしまった。

　名前は、わからない。

　クロード＝レンブラントは彼の名前じゃない。

　ただ、彼の容姿は、僕に反映されている。髪かみの色が違っているぐらいで、顔の造りも体格も、双ふた子ごのように酷こく似じしている。

　彼は、そして、クライス魔法学院に通っていた。

　クライス魔法学院で魔法を学んでいたという記き憶おくは、ハオスに与えられたものじゃなく、彼の記憶だったのだと今ならわかる。

　クライス魔法学院は、三十年前になくなっている。そこに通っていたわけだから、彼は決して若くはない。だから、容姿が僕に反映されているといっても、それは若かりし日のものだ。

「彼は、この土地にたどり着いた時、ほとんど死にかけていた。病気だったのか怪け我がだったのかもよくわからないけれど、でも、彼が死にかけの身体からだを引きずってもどこかへ行こうとしていたことだけは、わかるんだ」

「つまり、そいつがどこへ行ってなにをしようとしていたのかが、知りたいわけね」

「うん。このあたりを闇やみ雲くもに探してみても、答えは見つからないと思うんだ。だから、僕は、彼が魔法を学んだフルブライトへ行って、まずは彼の名前と為人を知りたいんだ。伝説を作るって感じじゃないけれど」

「面白そうじゃん」

　レミエルは掌てのひらにバシッと拳こぶしを打ちつけて、笑んだ。

「そいつがなにをしようとしてたのか、あたしも興味出てきたよ。伝説の予感がする」

「じゃあ……」

「行くわよ、フルブライト。アルマも、いいわね？」

「アルマは、おねーさまについていくだけですぅ」

　レミエルに猫ねこなで声で答えたアルマは、直後に僕ぼくを見て、半眼で「ちっ」と舌打ちした。

　ううっ、怖こわい。

　でも──。

「ちょっとへっぽこ、なに笑ってんのよ。キモイよ」

「うん、ごめん」

　僕は笑っていた。

　笑みが、抑おさえられない。

　これからも、僕はレミエルやアルマと一いつ緒しよに旅ができるんだ。

　楽しくて、楽しみで、嬉うれしくて……とてもじゃないけど、笑みを抑えるなんて、できないよ。

「レミエル」

　僕はレミエルを見た。名前を呼んだ。

「ん？」

　澄すみ切った空色の瞳ひとみに、僕の顔が映うつし出される。

「伝説を、作ろう」

　僕が差し出した拳こぶしに、レミエルは会心の笑みを浮うかべて拳をぶつけてきた。




　新しい旅が始まる。










　　　　あとがき




　お久しぶりです。あるいは、初めまして。

『レミエルの伝説』いかがでしたでしょうか。

　サブタイトルのとおり、この作品は『竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私』の外伝に当たります。とはいえ、『竜と勇者と可愛げのない私』を読んでいなければ楽しめないということはありません。こちらはこちらで独立したお話になっていますので、ぎん太先生のイラストに惹ひかれて手に取ってはみたものの、「外伝か、どうしよう……」と二の足を踏ふんでいる方は、どうか安心してお買い求めください。




　さて、『レミエルの伝説』ですが、過去に電でん撃げき文庫MAGAZINEに掲けい載さいされた二話に書き下ろしを一話加えさせていただいての出版と相あい成なりました。

　元々、全三話の予定だったのですが、掲載は二話で止まってしまっていたので（私の仕事が遅おそいせいです）、今回、こうして書きそびれていた三話目を書かせていただき、文庫化まで実現できたことは、本当に幸運でした。

　それもこれも、『レミエル』の続きを読みたい！　という声を送ってくださった読者の皆みなさんと、私のわがままを聞き入れてくれた担当氏のおかげです。ありがとうございました。




　さあ、次は、次こそは完全新作でお目にかかりましょう。

　一人でも多くの人に楽しんでもらえるものを書きたいです。書きます。がんばります。




　では、また。





志し村むら一かず矢や
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志し村むら一かず矢や

第５回電撃ゲーム小説大賞《選考委員特別賞》受賞後、受賞作『月と貴女に花束を』でデビュー。その後、あれを書いたりこれを書いたりしつつ現在に至る。異世界ファンタジー熱はまだまだ冷めていないので、また書きたいです！
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ぎん太た

ゲーム原画、イラスト等、美少女絵を中心に活動中。レックスの大好きなおばあちゃん、どんな豪快な人物、と思っていたら、外見は華奢、意外でした。ぜひトモエとのツーショットが見たいです。本編とはまた違ったパターンの３人組で、こちらもまた魅力たっぷりですね。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「志村一矢先生」係

「ぎん太先生」係











初出



「伝説1　出会いはドラゴンスレイヤー」／電撃文庫MAGAZINE Vol.22（2011年11月号）

「伝説2　魔人たちの生きる道」／電撃文庫MAGAZINE Vol.23（2012年1月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




「伝説3　僕が僕であるために」は書き下ろしです。
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竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私わたし beforeビフオー




レミエルの伝でん説せつ
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